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業務概要 

(ア) 業務の目的 

 持続可能な社会を構築する上で、国民、民間団体等が行う環境保全活動並びにその促進のための環

境保全の意欲の増進及び環境教育が重要であることに加え、これらの取組を効果的に進める上で協働

取組が重要となる。 

 「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」（以下「環境教育等促進法」という。）第

19 条において、「国は、国民、民間団体等が行う環境保全等を効果的に推進するため、情報提供や助

言、交流機会の提供等を行う拠点としての機能を担う体制の整備に努めること」とされており、同法

第７条で定める国の方針（以下「促進法基本方針」という。）により、環境省においては、協働取組

を構築・促進するための中核的な担い手として「環境パートナーシップオフィス（以下「EPO」とい

う。）」を全国８ブロックに設置（以下「地方 EPO」という。）し、中部地方では中部環境パートナー

シップオフィス（以下「EPO中部」という。）を開設し事業を実施しているところである。 

 あわせて、持続可能な社会の創り手を育成する ESD の推進のため、文部科学省と環境省が共同で全国 

ESD 活動支援センター（以下「全国センター」という。）と全国８ブロックに地方 ESD 活動支援センター

（以下「地方センター」という。）を設置し、第２期 ESD 国内実施計画に基づく ESD の全国的な展開、支

援体制の充実等を図るとともに、気候変動を切り口とした ESD の取組も進めているところである。 

 本業務は、EPO 中部が環境教育等促進法の規定する国の役割を果たすため、また中部地方 ESD 活

動支援センター（以下「中部 ESD センター」という。）が国内実施計画等を踏まえた役割を果たすた

め、地方 EPO と地球環境パートナーシッププラザ（以下「GEOC」という。）のネットワーク（以下

「EPO ネットワーク」という。）を活用するとともに、中部地方の事情を踏まえて各種事業等を企画

し、それを実施することにより、市民、NPO/NGO、行政、企業等、社会を構成する様々な主体による

協働・連携の取組を広げ、効果的・効率的に環境保全活動、多種多様な環境施策への協力及び ESD 

活動等を活性化させること、また、｢第５次環境基本計画｣（平成 30 年４月閣議決定）において提唱

された、環境・経済・社会の統合的向上を図る「地域循環共生圏」の考え方及び「地域課題を解決し、

地域の魅力と質を向上させる地方創生に資する脱炭素」をキーメッセージとして発信している「地域

脱炭素ロードマップ」（令和３年６月国・地方脱炭素実現会議決定）のほか循環基本計画、生物多様

性国家戦略等の考えに基づき、各地域が自立・分散型の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて資源

を補完し支え合う取組を推進し、持続可能な地域づくりを通じて、環境で地域を元気にしていくとと

もに、持続可能な社会を構築するための創造に取り組むことを目的とした。 

 

(イ) 期待される役割 

 第７期（令和６年４月１日から令和９年３月３１日まで）EPO 中部においては、環境問題の解決、

持続可能性に関する様々な課題を統合的に捉える観点から、環境政策の統合、環境政策と他の政策分

野とを統合した、統合的アプローチの実践のため以下の考え方に基づき、市民活動などの、より地域

に近い活動での案件づくりを進める。 

① 脱炭素（CN）、資源循環（CE）、自然再興（NP）の統合的アプローチを実践に移し、地域関係者と

対話の機会を創出し、2030 年に向けた案件づくり、現場づくりを行う。 

② 脱炭素先行地域・重点加速化事業、自然共生サイトなど全国的な政策と連動し、助成先や認定申

請等を発掘し、優良・先進事例の創生を促進する。 

③ 自治体、企業等に対しては、CN、CE、NP あるいは、環境調査研究、環境教育、環境管理など

様々な角度から働きかけ、多面的な関係の強化・安定化を図る。 

④ 地域の他の関係者などとの連携、さらに県域、流域等といった広域の協力といった面的拡大の機

会創出を図る。 
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 以上を踏まえて、EPO 中部には、主に以下の役割が期待されている。 

ⅰ 地域における中間支援機能の強化に資する地域ネットワークの強化 

ⅱ 持続可能な社会の構築に向けた地域活動事業の創出と支援 

ⅲ 地域における活動の普及・促進に資する環境教育（ESD）の促進 

ⅳ 地方環境事務所との連携による施策の推進 

ⅴ 地域への情報の発信と連携による情報収集 

 

(ウ) 実施業務 

 環境教育等促進法の基本方針を踏まえ、様々な主体による協働・連携の取組を通じた環境保全活動

等を活性化するため、市民、NPO/NGO、行政、企業、金融機関等との連携を確保しながら、①環境教

育等促進法の拠点としての推進、②環境教育・SDGs/ESD の推進、③地域循環共生圏の創造の推進に

ついて、各種業務を行った。また、これらの活動状況等について、Web等を通じて広く発信した。 

 具体的な事業内容については、（２）の EPO 中部・中部地方 ESD 支援センター運営委員会等におい

て業務実施計画の検討を行った上で、中部地方環境事務所と協議して決定した。また、当該業務実施

報告は、EPO中部のホームページにおいて公表した。 

 

（１）業務実施計画（案）の作成 

・第７期の EPO 中部及び中部 ESD センターの業務事業計画（案）の作成 

・業務実施計画（案）の作成（下記（３）以降の各項目を柱として構成し、項目ごとに定

量的な達成目標（インプット・アウトプット）を設定） 

 

（２）EPO中部・中部地方 ESD支援センター運営委員会の設置・開催 

・EPO 中部・中部地方 ESD 支援センター運営委員会の設置・開催、運営（２回、各半日程度） 

・運営委員の選定、委員の委嘱手続、連絡調整、会場及び機器の手配・設営、当日の進行、

議事録の作成、旅費及び謝金の支払等、関連の事務手続 

 

（３）EPO 中部・中部 ESD センターの基本業務 

ア 情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

① ホームページの更新及び維持管理（月２回以上） 

・EPO中部（https://www.epo-chubu.jp/）、中部ESDセンター（https://chubu.esdcenter.jp/） 

② 収集した情報の整理・蓄積・発信（月１回以上） 

③ リーフレットの配布 

イ 相談対応・対話の場づくり 

・各種情報の照会及び相談への対応、各種会合等への積極的な参加、市民、NPO/NGO、行政、

企業等多様な主体の交流やマッチングを推進するための場づくり 等 

ウ 施設の維持・管理 

① オフィスの防火・防災管理及び解錠・施錠管理 

② オフィス内の清掃作業、施設・設備の維持管理 

③ 必要な機材等の確保、その使用料の支払等の維持管理に必要な事務 

 

（４）協働取組の促進のための業務 

ア 自治体や協働コーディネーターが持つネットワークを活用した環境教育の推進 

① 中間支援をテーマにしたセミナーの開催（１回、３時間程度、30 名程度） 

② 協働コーディネーターによる意見交換会の開催（１回、半日程度、30 名程度） 
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イ 自治体や協働コーディネーターとの連携による実践的な取組の地域主体との共催による

フォーラムの開催（２回、それぞれ半日程度、30 名程度） 

ウ 自治体や協働コーディネーター間の情報・意見交換の促進、活動の地域循環共生圏への貢献

についてのフィードバック 

・有識者（大学教授級、３名程度）ワーキングによる地域循環共生圏づくりの活動評価手

法の検討（３回、半日程度） 

・検討結果のフィードバック、成果冊子の作成 

 

（５）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務（地域循環共生圏の形成支援） 

ア 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業 

① 中間支援機能の担い手育成業務 

・地域循環共生圏づくりに取り組む地方公共団体、民間団体又は協議会に対する支援 

・年度当初における打合せ、活動団体へのヒアリング等 

・フォローシート等の作成・提出（年度当初及び四半期に一度、GEOCへ提出） 

・ステークホルダーミーティングへの参加 

② キックオフミーティング（１回程度、１日）と中間共有会（１回程度、２日程度）の開催 

③ GEOC が主催する会議等への参加 

・中間支援主体対象のキックオフミーティング（オンライン、１回、２日程度） 

・作業部会（都内、２回程度、各３時間程度） 

・地方 EPO等共有会（オンライン、１回、３時間程度） 

・地域循環共生圏づくり支援体制構築事業検討会議（オンライン、１回、３時間程度） 

・成果共有会（都内、１回、２日程度） 

④ 卒業団体のフォローアップ調査（卒業団体に対するオンラインヒアリング１件） 

イ 地域循環共生圏構築に向けた身近な自然資本の活用に関する意見交換会・ワークショップ等

の開催（２回、各半日程度、各 30 名程度） 

ウ 地域からのグリーン社会実現に向けたステークホルダー連携促進業務（４回、各半日程度、

各 30名程度） 

エ 地域循環共生圏創造の担い手（活動団体及び中間支援主体等）や背景情報の把握、地域循環

共生圏に関する情報提供 

 

（６）地方 ESD 活動支援センター業務 

ア 自然資本等の活用による ESD促進（「自然資産を活かした地域・人づくり ESDダイアログ」の

開催、１回、２日、30名程度） 

イ 域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会の提供 

① 活動計画の作成（テーマ設定、有識者選定、年間活動計画の作成） 

② ノウハウの共有と推進に関する方策の検討（全国センター開催「作業部会」に参加） 

③ 学び合いの実施（「学び合いの場」（２回）、「有識者による検討会」（３回）） 

④ 実践活動（１回、半日程度、30 名程度） 

⑤ 報告（ESD推進ネットワーク全国フォーラムでの活動結果報告） 

ウ ESD に関するネットワークの構築・地域 ESD 拠点への支援 

① ESD 推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

・ポスター（電子媒体及び紙媒体）の制作、主たるステークホルダーへの送付、参加募集 

・意見交換、ワークショップ等（１回、半日程度、30 名程度） 

② 地域 ESD 拠点等の ESD 活動の支援（地域 ESD 拠点等との間で情報共有やイベント協力

等の支援、地域 ESD 拠点の登録手続における全国センターへの情報提供等） 
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エ SDGs 学生サミットの開催（１回、半日程度、オンライン 100名程度、会場 10名程度） 

オ 全国センターとの連携協力推進等 

・上記イ②の作業部会（２回、各２時間程度）に出席 

・上記イ⑤ESD 全国フォーラム（１回、１日）に出席 

・ESD活動支援センター（全国・地方）連絡会（２回、各１日）に出席 

・全国協力団体意見交換会（２回、半日程度）に出席 

・企画運営委員会（２回、２時間程度）に出席 

・全国センターの求めに応じて情報提供や資料作成・提供等について協力、ESD 推進ネット

ワークの活動状況調査等への協力・対応 

カ ESD推進のための教育現場等の実態把握と連携強化 

① 専門家への包括的ヒアリング（オンライン、２時間程度、１回以上、大学教授級１名以上） 

② 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象としたヒアリング（オンライン、２時間程度、

２回程度、２名程度） 

③ 中小企業等を対象としたヒアリング（オンライン、２時間程度、２回程度、２名程度） 

キ ESD/EPO の行事を通じた意識や行動の変容の把握（上記（４）～（６）の代表的行事に参加

したコアメンバーへの簡易的ヒアリング、６事例程度） 

 

（７）関係主体との連携及び協働に関する業務 

ア 中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

① 事務所担当官と定期的な打合せ（月１回以上） 

・事業進捗の報告、方向性の協議及び出席した会議等に関する報告、アンケートに基づく

行事出席者の反応等の説明 

・日々の業務の月次報告の提出 

② 中部地方環境事務所が開催する会議（外部評価委員会）への対応（１回程度、半日程度） 

③ 白書を読む会の運営支援（１回、３時間程度、会場 50名程度、オンライン 100名程度） 

④ 全国ユース環境活動発表大会（名古屋市内を想定、１回程度、半日程度、１名以上）への

参加と情報収集、審査委員選定の協力、大会参加活動団体のホームページ等での情報発信 

イ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター（全国・地方）のネットワークの活用及び連携

の確保・強化 

① 各地方 EPOの協働取組に関する検討会議（１回、半日程度）に出席 

・全国 EPO 連絡会への出席（都内２回、各１日／地方１回、２日）、全国 EPO 連絡会の中部

地区開催における GEOCへの協力 

② EPO ネットワーク強化等に関するミーティングへの参加（オンライン、１回、２時間程度） 

 

（８）外部資金を活用した事業 

 

（９）成果物の提出 

・四半期報告書 

・年間報告書 

・年間報告書の概要版 
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(エ) 業務の実施概要（2025年 3月 18日時点） 

 

 

  

1 第７期業務実施計画案、達成目標の作成 作成済み
→第１回運営委員会に諮

問
→ウェブサイト掲載

2 運営会議
EPO/ESD運営委員会の設置・開催【オンライ

ン、2回】

第１回：5/29開催→議事

録公開

第２回：2/12開催→議事

録公開

3-1 ホームページ（EPO/ESD）の更新・維持管理 月２回以上更新

3-2 収集・整理・蓄積した情報の発信（月１回） 毎月１回以上メルマガ発行

3-3 リーフレットの配布
約300部在庫→イベント等

ですべて配布

9月に第７期版として改
訂のうえ、300部印刷

→2月末までに160部配布

（年度内に計・約460部を

配布）

3-4 照会・相談対応、対話の場づくり 適宜実施

3-5 施設の維持管理
月次報告書の

提出等適宜実施

4-1 中間支援をテーマにしたセミナー【1回（3時間）】 （4-4-2：冊子化）

4-2
地域主体との共催によるフォーラム【2回（半

日）】

協働コーディネーター、

ハッピー上市会との打合

せ等

12/7に地域循環共生圏

フォーラムin上市（第１回）

を開催

2/22に地域循環共生圏

フォーラムin上市（第２回）

を開催

4-3
協働コーディネーターによる意見交換会【1回

（半日）】
8/28に協働コーディネーター意見交換会を愛知県名古屋市で実施

4-4-1
有識者ワーキングによる活動評価手法の検討

【3回（半日）】

第１回ワーキング：6/5実

施

第２回ワーキング：9/18実

施

第３回ワーキング：11/12

実施

4-4-2
検討結果のフィードバック、成果まとめ冊子の

作成

フィードバック：4-2関係主

体へ実施

成果まとめ冊子を4-1セミ

ナー（4-4-1有識者登壇）

をもとに作成・公開

5-1
中間支援機能の担い手育成業務（対象：環境省

事業採択団体）

年度当初打合せ：丹南

4/26、長野4/23、半田

4/25実施

ヒアリングシート：３地域作

成、全国事務局提出済み

フォローシート作成・提出：

７月、10月、1月、３月に実

施

5-2
キックオフミーティング【1回】、中間報告会【1回

（2日）】

キックオフミーティング：

6/26実施

中間報告会：長野県芋井

地区で10/23-24実施

5-3
GEOC主催会合への参加：キックオフM、作業部

会【2回】、共有会、事業検討会議、成果共有会

中間支援ギャザリング（第

１回）：5/30-31、共有会：

5/15に出席

作業部会：①9/4、②

1/30、事業検討会議：

12/18に出席

中間支援ギャザリング（第

２回）：2/27-28に出席

5-4
卒業団体のフォローアップ調査；ヒアリング【1

件】

PF尾鷲を対象に12/24オ

ンラインヒアリングを実施

⇒ヒアリングシートを作

成、GEOCへ提出

5-5
身近な自然資本の活用に関する意見交換会【2

回（半日）】

5-6
グリーン社会実現に向けたＳＨ連携促進業務【4

回（半日）】

5-7
地域循環共生圏創造の担い手の情報の把握、

関係性構築、関係者情報のまとめ
年間報告書上に情報整理

業務内容 実施・開催等の進行状況

業務実施計画の

作成

3 基本業務

相談対応44事例／照会・相談対応等の延べ件数215

件／電話・メール対応150件／講師招聘18件／業務

打合せ：136件

来館利用件数：66件／来館者数：113人

業務実施日数：計245日

4

協働取組

の促進の

ための業

務

5

地域循環

共生圏の

創造推進

業務

仕様書業務項目

アクセス数（PV数）：EPO：27,216件／ESD：7,793件

1/27に地域循環共生圏づくり支援セミナーを開催

　⇒継続してアーカイブ配信

①10/10-12SDGs愛知expoのステージイベント協力、中部事務所出展ブースの運

営、②2/9白山シンポジウムを開催運営

①11/2Let‘s エコアクション in AICHIの中部事務所ブースの運営、②1/15鳥羽エ

リア創発ミーティングを開催運営、③1/29地域脱炭素セミナーin北陸を開催運営、

④3/7中部共進化座談会を実施
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6-1-1
学び合いＰ：①活動計画の作成、②ノウハウ共

有（作業部会出席【2回】）

①活動計画を作成→有識

者検討会で協議して確定

②作業部会：第１回7/25、

第２回2/25に出席

6-1-2
学び合いＰ：③-1学び合いの場【2回】、④実践

活動、⑤全国フォーラムで報告【1回】

③-1学び合い：第1回

8/23、第2回11/7実施
④実践活動：11/11実施

⑤全国フォーラム報告：

12/1実施

6-1-3
学び合いＰ：③-2有識者検討会【3回】、ワーク

ブック活用普及冊子・動画の作成・公表・配布

有識者検討会：6/5第１

回、9/18第２回、11/12第

３回を実施

冊子・動画の作成・ウェブ

サイトで公開

6-2
自然資本を活用した地域・人づくりESDダイアロ

グ【1回（２日）】

6-3
ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催【1

回（半日）】、ポスター作成

6-4 地域ESD拠点等の活動支援 適宜実施

6-5 SDGs学生サミット【1回（半日）】

6-6

全国センター会議への出席・連携協力；連絡会

【2回】、協力団体意見交換会【2回】、企画運営

委員会【2回】、活動状況調査等への協力

連絡会：6/27第１回、1/17

第2回に出席

意見交換会：7/24第1回、

12/1第2回（兼全国フォー

ラム）に出席

企画運営委員会：6/27第

１回、2/28第２回に出席

6-7

教育現場の実態把握と連携強化：専門家【1回

（2時間）】／教育関係者【2回（各2時間）】／中小

企業経営者【2回（各2時間）】

専門家：白梅学園大学・朝

岡先生に1/25ヒアリング実

施

教育関係者：①小学校

1/30、②高校2/22ヒアリン

グ実施

中小企業：２事業者へ

2/20ヒアリング実施

6-8
行動変容の把握：行事参加者へのヒアリング（3

月中旬までに）【6事例】

7-1
事務所担当官との定期的な打合せ、日々の業

務を毎月報告
月１回以上の定例打合せ実施　計25回の打合せを実施

7-2
事務所開催会議の資料作成・説明：外部評価委

員会含む【1回（半日）】
外部評価委員会3/4出席

自己評価シート、業務報

告書の作成

7-3
白書を読む会の企画、会場運営支援【1回（3時

間）】

7-4
全国ユース中部大会に参加【1回（半日）】、審査

委員の選定、活動団体情報のWEB掲載
中部大会参加：12/22

審査委員の選定：長野県

NPOセンター阿部氏を推

薦

全国大会、中部大会の結

果のシェア記事をwebに掲

載

7-5-1

GEOC主催会議に出席：検討会議【1回】、全国

EPO連絡会【3回、うち１回中部開催】、ネット

ワーク強化ミーティング【1回】

9/20検討会議に出席

全国連絡会：6/12-13第１

回、10/1-3第２回、1/16-

17第３回に出席

12/20EPOネットワーク勉

強会に出席

7-5-2 全国EPO連絡会の中部開催【１回（２日）】

エクスカーション：地域協

力者と調整打合せ6/7、

7/4、7/26に実施

全国事務局との打合せ：

7/19、8/27に実施

全国EPO連絡会（第２回）

のうち10/2-3エクスカー

ションを運営

8 適宜実施

10
地球環境基金説明会：

10/18実施

環境研究総合推進費委託

への協力:小布施7/30-

31、尾鷲8/8-9実施

相談6件、コーディネート

10件実施

四半期報告書：①7/19、

②10/18、③1/24にそれぞ

れ納品

年間報告書：3/31納品

9/25開催・白書を読む会を企画・広報展開・運営を実施

外部資金を活用した事業；地球環境基金／愛知県環境学習コー

ディネート業務

成果物の提出：第１～３四半期報告書、第６期概要報告書、年間

報告書（及び概要版）

11/22-23に岐阜県高山市で飛騨エリアの教育関係者が事例・取組発表等を行う

会合を実施

9/19にハイブリッド方式（会場：愛知県名古屋市）で地域ESD拠点登録団体の会合

として実施／ポスター・開催案内チラシを作成して地域ESD拠点登録団体へ提供

SDGs活動に取り組む4大学・1高校の学生チーム、自治体・企業・NPOの計3団体

が登壇する会合を2/1開催

①②地域循環共生圏フォーラムin上市、③ESDダイアログ、④学び合い、⑤実践

活動、⑥鳥羽創発ミーティングの関係者にヒアリング実施⇒ヒアリング結果を年間

報告書へ整理

6

中部地方

ESD活動

支援セン

ター運営

業務

7

関係主体

との連携

及び協働

に関する

業務

業務実施における旅費及び謝金等の支払い業務

仕様書業務項目 業務内容 実施・開催等の進行状況
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１ 業務実施計画の作成 

(ア) 作成した第７期業務の事業計画 
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9 

 

 



 

10 

 

 



 

11 

 

 



 

12 

 

 



 

13 

 

 



 

14 
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(イ) 作成した令和６年度業務実施計画 

①業務概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

16 

②業務スケジュール（2024年５月の立案時点案） 

 



 

 

 

17 

 



 

 

 

18 

③定量的な達成目標（インプット・アウトプット）の設定 
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(ウ) 業務実施計画の公表 

⚫ 作成した第７期業務の事業計画と、令和６年度業務実施計画は、EPO中部・中部地方ESD活

動支援センター運営委員会（第１回会議）に諮ったうえで、EPO 中部ウェブサイトに掲載、

公開した。 

⚫ 中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイトについても、EPO 中部ウェブサイトへの直リ

ンク見出し記事を掲載した。 

 

【EPO中部ウェブサイト】 
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【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイト】 
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２ EPO中部･中部 ESD支援センター運営委員会の設置・開催 

(ア) 運営委員について 

⚫ 令和６年度の「EPO 中部・中部地方 ESD 活動支援センター運営委員会」を設置・開催する

にあたり、次表の８名の委員に就任を依頼し、委嘱手続き等を行った。 

 

【委員名簿】委員：計８名 

№ 分野等 地域 氏名 所属先・役職等 

1 学識者／ESD 東海 伊 藤  恭 彦 名古屋市立大学 副学長 

2 学識者／学校教育 北陸 加 藤  隆 弘 金沢大学人間社会研究域学校教育系 准教授 

3 学識者／地域整備計画 東海 加 藤  義 人 岐阜大学 客員教授、名古屋都市センター 特任アドバイザー 

4 協働コーディネーター 北陸 堺   勇 人 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 常務理事／事務局長 

5 NPO／地域づくり 東海 田 辺  友 也 認定NPO法人まちづくりスポット 専務理事／事務局長 

6 自治体 東海 濵田 一多朗 尾鷲市商工観光課 課長 

7 企業／環境学習 北陸 水 上  聡 子 アルマス・バイオコスモス研究所 代表 

8 学識者／自然生態系 信州 水 谷  瑞 希 信州大学教育学部附属志賀自然教育研究施設 准教授 

 

(イ) 第１回会議 

①日時 

⚫ 2024年５月 29日（水）13：00～16：00 

 

②開催方法 

⚫ オンライン会議（Webexミーティング） 

 

③出席者 

⚫ 運営委員：６名 

伊藤 恭彦 名古屋市立大学 副学長 

堺 勇人 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 常務理事／事務局長 

田辺 友也 認定 NPO法人まちづくりスポット 専務理事／事務局長 

濵田 一多朗 尾鷲市商工観光課 課長 

水上 聡子 アルマス・バイオコスモス研究所 代表 

水谷 瑞希 信州大学教育学部附属志賀自然教育研究施設 准教授 

※ 加藤隆弘委員（金沢大学大学院教職実践研究科准教授）、加藤義人委員（岐阜大学客員教

授、名古屋都市センター特任アドバイザー）が所用によりご欠席 

⚫ 環境省中部地方環境事務所環境対策課：縄野課長補佐 

⚫ 事務局（EPO中部）：福井理事長、清本、原、富田、小松 

 

④議事次第 

１．ご挨拶  環境省中部地方環境事務所 

２．本委員会の設置要領について 
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３．第７期事業計画、令和６(2024)年度の業務実施計画について 

４．EPO業務について 

 (1) EPO業務事務局案の説明 

 (2) 意見交換 

５．ESD業務について 

 (1) ESD業務事務局案の説明 

 (2) 意見交換 

６．その他／第２回委員会の日程調整等 

７．閉会 

 

⑤会議資料 

資料１：EPO中部・中部 ESD支援センター運営委員会 設置要領 

資料２－１：EPO中部運営業務 第７期事業計画 

資料２－２：EPO中部運営業務 令和６(2024)年度の業務実施計画 

資料３：EPO業務事務局案説明資料 

資料４：ESD業務事務局説明資料 

 

 

 

(ウ) 第２回会議 

①日時 

⚫ 2025年２月 12日（水）13：00～16：00 

 

②開催方法 

⚫ オンライン会議（Webexミーティング） 

 

③出席者 

⚫ 運営委員：8名 

伊藤 恭彦 名古屋市立大学 副学長 

加藤 隆弘 金沢大学人間社会研究域学校教育系 准教授 

加藤 義人 岐阜大学 客員教授 ／ 名古屋都市センター 特任アドバイザー 

堺  勇人 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 常務理事／事務局長 

田辺 友也 認定 NPO法人まちづくりスポット 専務理事／事務局長 

濵田一多朗 尾鷲市商工観光課 課長 
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水上 聡子 アルマス・バイオコスモス研究所 代表 

水谷 瑞希 信州大学教育学部附属志賀自然教育研究施設 准教授 

⚫ 環境省中部地方環境事務所環境対策課：縄野課長補佐 

⚫ 事務局（EPO中部）：福井理事長、清本、原、富田、小松 

 

④議事次第 

１．ご挨拶  環境省中部地方環境事務所 

２．EPO業務について 

 (1) EPO業務の実施状況の説明 

 (2) 意見交換 

３．ESD業務について 

 (1) ESD業務の実施状況の説明 

 (2) 意見交換 

４．その他 

５．閉会 

 

⑤会議資料 

資料１：令和６（2024）年度の EPO業務実施報告資料 

資料２：令和６（2024）年度の ESD業務実施報告資料 

参考資料：地域脱炭素に資する ESD推進事業の拡充について 

 

 

 

(エ) 会議実施結果（議事概要）の公開 

⚫ 第 1 回、第２回運営委員会の終了後に、会議の議事概要を作成し、各委員に確認した上で、

「第７期 EPO 中部・中部 ESD 支援センター運営委員会 設置要領」とともに、EPO 中部

ウェブサイト上で公開した。 

⚫ 中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイトにも EPO 中部ウェブサイトの該当ページへの

直リンク見出しを掲載した。 
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【EPO中部ウェブサイト】 
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３ EPO中部・中部地方 ESD活動支援センターの基本業務 

(1) 情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

ア ホームページの更新及び維持管理 

(ア) 更新・維持管理状況 

⚫ EPO中部では、環境保全、協働の推進、ESD、SDGs等に関わる情報を収集・整理・蓄積し、

行政機関の動き、公募・助成金情報、イベント情報等の発信を行っている。 

⚫ 収集した情報は、EPO中部及び中部地方ESD活動支援センターの各ウェブサイトにおいて、

下表の通り、記事の投稿・掲載・更新を行った。 

 

【EPO中部（http://www.epo-chubu.jp）更新実施表】 

月 
更新回数・

計 

更新コンテンツ 
EPO 中部の

お知らせ 

皆さんの 

お知らせ 

スタッフの 

あれこれ 

EPO 中部 

とは 
EPO 中部が

お手伝い 

お役立ち 

ツール 

その他（メル

マガ掲載等） 

4月 86 2 79 1 1 1 1 1 

5月 57 2 52 1 0 0 0 2 

6月 76 2 69 1 3 0 0 1 

7月 70 3 64 1 0 0 0 2 

8月 47 3 42 1 0 0 0 1 

9月 49 4 41 1 2 0 0 1 

10月 53 2 49 1 0 0 0 1 

11月 61 3 56 1 0 0 0 1 

12月 45 8 34 1 0 1 0 1 

1月 49 6 41 1 0 0 0 1 

2月 65 2 55 1 2 1 3 1 

3月 48 2 41 0 1 0 3 1 

計 706 39 623 11 9 3 7 14 

【中部地方 ESD活動支援センター（http://chubu.esdcenter.jp）更新実施表】 

月 
更新回数・

計 

更新コンテンツ 

センター概要 事業報告 
イベント＆

ニュース 
コンテンツ紹介 

地域 ESD 拠点

トピック 
その他 

4月 26 0 0 22 1 3 0 

5月 30 0 0 26 0 4 0 

6月 44 2 0 39 0 3 0 

7月 42 0 1 34 0 5 2 

8月 19 1 0 13 0 3 2 

9月 22 0 0 18 0 3 1 

10月 19 0 0 15 0 3 1 

11月 28 0 0 25 0 2 1 

12月 23 1 0 19 0 1 2 

1月 24 0 0 19 0 4 1 

2月 24 0 1 20 0 2 1 

3月 24 1 0 18 0 4 1 

計 325 5 2 268 1 37 12 

 

※ いずれも「3月」の数値は 3月 18日時点で集計を行った。 
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(イ) ウェブサイトのアクセス数（ページビュー数） 

⚫ EPO中部及び中部地方ESD活動支援センターの各ウェブサイトのアクセス数（ページビュー

数／Googleアナリティクスにおける表示回数）は、下表の通りである。 

【EPO中部ウェブサイト】 

※ 2020 年度に EPO 中部ウェブサイトをリニューアルした際、アクセス数の照会元を Google アナリティ

クスに移行したため、2021 年度以降は Google アナリティクスでアクセス数の把握を行っている。（従

来の照会元であるサーバー会社によるアクセスレポートは特殊なシステムによるページビュー数集

計を行っていたため、一般的なページビュー数を把握できる Googleアナリティクスに変更した。） 
照会元 Googleアナリティクス 参考）2022 年度以前のサーバー会社のアクセスレポート 

年度 2024年度 2023年度 2022年度 2021年度 2022 年度 2021 年度 2020 年度 2019 年度 2018 年度 

4 月 2,504  2,440  2,133 3,310 59,189 24,015 66,930 59,319 19,311 

5 月 2,155  2,374  2,197 2,965 75,304 16,148 56,664 30,280 18,382 

6 月 2,474  2,942  1,983 3,574 79,962 21,314 61,297 29,150 20,060 

7月 2,358  2,324  2,125  2,579  78,408  29,566  52,720  34,314  18,763  

8月 2,130  1,808  2,387  2,203  49,173  25,428  43,742  38,479  17,688  

9月 2,115  1,752  1,883  1,923  68,449  24,902  43,419  72,087  14,795  

10月 1,896  2,029  2,413  4,015  92,734  34,750  42,768  75,127  16,176  

11月 2,013  2,474  2,873  2,791  64,309  48,487  38,630  102,551  16,289  

12月 2,416  2,745  2,852  2,271  97,461  45,615  35,352  182,209  31,808  

1月 3,110  3,077  3,911  2,132  100,899  65,535  23,878  107,374  39,694  

2月 2,632  3,114  3,075  2,800  97,007  65,552  14,677  61,384  21,378  

3月 1,413  5,064  3,302  1,622  101,586  74,440  21,593  67,883  44,972  

計 27,216  32,143  31,134  32,185  964,481  475,752  501,670  860,157  279,316  

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイト】 

照会元 Googleアナリティクス 

年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 2021 年度 2020 年度 2019 年度 2018 年度 

4 月 628  938  1,057 1,115 1,165 618 595 

5 月 614  997  1,030 1,368 648 828 857 

6 月 703  890  1,026 1,324 1,620 955 1,301 

7月 824  1,184  1,025  1,272  1,164  832  795  

8月 708  1,326  1,331  811  827  1,111  1,144  

9月 654  1,149  963  872  797  1,232  818  

10月 579  902  775  1,463  1,179  1,192  904  

11月 849  997  949  1,240  950  1,064  1,085  

12月 668  606  761  1,302  1,420  1,139  879  

1月 564  724  623  1,052  1,183  841  841  

2月 547  1,034  861  1,025  1,080  1,181  641  

3月 455  1,200  547  731  1,099  1,258  752  

計 7,793  11,947  10,948  13,575  13,132  12,251  10,612  

 

※ いずれも《2024 年度の「3 月」》は３月 18 日時点のデータで集計を行った数値である。

（ほかの年度の３月は、３月末日時点の集計値。） 
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イ 収集した情報の整理・蓄積・発信（メールマガジン発行） 

⚫ 収集した公募・助成金情報、イベント情報等を整理し、毎月第２火曜日発行のメールマガ

ジンに掲載し、次の通り、定期配信を行った。 

⚫ なお、発行済みメールマガジンのバックナンバーを、EPO 中部ウェブサイトにアーカイブ

掲載し、公開している。（https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine） 

月 号 発行日 発行数 記事数・計 

掲載記事数 

冒頭部 
イベント 

関連 

ツール・コン

テンツ 

助成金・ 

表彰等 
その他 

4 月 178 号 4/9 721 部 30 4 10 8 5 3 

5 月 179 号 5/14 615 部 39 0 14 9 10 6 

6 月 180 号 6/11 614 部 39 4 15 2 15 3 

7月 181 号 7/9 617 部 43 2 21 0 16 4 

8月 182 号 8/13 616 部 33 2 9 2 20 0 

9月 183 号 9/10 615 部 32 3 16 2 9 2 

10月 184 号 10/8 619 部 40 3 21 3 12 1 

11月 185 号 11/12 619 部 39 1 24 3 9 2 

12月 186 号 12/10 618 部 32 0 17 4 9 2 

1月 187 号 1/14 619 部 38 6 22 2 6 2 

2月 188 号 2/11 619 部 50 4 30 3 11 2 

3月 189 号 3/11 617 部 45 0 21 4 18 2 

計 460 29 220 42 140 29 

※ 「冒頭部」の記事は、中部地方環境事務所及び EPO 中部の主催イベント等お知らせ記事と

なっている。 

 

ウ リーフレットの配布 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターのリーフレットについて、第６期に作成した原

稿をもとに、第７期の目標・役割を掲載する改訂を行った（2024年９月発行と記載）。 

⚫ ９月に 300 部を印刷し、主催イベント参加者や打合せ相手などへの配布を行い、２月末ま

でに計160部を配布した。改訂前までに配布した約300部と合わせて計460部を配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７期の目標・役割を掲載 

https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine
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(2) 相談対応・対話の場づくり 

⚫ EPO 中部もしくは中部地方 ESD 活動支援センターへの相談に対し、面談打合せや資料・情

報収集、マッチング作業、連絡・調整などの対応を行った。その照会・相談等の案件数は、

次表の通りである。 

 

※ 以降の「３月」の件数は、いずれも 3月 18日時点で集計を行った数値である。 

 

【照会・相談・打合せ対応件数】 

区分 

ア 照会・相談対応等 イ 対話の体制の構築 ア＋イ 

①
相
談
に
対
し
支
援
対

応
等
を
行
っ
た
案
件
の

事
例
件
数
※
１ 

照
会
・
相
談
対
応
等
の

延
べ
件
数 

（
左
記
①
案
件
事
例
へ
の
対

応
延
べ
件
数
も
含
む
） 

 (

ア)

会
議
・
セ
ミ
ナ
ー

等
地
域
活
動
へ
の
招
聘 

(

イ)

そ
の
他
打
合
せ
や

地
域
主
体
と
の
意
見
交

換
等 

対応件数

総計 

来
館
件
数 

延
べ
件

数
※
２ 

 
③
メ
ー
ル
・
電
話
に

よ
る
相
談(

広
報
依
頼

等) 
延
べ
件
数
※
２ 

②
相
談
・
照
会
、

資
料
配
架
依
頼
等 

会
議
利
用 

4月 7 36 16 10 6 20 3 10 49 

5月 4 21 8 4 4 13 0 13 34 

6月 2 19 5 2 3 14 2 13 34 

7月 4 37 8 5 3 29 3 13 53 

8月 6 25 4 3 1 21 4 18 47 

9月 4 8 3 2 1 5 0 12 20 

10月 5 16 4 2 2 12 0 7 23 

11月 2 7 1 0 0 6 1 11 19 

12月 3 14 5 3 2 9 2 9 25 

1月 0 14 3 2 1 11 3 11 28 

2月 3 10 6 5 1 4 0 9 19 

3月 4 9 3 2 1 6 0 10 19 

計 44 216 66 40 25 150 18 136 370 
※１）事例件数：最初の連絡から対応終了までの（その間の連絡・打合せ等を含めた）案件ごとにカウントした数となっている。 

※２）延べ件数：同じ案件・用件であっても、来館、メール・電話等の接触回数等を個別にカウントした数となっている。 

 

(ア) 照会・相談対応 

①相談に対し（広報協力以外の）支援対応等を行った事例件数 

⚫ 相談に対し、EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターが支援対応等を行った事例件数は

下記の通りである。 

⚫ また、EPO が対応した照会、相談、支援等の内容については、「相談対応票」に記録し、月

次で中部地方環境事務所へ提出・報告を行った。 

【相談件数の合計、相談方法別件数】 

 相談件数・計 
相談方法 

電話 メール 来所 その他 

4月 7 2 2 3 0 

5月 4 1 2 1 0 

6月 2 0 0 0 2 

7月 4 0 3 1 0 

8月 6 2 4 0 0 

9月 4 1 2 1 0 

10月 5 0 2 0 3 

11月 2 1 1 0 0 
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 相談件数・計 
相談方法 

電話 メール 来所 その他 

12月 3 1 0 0 2 

1月 0 0 0 0 0 

2月 3 1 0 1 1 

3月 4 1 1 0 2 

計 44 10 17 7 10 

 

【相談主体別の相談件数】 

 

相談主体の分類 

学校・ 

教育機関 
大学関係 企 業 自治体 NPO・NGO 

その他 

事業主体 

その他 

行政機関 

業界団体

等 
その他 

4月 1 0 1 2 1 0 0 1 1 

5月 1 0 0 2 1 0 0 0 0 

6月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 

7月 0 0 0 0 1 3 0 0 0 

8月 1 1 0 0 0 3 0 1 0 

9月 0 0 0 0 1 2 1 0 0 

10月 0 2 0 0 3 0 0 0 0 

11月 0 1 0 0 1 0 0 0 0 

12月 0 1 0 0 1 1 0 0 0 

1月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2月 0 0 1 1 0 1 0 0 0 

3月 0 2 1 0 0 1 0 0 0 

計 3 8 4 5 9 11 1 2 1 

 

【相談に対し EPOが行った支援内容の件数】 

 

EPO による支援内容分類 

EPO 

スタッフの

登壇・招聘 

講師等人材

紹介（EPOス

タッフ以外） 

活動団体等

の照会・マッ

チング 

教材・ツー

ルの紹介・

提供等 

環境省事

業・EPO業

務の情報提

供 

SDGsの情

報提供 

その他の情

報提供 

イベント等

の事業企画

運営 

後援等名義

使用 

その他 

4月 4 0 0 1 0 0 0 2 0 0 

5月 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 

6月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

7月 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 

8月 2 1 0 0 0 0 1 0 0 2 

9月 0 1 0 0 0 0 2 0 0 1 

10月 3 0 0 0 0 0 1 1 0 0 

11月 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 

12月 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 

1月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2月 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 

3月 0 0 0 1 0 0 0 2 1 0 

計 12 2 3 3 1 2 6 7 1 7 
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【相談対応票；具体の相談内容と EPOによる対応内容等の記録】 
№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

1 4 月 2 日 その他 

全国センター発行『2023 年度レポート』を見

て ESD ワークブックのことを知った。勉強会

で使用したく冊子の送付は可能か。 

・4/2：Web ページで内容を公開していること及び申込により単ページ・記入用ファイ

ルを提供していることをご案内した。4/5 開催の勉強会での冊子使用を希望され着

払いで送付した（本冊・記入用シートを各 15 部）。 

 

2 4 月 10 日 自治体 
昨年度依頼していたプロポーザル審査員に

ついて、書面審査するのでお願いしたい。 

・対応を了承。 

・応募資料を送付いただき、書面審査を 23 日までに行うこととする。 
 

3 4 月 11 日 業界団体等 
脱炭素経営の普及啓発事業を推進中で協力

いただけないか 

・電子チラシ等のツールが掲載される Web ページリンク、セミナー開催案内などの

周知協力など対応できる旨を伝える。 

・必要な URL 情報の連絡を後日もらうこととする。 

 

4 4 月 15 日 NPO・NGO 
環境教育インストラクタ応募資格取得セミ

ナーの講師をお願いできないか。 

・8/3～4 に開催されるセミナーの講師への職員派遣を了承。詳細については別途

協議 
 

5 4 月 17 日 
学校・教育

機関 

全校生徒に脱温暖化に関する授業をしてほ

しい 

・対応を了承。 

・実施日は 6/10 

・事前打合せを 5/2 に実施、依頼内容確認と意見交換 

・5/31 来所、事前調整 

 

6 4 月 22 日 企業 
アサヒ飲料主催の「SDGs 将来世代創造

フォーラム」の出展等協力依頼 

・一度来所して説明をしたいとのこと、日程調整。 

・5/13 来所、例年同様ブース出展協力、講評登壇了承を回答。 

・来場者増加の工夫についての意見交換。 

・後援依頼について対応。 

・8/21 イベント開催・ブース出展実施。 

 

7 4 月 23 日 自治体 市の環境審議会の委員に就任してほしい。 

・3 月に就任以来があり、EPO 運営業務の受託後に承諾の回答を連絡 

・4/23 に第１回審議会の日程調整のメール連絡があり回答。 

・4/24 に第１回審議会を 9/10 開催とのメール連絡あり。 

・5/15 承諾書を提出。 

・7/2EPO 中部としてではなく、受託先（一般社団法人環境創造研究センター）として

委員を引き受けることを連絡、了解いただく。 

・以後、環境創造研究センター職員として対応。 

・就任スタッフが、9 月の第１回審議

会、11 月の第２回審議会に出席。 

8 5 月 22 日 NPO・NGO 高校生インターンの受入を依頼したい。 

・5/22 に電話、メールで依頼あり。受け入れ方法について電話等で打合せを実施。 

・6/24 に高校側も受け入れ方法について承知の連絡があり、実施要項案をメール

で送付いただいた。 

・7/9NPO 側が来館して、関係資料・書類を確認。受け入れ方法の変更点などを確

認。 

・8/20 インターン高校生が来館してオリエンテーションを実施。 

・8/21 アサヒ飲料主催 SDGs フォーラムの出展の手伝い、ほかの学生ブースの取

材を実施。 

・8/22 内勤で、SDGs フォーラムの取材記事作成。 

・8/23ESD 学び合いの場①（愛知教育大学）に参加。 

・終了後、依頼主体の NPO より御礼

連絡と今後の要変更点についての

ヒアリングがあった。 

・10/10NPO の訪問があり、インター

ン生それぞれからのお礼状をいただ

いた。 
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

9 5 月 23 日 
学校・教育

機関 

環境教育学会中部支部大会で発表した実践

内容について助言が欲しい。 

・5/23 受領のメールに添付されていた発表スライドについて所見を記載したメール

を返信。 

・5/28 まで 4 回に渡りコメントを交換。 

 

10 5 月 29 日 自治体 

あいちサスティナ研究所の基礎講座で心理

的側面を含めた環境コミュニケーションの講

義をお願いしたい。 

・対応を了承。6/30PM もしくは 7/7AM でスケジュールを調整。 

・7/7AM で確定（6/14 調整）。 
 

11 5 月 30 日 自治体 

県民（大人）向けに環境教育関連のデジタル

ブックを作成しようと思っているが、他県で作

成しているところ等を教えていただけない

か。 

・5/30 に問合あり。オフィス内スタッフにきいて回答差し上げると回答。 

・6/3 に自治体作成の環境関連デジタルブックと大人向けを含む環境教育情報収

集サイトをリスト化したものをメールにて送付し電話でその旨を連絡。 

 

12 6 月 26 日 企業 北陸の ESD 推進支援の情報が欲しい 

・北陸 ESD 推進コンソーシアムを紹介 

・登録 Web ページを紹介、団体でも個人でも登録できること、必要があれば関係者

を紹介する旨助言。 

 

13 6 月 27 日 大学関係 
ゼミの学生にミステリーワークショップを紹介

してほしい 

・ミステリーワークショップに詳しい職員を派遣。 

・ゼミで体験する日程を調整。7/11 に実施。 
 

14 7 月 2 日 
その他事業

主体 
地域循環共生圏について勉強したい。 

・7/2 電話で昨年度のシンポジウムに引き続き、地域循環共生圏について学びたい

ため、まずは打合せをしたいとの連絡あり。 

・7/8 来館し、地域の状況、実施したいことなどをお聞きしたうえで、地域循環共生

圏づくり事業について情報交換を実施。 

 

15 7 月 12 日 NPO・NGO 
中部地方での学校教育現場の ESD ニーズ

を紹介してほしい。 
・高校へのヒアリング結果を中心にメールで返信。  

16 7 月 19 日 
その他事業

主体 

佐渡のトキ保全団体が能登地方のトキ放鳥

に関する情報を求めている。協力願えない

か。 

・電話で調整、関係者の話を聞くためオンライン意見交換会を 7/23 に設定。 

・オンライン相談、能登地方のトキ放鳥については石川県に能登地域トキ放鳥受け

入れ推進協議会があり県が運営している。ここを拠点に NPO が連携するのであれ

ばよいのではないか。 

・現在は震災でなかなか情報が入りにくい。今後情報が入れば共有する。 

 

17 7 月 19 日 
その他事業

主体 

ESDC でイベント出展（SDGs クイズなどで世

界の現状を知り自分事 

にする）際のアンケート設計について助言が

ほしい。 

・7/22 に電話で接触、詳細についてはオンラインで意見交換することとし、7/23 に

設定。 

・オンラインで打合せ意見交換、展示会のブース出展のアンケートにユネスコ 8 つ

のコンピテンシーのうち⑦自己認識コンピテンシーを紐付けることを提案。 

・展示会の主催者など「仕掛ける側」のアンケートをとることを提案。 

・出展内容のクイズなどにナッジの活用を提案。一般社団法人環境創造研究セン

ター作成のナッジガイドを紹介。 

・11/29 アンケート結果の連絡あり。 

・コンピテンシー7「自己認識」の自己

評価が高くなったこと、体験ブースが

増えるにつれ、その傾向が大きくな

る結果が表れた。 

18 8 月 2 日 
その他事業

主体 

長久手市の脱炭素チャレンジカップ応募にあ

たり、応援メッセージを出したいので内容を

助言してほしい。 

・長久手市職員の交通行動変容を「見せる化」することは非常に特色があるので、

それを焦点に応援メッセージ作成を助言。 
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

19 8 月 2 日 大学関係 

7/11 の WS を踏まえ、学生を入れた地理総

合授業 ESD パッケージ検討勉強会のファシ

リをお願いできないか。 

・対応を了承。 

・調整の結果 8/16 に実施。 

・教職課程を含む学生 4 名とともに検討勉強会に参加、ファシリテーターを担う。 

 

20 8 月 13 日 
その他事業

主体 

北陸 ESD 推進連絡協議会委員を依頼した

い。年 3 回程度のオンライン会議に出席して

ほしい。 

・中部地方 ESD 活動支援センターで対応する旨了解。  

21 8 月 21 日 
学校・教育

機関 
ESD の職員研修で講師を紹介してほしい。 

・どのようなニーズなのかをヒアリングするためオンライン打合せを設定。 

・8/27 オンライン打合せ。教科と SDGs とのつながりが、紐付けるだけでなく、全体

的にみることと、つながりの内容を考える、授業展開につながるきっかけ作りが必

要。 

・ニーズにマッチした ESD 有識者を紹介し、日程を調整。結果 1 月 30 日に職員研

修を設定し、講師と直接やりとりをすることとなる。 

 

22 8 月 28 日 業界団体等 
学校で行われている気候変動教育の事例に

ついて紹介してほしい。 

・福井県坂井市環境政策課、岐阜県地球温暖化防止活動推進センター、愛知県地

球温暖化対策課の事例について紹介。 
 

23 8 月 30 日 
その他事業

主体 

大学研究室の脱炭素チャレンジカップ応募に

あたり、応援メッセージを出したいので内容

を助言してほしい。 

・活動内容であるトランプカードへの行動変容内容のデザイン挿入についてその特

性を指摘しつつ、簡易にツール利用が可能な拡張性を中心に応援メッセージを作

成することを助言。 

 

24 9 月 11 日 NPO・NGO 

(1)川などで清掃活動を行っている団体、(2)

環境分野で積極的に活動を行っている名古

屋の団体について情報を得たい。 

・9/11 に照会のメールあり。 

・9/13 に回答。(1)については、環境ボランティアサークル 亀の子隊及び中部整備

局主催「川と海のクリーン大作戦」を紹介した。(2)については、「なごや環境大学」

及びボラみみより情報局を紹介し、各 web ページのイベント一覧や検索ページの

活用により、活動・運営団体の情報が得られる旨申し添えた（同日、お礼のメールを

受信）。 

 

25 9 月 14 日 
その他事業

主体 

・中学校の脱炭素チャレンジカップ応募にあ

たり、応援メッセージを出したいので内容を

助言してほしい。 

・海の吸収源を保全するという、中学校生徒の活動では例のない珍しい取組である

ことを指摘するとともに、ウニの餌を育てる過程で緑のカーテンによる空調負荷低

減や、地元供給によるフードマイレージ減少なども入れた応援メッセージを作成す

ることを助言。 

 

26 9 月 20 日 
その他事業

主体 

助成金情報を収集したい（できればハードル

の低いもの。地球環境基金や環境省の地域

循環共生圏事業はハードルが高い） 

・現在チラシ配架中の助成金リーフレットを提供（イオン、セブンイレブン）。 

・EPO 中部のメールマガジンで毎月 1 回助成金情報を掲載していること及び登録

方法、過去のアーカイブ（web サイト）を紹介した。 

 

27 9 月 24 日 NPO・NGO 
・地域循環共生圏について事業を考えたい

のでご相談したい。 

・10/4 に面談することとする。 

・面談では森林保全や耕作放棄地問題などへの取組など地域循環共生圏を目指し

た活動を始めたが、どのように活性化したらいいかとの相談を受ける。 

・環境基金に応募するのはいかがとのアドバイス。ちょうど 10 月 18 日に説明会が

あるので、是非視聴することを紹介。 

・また 10 月 25 日にセミナーを開くに当たって地域循環共生圏の話のできる講師を

紹介してほしいとの依頼について、講師を紹介。 
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

28 10 月 8 日 大学関係 

・前回学生サミットの発表後具体化した学生

グループの ESD 活動でイベントを企画、内

容についてアドバイスがほしい。 

・メール送付されたイベント企画書等の資料を確認後、オンラインでのミーティング

を提案、日程を調整。 

・10／17 日の 18：30 よりオンラインミーティングを設定。 

・オンラインミーティングでは、学生グループが企画している飯田市の動物園、及び

ゼロカーボン推進課との連携した、ワークショップについて検討、目的の設定や方

法論についてアドバイス。 

・2/1 の学生サミット情報の案内を実施。 

 

29 10 月 17 日 大学関係 

・自治体職員向けに実施予定の研修会にミ

ステリーワークショップを導入したい。ついて

はファシリテーターを依頼できないか。 

・日程が 12/13 で対応可能なため、依頼について承諾。 

・11/14 と 12/5 にオンライン打合せ 
 

30 10 月 21 日 NPO・NGO 
・NPO 活動の広がりや市民の方との連帯に

ついてヒントがほしい。 

・地球環境基金に問い合わせたところ、EPO を紹介されたとして 10/21 にメールで

相談連絡があった。 

・10/22 に、イベントでの企画側の仲間の増やし方、広報協力を EPO も行うこと、類

似の活動を行っている協働コーディネーターの所属先との意見・情報交換の提案な

どをメールで返信した。 

 

31 10 月 28 日 NPO・NGO 
・温セ中部ブロックの会合でディスカッション

のサポーターを頼めないか。 

・対応を了承。 

・11/6 の会合ディスカッションに参加。サポーターを務める。 
 

32 10 月 28 日 NPO・NGO 

・愛知県温セが 1/23 開催する気候危機対策

交流フォーラムのトークセッションコーディ

ネートを頼めないか。 

・対応を了承 

・11/21 に事前打ち合わせ 

・11/25 に基調講演講師とオンライン顔合わせ 

・12/8 に関連話題で環境共生学会と打合せ 

・1/23 フォーラムのトークセッションでコーディネートを実施 

 

33 11 月 6 日 NPO・NGO 
・地域循環共生圏の取組方法について助言

がほしい。 

・11/14 に電話で意見交換。具体的に地域で行われている環境保全活動に協働す

ることから始めたらどうか、とアドバイス 
 

34 11 月 25 日 大学関係 
・組織のニューズレターのために活動内容の

取材をしたく対応をお願いしたい。 

・取材を了承、オンラインミーティングとメールで「学び合いプロジェクト」について説

明、原稿案について了解した。 
 

35 12 月 5 日 大学関係 
・飯田市のイベントでブース出展するに当た

り知恵を借りたい。 

・12/25 にオンライン打合せ、ブース内で簡単なワークショップを実施する提案を

行った。 

・1 月 25 日のイベント当日にワークショップコーディネートを依頼され了承した。 

 

36 12 月 9 日 NPO・NGO 
・藤前干潟に関係している NPO を教えてほ

しい 
・以前講師の依頼があった、NPO 法人藤前干潟を守る会を紹介した。  

37 12 月 25 日 
その他事業

主体 

・東京湾流域のイベントで水辺に関連する

NPO 等を紹介してほしい。 

・関東 EPOESDC に電話で紹介し相談いただいた。 

・有望な団体を紹介されたとのこと。 
 

38 2 月 10 日 企業 
・SDGs ロゴの商用利用の許可申請方法に

ついて教えてほしい。 

・商用利用のコンサルタントを紹介してほしいとのことだったが、紹介が難しいと回

答した。また、商品のパッケージへの掲載といった商用利用の許可を取ることは一

般的に難しいと言われていることをお伝えした。 
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

39 2 月 12 日 自治体 
・SDGs 地域づくり委託事業のプロポーザル

の審査委員をお願いしたい 

・環境省に確認をとってお返事したい。 

・環境省の確認が取れたので引き受けることとする。 

・委託仕様書と評価項目の内容にについていくつか指摘した。 

 

40 2 月 13 日 
その他事業

主体 

・環境イベントの実行委員会による審議に参

加してほしい。 

・4/14 実施の実行委員会の開催案内文が郵送で到着。事前に電話連絡等いただ

き、了解の返信済みである。４月上旬にも改めて連絡・案内をいただけるとのこと。 
 

41 3 月 3 日 
その他事業

主体 

・事業者の出前授業支援のためにオンライン

会議室を使わせてほしい。 
・3/14、21 のオンライン会合での ZOOM アカウントの活用を了解。  

42 3 月 4 日 企業 
・2024 年 8 月のイベントレビュー説明と来年

度開催についての意見交換を行いたい。 

・3/17 に来所いただくこととする。 

・3/17 担当者来所、イベント全体の成果報告をいただく。 

・3 年間続けたが次年度については、AichiSDGsExpo に参画するため単独での展

示会開催は終了するとのこと。 

・3 年間の取組み成果の評価を提案。価値基準となる 3 つの分野の 6 つの資本に

ついての議論を中間支援セミナー（1/27）を例に紹介。 

 

43 3 月 6 日 大学関係 
・万博関連イベントの後援又は協力者とし

て、EPO 中部の名義使用を依頼したい。 

・3/6 依頼者、中部事務所と確認をとり、名義使用可能と回答した。また、すぐにチ

ラシ等への掲載も可能と回答。 

・中部地方 ESD 活動支援センターの名義使用についても勧めたが、先方事情によ

り急ぎの案件となっていたため、全国センターへの申請手続きの時間がなく、セン

ターの名義使用はしないことになった。 

 

44 3 月 13 日 大学関係 

・来年度高校生の探求をサポートする「高校

ESD 塾」を立ち上げる。その事前企画会合に

オブザーバー参加してほしい・ 

・依頼を了承。オンラインでオブザーバー参加することになった。  
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②来館による相談・照会、資料配架依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4月 10件 

・EPO中部担当者の異動あいさつ 

・EPO中部の前担当者の立寄訪問 

・自治体からプロポーザル審査の依頼 

・公益社団法人から脱炭素事業に関する相談及び広報協力依頼 

・環境カウンセラーから講師依頼の相談 

・中部事務所訪問前に来館立寄 

・全国センター来館、業務説明 

・GEOC来館 

・情報収集と待合せ 

・自治体の方が資料持参 

5月 4件 

・企業から SDGs関連催事への出展・後援依頼 

・情報収集（2件） 

・自治体から環境コミュニケーションに関する講演依頼の相談 

6月 2件 ・情報収集（2件） 

7月 5件 

・環境カウンセラーから地域循環共生圏づくりに関する相談 

・NPOと高校生インターン受入に関する打合せ 

・情報収集（2件） 

・防火防災点検 

8月 3件 
・情報収集 

・インターンシップ受入（2件） 

9月 2件 
・施設見学と情報収集 

・助成金情報の収集 

10月 2件 
・インターン受入御礼挨拶 

・元 EPO受託団体の方が立寄 

11月 0件 ― 

12月 3件 

・NPOがご挨拶、自然関連イベント・活動等について情報収集 

・事業者が年末挨拶と意見交換 

・商工会議所がチラシ配架依頼 

1月 2件 
・情報収集 

・配架資料見学 

2月 5件 

・環境業務の実施で利用 

・退職の挨拶 

・自治体とプロポーザル委員依頼相談 

・情報収集（2件） 

3月 2件 
・情報収集 

・企業と SDGs関連催事に関する相談 

計 40件 

 

③メール・電話による相談、問合せ、広報依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4月 20件 

・自治体から環境イベント実行委員会開催についてのメール 

・ESD拠点団体からワークブック送付について照会の電話 

・一般の方から能登半島地震に関連した警備要請の電話 

・企業から自然共生サイト関連イベントについて参加募集案内のメール 

・一般の方から放射能被害の相談についての電話 

・NPO団体から打合せスペースの利用予約に関する電話 

・自治体から環境イベント会議資料配付にかかるメール 

・NPO団体から公募中の助成事業について周知協力のメール 

・花粉や花粉の飛散状況について問合せの電話 

・環境カウンセラーから地域循環共生圏について問合せの電話 

・自治体からユネスコスクール支援会議の委員依頼の電話 

・環境カウンセラーから研修の広報協力依頼についてメール 

・GEOCから能登震災復興シンポジウムについてのお知らせメール 

・GEOCから EPOと ESDセンター業務についての問合せ電話 

・自治体から環境審議会の日程調整についてのメール 

・公益財団法人から環境保全関連助成金の広報協力依頼のメール 



 

38 

 

月 件数 相談・問合せ内容 

・自治体から環境審議会の日程の連絡メール 

・自治体から SDGs関連事業への後援名義依頼のメール 

・自治体から高大連携事業に関する電話 

・一般の方から高校生のいじめに関する電話 

5月 13件 

・誤配の書類について問合せと依頼の電話 

・自治体から環境事業の広報協力の依頼の電話 

・環境教育コーディネートの打合せによる EPO施設利用の問合せの電話 

・自治体から SDGs学生サミットに関する問合せの電話 

・企業から後援名義使用についての問合せメール 

・NPO法人から助成事業の広報協力依頼のメール 

・公益信託から自然環境助成事業について広報協力依頼のメール 

・一般社団法人から講座の広報協力依頼のメール 

・NPO法人から高校生インターンシップ受入についての電話（2件） 

・自治体から環境イベント委員にかかる問合せの電話（2件） 

・自治体から環境関係デジタルブックについて問合せの電話 

6月 14件 

・自治体から県民向け教材の情報提供に対するお礼等のメール 

・公益社団法人から環境イベントにかかるメルマガ掲載依頼のメール 

・NPOから高校生インターン受入方法についての問合せ 

・公益社団法人から環境イベントにかかる WEB/SNS掲載依頼のメール 

・教育機関から昨年度開催イベントの参加人数について問合せのメール 

・NPOから助成事業について周知協力依頼のメール 

・マンション施工会社から鳥の巣に関する問合せの電話 

・財団から表彰事業について web掲載依頼のメール 

・自治体から催事広報にかかるお願いのメール 

・教育関係者から探求学習授業の講師紹介の可否の問合せ電話 

・一般社団の方から環境省事業関連の募集広報の協力依頼の電話・メール 

・NPOから高校生インターンの受入プログラム・実施要項について電話・メール（2件） 

・家電ゴミを引き取ってほしいという問い合わせの電話 

7月 29件 

・NPOから高校生インターンにかかる打合日程・巡回日調整等の電話・メール（2件） 

・環境カウンセラーから地域循環共生圏について学びたい旨の電話 

・自治体から環境審議会の日程調整・開催日程に関するメール（2件） 

・環境カウンセラーから来館希望メール 

・他 EPOから求人の広報協力依頼のメール 

・種名調べ支援事業にかかる広報協力依頼のメール 

・一般の方からホームページ修正依頼のメールと電話 

・NPOから高校生インターン受入に関する書類・問合せの電話（3件） 

・企業から広報画像の提供に関するメール 

・高校生（インターン）代表生徒から挨拶の電話 

・NPOから依頼している研修資料に関する電話 

・公益社団法人から掲載済の記事について修正依頼のメール 

・企業から出展イベントの広報データ提供のメール 

・顕彰事業及びシンポジウムの広報協力依頼のメール 

・企業から web掲載内容について確認のメール 

・企業から出展催事のレイアウト及び手引きの修正について連絡のメール(3件) 

・ほかの地方 ESDセンターからアンケート手法について相談メールと電話（2件） 

・ほかの地方 ESDセンターから能登の活動主体の紹介依頼メール 

・企業から出展会場下見と出展者証の管理について電話 

・大学生から水素社会に関する研究活動への協力依頼のメール（2件） 

・NPOからインターンシップ受入に関する個人情報の取扱いについてのメール 

8月 21件 

・環境学習施設（自治体）からオンライン講座の広報協力依頼のメール 

・NPOから助成事業の広報協力依頼のメール 

・企業から催事搬入時の書類に関する連絡のメール 

・NPOからインターンシップ受入時の PC及び巡回担当者について連絡の電話 

・全国センターから掲載済の記事について画像差替依頼のメール 

・全国 ESDセンターから ESDワークブックについて問合せの電話 

・企業から EPO催事について問合せの電話 

・企業から出展催事にかかる事前登録依頼のメール 

・インターンシップ参加学生から事前課題提出のメール（4件） 

・NPO法人からインターンシップ巡回について問合せの電話 

・一般社団法人から主催催事の広報協力依頼のメール 
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月 件数 相談・問合せ内容 

・自治体から環境イベントについて案内のメール 

・大学からプロジェクトの広報協力依頼のメール 

・小学校から ESD講師派遣依頼の電話 

・自治体から SDGs関連事業について web掲載依頼のメール 

・NPOからインターン制度について問合せの電話 

・企業から出展イベント備品代負担にかかる連絡のメール 

・環境省の補助事業について広報協力依頼の電話とメール 

9月 5件 

・NPOから環境分野/清掃活動団体について照会のメール 

・NPOから環境講座について広報依頼のメール 

・環境省事業（受託事務局）から広報協力のメール 

・公益財団法人から研修会広報のお礼・参加ご案内のメール 

・独立行政法人からリーフレット配架依頼のメール 

10月 12件 

・一般社団法人から脱炭素セミナーについて広報協力依頼の電話とメール 

・前受託団体スタッフについて問合せの電話 

・行政機関からメルマガ配信に関する照会の電話 

・NPO法人から礼状持参（来館）希望の電話 

・環境事務所職員募集情報について周知依頼のメール 

・主催説明会の申込確認・案内メールについて問合せの電話（2件） 

・協働コーディネーターから事務所開設とイベント案内のメール 

・NPO法人からコンポスト利用と市民連携について相談のメール 

・催事参加者から資料提供についてのメール 

・全国 EPO連絡会②エクスカーションについての問合せの電 

・自治体から出展イベントについて問合せの電話 

11月 6件 

・環境カウンセラーから地域循環共生圏について教授要望のメール 

・公益財団法人から助成金広報依頼のメール 

・環境活動団体から外来魚情報交換会の案内メール 

・自治体が後援イベントの広報協力の依頼メール 

・一般市民からリサイクル品の輸出入の方法についての相談の電話 

・公財法人からイベントの広報協力の依頼メール 

12月 9件 

・一般財団法人から助成事業について案内メール 

・新聞社から SDGs表彰事業の周知協力のメール 

・一般の方（ボランティア）から落ち葉等を入れる袋の配布について問合せの電話 

・環境省から職員募集についてメルマガ掲載依頼のメール 

・外来魚関連シンポジウムについて案内のメール 

・独立行政法人から研修事業の広報協力メール 

・NPOから広報協力メール 

・他 EPOから事業に関する問い合わせの電話 

・一般社団法人からバイオマス関連セミナーについて web掲載依頼のメール 

1月 11件 

・一般社団法人から助成金公募の案内メール 

・自治体から ICT活用講座について案内のメール 

・催事申込者から問合せのメール 

・自治体から催事の広報依頼についての電話とメール 

・任意団体から外来魚情報交換会に関する追加情報提供のメール 

・催事申込者から出欠変更の電話 

・公益財団法人からイベントの広報協力依頼メール 

・他 ESDセンターから催事広報協力依頼のメール（3件） 

・作業部会②参加の大学教授からのご挨拶メール 

2月 4件 

・協働コーディネーターから SDGsロゴ使用申請について問合せの電話（2件） 

・ほか地方 EPOから地域循環共生圏事業に関わる問合せ電話 

・イベントの広報協力依頼メール 

3月 6件 

・企業から SDGs関連催事についての相談日程について照会のメール 

・ESD拠点団体から後援名義使用にかかる問合せと依頼の電話 

・NPO 法人から地域循環共生圏づくり支援体制構築事業にかかる経費変更について相談のメー

ル 

・公益財団法人からメルマガ掲載確認と御礼のメール 

・全国センターから関係団体の広報協力依頼メール 

・中部事務所からの広報協力依頼メール・電話 

計 150件 
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(イ) 会議・セミナー等地域活動への招聘 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターが自治体・団体等から招聘された会議等は次表

の通りである。 

⚫ 会議出席のほか、講師としての登壇など、関係主体の依頼に対し適宜対応した。 

⚫ これらの会議等への出席対応を通じて、地域での協働体制の構築及びノウハウの蓄積を行

うとともに、構築したネットワークを EPO業務にも活かしている。 

 
№ 県区分 開催日 依頼主体等 依頼事業等の名称 依頼内容 方法 謝金 

1 愛知 4月10日 名古屋市環境企画課 環境デーなごや実行委員会 委員 対面 あり 

2 福井 4月20日 日本環境教育学会中部支部 中部支部大会 
学び合いプロジェ

クト発表 
対面 なし 

3 愛知 4月23日 名古屋市環境局環境企画課 SDGsまちづくり事業プロポーザル 
審査員（書面審

査） 
その他 あり 

4 愛知 6月10日 名古屋私立守山中学校 「気候変動と脱炭素」講座 講師 対面 あり 

5 愛知 6月12日 愛知県教育委員会 ユネスコスクール支援会議 委員 対面 あり 

6 愛知 7 月 7 日 愛知県環境政策課 あいちサスティナ研究所基礎講座 講師 対面 あり 

7 その他 7 月 11 日 ミステリーワークショップ体験ゼミ 都留文科大学田開研究室 話題提供者 対面 なし 

8 中部 7 月 19 日 全国地球温暖化防止活動推進センター 中部ブロック会議 話題提供者 対面 なし 

9 愛知 8 月 3 日 愛知県環境カウンセラー協会 環境教育インストラクターセミナー 講師 対面 あり 

10 その他 8 月 16 日 地理総合授業 ESD パッケージ検討勉強会 都留文科大学田開研究室 ファシリテーター 対面 なし 

11 愛知 8 月 21 日 アサヒ飲料株式会社 SDGs 将来世代想像フォーラム 2024 ブース出展 対面 なし 

12 長野 8 月 30 日 信州 ESD コンソーシアム 信州 ESD コンソーシアム通常総会 構成団体 
オンラ

イン 
なし 

13 愛知 11月6日 愛知県地球温暖化防止活動推進センター 中部ブロック会議 
ディスカッション

のサポーター 
対面 なし 

14 愛知 12月17日 愛知県教育委員会 ユネスコスクール支援会議 委員 対面 あり 

15 愛知 12月18日 全国地球温暖化防止活動推進センター 
デコ活応援団地域交流会 中部ブ

ロック 
招待参加 対面 なし 

16 愛知 1月23日 愛知県地球温暖化防止活動推進センター 気候危機対策交流フォーラム 
トークセッション

コーディネーター 
対面 なし 

17 長野 1月25日 中部大学、都留文化大学 学輪IIDAブース出展 
ワ ー ク シ ョ ッ プ

コーディネーター 
対面 なし 

18 その他 1月29日 北陸ESD推進コンソーシアム 北陸ＥＳＤ推進連絡協議会 協議会メンバー 
オンラ

イン 
なし 

 

(ウ) そのほか打合せや地域主体との意見交換会等の実施 

⚫ 本業務に関連する地域の会合や地域活動等への参加・出席、業務協力者等との打合せを次

表の通り行った。 

⚫ 地域を訪問した際には、できるだけ関係自治体や関係団体等も訪問するなどして、意見交

換・情報交換や相談対応等もあわせて実施した。 

 

№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

1 中部 4月9日 環境教育学会中部支部定例研究会 
オンラ

イン 
研究会に参加、中部地方事例取材 

2 愛知 4月10日 名古屋市環境局環境企画課 面談 
SDGsまちづくり事業プロポーザルについての

審査依頼 

3 その他 4月11日 日本青年会議所GX推進委員会 面談 脱炭素経営普及啓発協力依頼 

4 その他 4月16日 ESD活動支援センター 面談 年度初めの情報交換 

5 その他 4月17日 GEOC 面談 年度初めの情報交換 

6 愛知 4月18日 中部大学古澤先生 面談 有識者検討会への参加依頼 

7 福井 4月20日 水上氏、坂井市関係者 面談 学び合いプロジェクトについての説明と依頼 

8 長野 4月23日 
長野県NPOセンター、芋井地区住民自治協

議会 
面談 

地域循環共生圏事業支援についての打合せヒ

アリング 

9 愛知 4月25日 
（仮）半田市地域循環共生圏推進協議会、半

田市 
面談 

地域循環共生圏事業支援についての打合せヒ

アリング 

10 福井 4月26日 
エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま、合

同会社ローカルSDクリエーション 
面談 

地域循環共生圏事業支援についての打合せヒ

アリング 
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№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

11 中部 5月1日 EPO中部ESDC有識者検討会メンバー 
オンラ

イン 
第1回検討会の事前説明 

12 愛知 5月2日 名古屋市立守山中学校 面談 授業実施の事前意見交換 

13 その他 5月9日 環境教育学会気候変動教育研究会 
オンラ

イン 
研究会成果の共有と意見交換 

14 愛知 5月13日 アサヒ飲料 面談 SDGsフォーラム出展に関する意見交換 

15 愛知 5月16日 愛知教育大学 面談 学び合いPワークショップについての意見交換 

16 愛知 5月17日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

17 福井 5月21日 
エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま、合

同会社ローカルSDクリエーション 
面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

18 長野 5月22日 
長野県NPOセンター、芋井地区住民自治協

議会 
面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

19 中部 5月22日 運営委員・伊藤座長 
オンラ

イン 
運営委員会の座長レク打合せ 

20 富山 5月24日 PECとやま 
オンラ

イン 

全国ＥＰＯ連絡会富山開催の打合せ、地域循環

共生圏フォーラムについて企画打合せ 

21 富山 5月24日 株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ その他 
地域循環共生圏フォーラムについて電話打合

せ 

22 愛知 5月29日 愛知県環境政策課 面談 あいちサスティナ研究所の講義依頼 

23 愛知 5月31日 守山中学校 面談 授業実施の事前確認 

24 岐阜 6月4日 飛騨高山ジオパーク推進協会 面談 ESDダイアログ協力打診 

25 岐阜 6月4日 高山市環境政策課 面談 ESDダイアログ協力打診 

26 岐阜 6月4日 高山市総合政策課 面談 学生サミット協力打診 

27 福井 6月6日 坂井市環境課、教育委員会 面談 学び合いP実践セミナー開催依頼 

28 愛知 6月7日 中部大学国際GISセンター 面談 GIS活用の情報収集 

29 富山 6月7日 
PECとやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニ

ケーションズ 

オンラ

イン 
全国ＥＰＯ連絡会富山開催についての打合せ 

30 富山 6月7日 NPOまちづくりスポットとやま 
オンラ

イン 
全国ＥＰＯ連絡会富山開催についての打合せ 

31 岐阜 6月11日 高山市教育委員会 面談 ESDダイアログ協力打診 

32 岐阜 6月11日 高山市環境政策課 面談 ESDダイアログ協力打診 

33 岐阜 6月11日 高山市総合政策課 面談 学生サミット協力打診 

34 岐阜 6月11日 飛騨高山大学連携センター 面談 地域フォーラム登壇依頼 

35 その他 6月13日 白梅学園大学 面談 地域フォーラム登壇依頼と打合せ 

36 愛知 6月25日 愛知教育大学 面談 学び合いの場①事前打ち合わせ 

37 富山 7 月 4 日 
PEC とやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニケー

ションズ、NPO まちづくりスポットとやま 

オ ン ラ

イン 

全国ＥＰＯ連絡会富山開催エクスカーションについて

の打合せ 

38 愛知 7 月 9 日 NPO アスクネット 面談 高校生インターン受け入れの打合せ 

39 その他 7 月 10 日 早稲田大学研究チーム赤尾先生班 
オ ン ラ

イン 

地域循環共生圏事例尾鷲ヒアリング調査事前打ち合

わせ 

40 福井 7 月 10 日 越前市環境政策課 
オ ン ラ

イン 
白書を読む会の打合せ 

41 長野 7 月 16 日 長野県 NPO センター 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

42 長野 7 月 16 日 アソビーバ、長野県 NPO センター 面談 地域循環共生圏事業支援・中間共有会の会場打合せ 

43 その他 7 月 19 日 全国 EPO 連絡会②四者会議 
オ ン ラ

イン 
全国 EPO 連絡会②富山開催についての打合せ 

44 その他 7 月 23 日 四国 ESD センター相談対応 
オ ン ラ

イン 

ESD イベント（展示会形式）に関わるアンケート実施方

法についての情報交換 

45 その他 7 月 23 日 関東 ESD センター相談対応 
オ ン ラ

イン 

佐渡のトキの保全団体からの能登でのトキ放鳥への

協力のマッチングの可能性について意見交換 

46 富山 7 月 26 日 富山市、NPO まちづくりスポット 面談 
全国 EPO 連絡会②富山開催についての協力依頼打

合せ 

47 富山 7 月 26 日 南砺市、PEC とやま 面談 
全国 EPO 連絡会②富山開催についての協力依頼打

合せ 

48 長野 7 月 30 日 早稲田大学研究チーム、小布施町、勝亦先生 面談 
GEOC、早稲田大学北信スマートテロワールヒアリン

グ対応 

49 長野 7 月 31 日 早稲田大学研究チーム、食の未来会議、勝亦先生 面談 
GEOC、早稲田大学北信スマートテロワールヒアリン

グ対応 

50 富山 8 月 1 日 
PEC とやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニケー

ションズ 
面談 地域循環共生圏フォーラムについての打合せ 

51 岐阜 8 月 7 日 高山市教育委員会 面談 ESD ダイアログの打合せ 
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№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

52 三重 8 月 8 日 早稲田大学研究チーム、尾鷲市役所 面談 
GEOC、早稲田大学 尾鷲市役所SEAモデル担当ヒア

リング対応 

53 三重 8 月 8 日 早稲田大学研究チーム、中部電力 面談 GEOC、早稲田大学 中部電力ヒアリング対応 

54 三重 8 月 8 日 早稲田大学研究チーム、尾鷲商工会議所副会頭 面談 
GEOC、早稲田大学 尾鷲商工会議所副会頭ヒアリン

グ対応 

55 三重 8 月 9 日 早稲田大学研究チーム、尾鷲市長 面談 GEOC、早稲田大学 尾鷲市長ヒアリング対応 

56 三重 8 月 9 日 早稲田大学研究チーム、尾鷲商工会議所 面談 GEOC、早稲田大学 尾鷲商工会議所ヒアリング対応 

57 三重 8 月 9 日 早稲田大学研究チーム、尾鷲物産 面談 GEOC、早稲田大学 尾鷲物産ヒアリング対応 

58 三重 8 月 9 日 早稲田大学研究チーム、尾鷲商工会議所 面談 
GEOC、早稲田大学 尾鷲市役所ゼロカーボン担当ヒ

アリング対応 

59 福井 8 月 19 日 ローカル SD クリエーション 面談 地域循環共生圏事業意見交換 

60 愛知 8 月 20 日 インターン南山女子高校 面談 インターン高校生受入対応 

61 愛知 8 月 21 日 インターン南山女子高校 面談 インターン高校生受入対応 

62 愛知 8 月 22 日 インターン南山女子高校 面談 インターン高校生受入対応 

63 愛知 8 月 23 日 インターン南山女子高校 面談 インターン高校生受入対応 

64 愛知 8 月 26 日 半田市環境課 面談 地域循環共生圏事業意見交換 

65 その他 8 月 26 日 WoW キツネザルさん事務所 
オ ン ラ

イン 

SDGs あいちエキスポ 10/10 ステージ企画登壇者との

打合せ 

66 愛知 8 月 27 日 甚目寺小学校 
オ ン ラ

イン 
職員研修講師マッチング打合せ 

67 その他 8 月 27 日 全国 EPO 連絡会②四者会議 
オ ン ラ

イン 
全国 EPO 連絡会②富山開催についての打合せ 

68 その他 9 月 1 日 環境教育学会気候変動研究会 
オ ン ラ

イン 

自主課題研究：気候変動教育を進めるための教育の

プログラムとシステムを考える Zoom ミーティング参

加 

69 岐阜 9 月 3 日 奥飛騨ビジターセンター 
オ ン ラ

イン 
ESD ダイアログ実施要領打合せ 

70 福井 9 月 12 日 越前市環境政策課 面談 白書を読む会の会場確認打合せ 

71 福井 9 月 12 日 仁愛大学・西出教授 面談 白書を読む会への学生参加の協力依頼打合せ 

72 福井 9 月 12 日 ほたるの里丁有機農法研究会 面談 白書を読む会の登壇打合せ 

73 その他 9 月 12 日 WoW キツネザルさん事務所 
オ ン ラ

イン 

SDGs あいちエキスポ 10/10 ステージ企画登壇者との

打合せ 

74 その他 9 月 15 日 日本環境共生学会 
オ ン ラ

イン 
評価手法検討 WKG 内容オンライン発表 

75 三重 9 月 18 日 鳥羽市環境課 
オ ン ラ

イン 
SH 連携：鳥羽会合企画の打合せ 

76 岐阜 9 月 20 日 奥飛騨ビジターセンター 
オ ン ラ

イン 
ESD ダイアログエクスカーション打合せ 

77 富山 9 月 26 日 協働コーディネーター：堺氏・茶木氏 面談 ハッピー上市会でのＷＳの事前打合せ、 

78 富山 9 月 26 日 
上市町副町長、協働コーディネーター：堺氏・茶木

氏 
面談 

地域循環共生圏フォーラム in 上市の協力依頼のご挨

拶 

79 富山 9 月 26 日 
ハッピー上市会、協働コーディネーター：堺氏・茶

木氏 
面談 地域循環共生圏フォーラム in 上市の企画検討打合せ 

80 愛知 10月12日 リデザインプロジェクト：加藤氏 面談 
サーキュラーエコノミー鶴舞講演イベントワークショッ

プ打合せ 

81 福井 10月15日 学び合いP有識者：古澤先生・水上氏 
オ ン ラ

イン 
学び合いプロジェクト実践セミナー打合せ 

82 富山 10月15日 
PECとやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニケー

ションズ 

オ ン ラ

イン 
地域循環共生圏フォーラムin上市の企画検討打合せ 

83 長野 10月17日 松本大学学生 
オ ン ラ

イン 
学生ESD活動アドバイス、意見交換 

84 その他 10月21日 東京都市大学 
オ ン ラ

イン 
ローカルSDGs活動評価意見交換 

85 その他 10月22日 中部地方環境事務所 面談 EPO業務の展開についての意見交換 

86 愛知 10月28日 中部大学福井先生、古澤先生 面談 地域づくり人づくりと環境政策に関する意見交換 

87 富山 11月1日 
PECとやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニケー

ションズ 
面談 地域循環共生圏フォーラムin上市の運営打合せ 

88 富山 11月1日 
上市町町長・副町長、株式会社ティー・ツリー・コ

ミュニケーションズ 
面談 

地域循環共生圏フォーラムin上市の協力依頼のご挨

拶 

89 愛知 11月13日 中部大学国際ESD・SDGsセンター 
オ ン ラ

イン 
中部大学ＥＳＤ・ＳＤＧｓ研究・活動発表会参加 

90 岐阜 11月14日 岐阜市教育委員会、学校教諭、NPO 
オ ン ラ

イン 
ESDダイアログ登壇者顔合わせ、打合せ 

91 岐阜 11月14日 信州大学 
オ ン ラ

イン 
ESDダイアログ登壇者顔合わせ、打合せ 

92 岐阜 11月14日 一般社団法人 ふるさと体験飛騨高山 
オ ン ラ

イン 
ESDダイアログ登壇者顔合わせ、打合せ 



 

43 

 

№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

93 長野 11月14日 飯田市役所、中部大学 
オ ン ラ

イン 
飯田市職員GIS活用研修打合せ 

94 三重 11月20日 鳥羽市環境課、観光商工課 
オ ン ラ

イン 
SH連携：鳥羽会合企画の打合せ 

95 愛知 11月21日 愛知県環境調査センター、トークセッション登壇者 面談 
気候危機対策交流フォーラム登壇者、トークセッション

の打合せ 

96 愛知 11月25日 愛知県環境調査センター、基調講演依頼者 
オ ン ラ

イン 

気候危機対策交流フォーラム基調講演、トークセッ

ションの打合せ 

97 富山 11月25日 
PECとやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニケー

ションズ 

オ ン ラ

イン 
地域循環共生圏フォーラムin上市の運営打合せ 

98 富山 12月3日 イナミライデザイン 
オ ン ラ

イン 

学生サミット登壇、活動見える化プログラム分析打合

せ 

99 愛知 12月6日 愛知学院大学、中部大学 面談 連携の可能性の打合せ 

100 その他 12月6日 各地方ＥＰＯ 
オ ン ラ

イン 
地域循環共生圏事業プロジェクトチーム打合せ 

101 富山 12月9日 イナミライデザイン 
オ ン ラ

イン 
学生サミット活動見える化プログラム分析打合せ 

102 愛知 12月10日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

103 福井 12月12日 
エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま、合同会

社ローカルSDクリエーション 
面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

104 長野 12月13日 長野県NPOセンター、芋井地区住民自治協議会 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

105 長野 12月18日 松本大学田開研究室 
オ ン ラ

イン 
SDGs学生サミット事前会合 

106 愛知 12月18日 中部大学ESDエコマネーチーム 
オ ン ラ

イン 
SDGs学生サミット事前会合 

107 愛知 12月25日 中部ESD拠点協議会事務局長 面談 関東地方の水辺活動団体のマッチング 

108 愛知 12月25日 中部大学国際GISセンター、都留文科大学 
オ ン ラ

イン 
1月25日開催学輪IIDAのブース出展に関する打合せ 

109 石川 1月6日 金沢星稜大学新ゼミ 
オ ン ラ

イン 
SDGs学生サミット事前会合 

110 中部 1月8日 学生サミットファシリテーター 
オ ン ラ

イン 
学生サミットディスカッション打合せ 

111 中部 1月8日 1/27セミナーパネリスト 
オ ン ラ

イン 
1/27セミナートークセッション打合せ 

112 富山 1月9日 富山大学 
オ ン ラ

イン 
学生サミット事前会合：富山大学 

113 富山 1月10日 第一学院高校富山キャンパス 
オ ン ラ

イン 
学生サミット事前会合：第一学院高校富山キャンパス 

114 その他 1月14日 中部地方環境事務所 面談 適応業務関連打合せ 

115 富山 1月20日 
PECとやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニケー

ションズ 

オ ン ラ

イン 
地域循環共生圏フォーラムin上市の運営打合せ 

116 愛知 1月22日 北名古屋市環境課 面談 廃棄物政策に関わる意見交換 

117 愛知 1月24日 中部大学国際GISセンター 面談 SDGs学生サミットハブ会場の打合せ 

118 長野 1月25日 環境教育専門家 面談 ESDに関するヒアリング 

119 愛知 1月30日 あま市小学校教諭 面談 ESDに関するヒアリング 

120 長野 2月1日 長野県NPOセンター、芋井地区住民自治協議会 
オ ン ラ

イン 
SHミーティング 

121 中部 2月3日 運営委員・伊藤座長 
オ ン ラ

イン 
運営委員会の座長レク打合せ 

122 中部 2月5日 中部共進化座談会登壇者 
オ ン ラ

イン 
座談会打合せ 

123 愛知 2月7日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 SHミーティング 

124 福井 2月12日 
エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま、合同会

社ローカルSDクリエーション 

オ ン ラ

イン 
SHミーティング 

125 富山 2月17日 
PECとやま、株式会社ティー・ツリー・コミュニケー

ションズ 

オ ン ラ

イン 
地域循環共生圏フォーラムin上市の運営打合せ 

126 愛知 2月20日 株式会社スズマサ 面談 ESD・DGsヒアリング 

127 愛知 2月20日 こいけやクリエイト 面談 ESD・DGsヒアリング 

128 愛知 2月20日 豊田市環境政策課 面談 自然資本関係施設公園についてヒアリング 

129 愛知 3 月 3 日 中部圏社会経済研究所 面談 中部共進化座談会打合せ 

130 富山 3 月 5 日 PEC とやま 
オ ン ラ

イン 
行動変容ヒアリング 

131 愛知 3 月 5 日 名古屋市立大学 面談 中部共進化座談会打合せ 

132 愛知 3 月 5 日 東海学園大学 面談 中部共進化座談会打合せ 

133 岐阜 3 月 6 日 高山市役所環境政策課 その他 行動変容ヒアリング（ESD ダイアログ） 

134 福井 3 月 6 日 坂井市役所環境推進課 その他 行動変容ヒアリング（学び合い P 実践セミナー） 
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№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 
135 長野 3 月 7 日 松本大学 その他 行動変容ヒアリング（SDGs 学生サミット） 

136 愛知 3 月 8 日 名古屋市立大学、名古屋市立高校の高校生 面談 探究学習の実情や成果に関する情報収集 

137 富山 3 月 10 日 株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ 
オ ン ラ

イン 
行動変容ヒアリング 

138 愛知 3 月 17 日 アサヒ飲料 面談 8/21 イベント成果報告、意見交換 

 

(3) 施設の維持・管理 

(ア) オフィスの防火・防災管理及び解錠・施錠管理 

⚫ 防火・防災管理については、消防法に則り、EPO 中部の常勤スタッフが 2018 年度に「防

火・防災管理者」講習を受講した上で消防計画書等を作成、管轄消防署への届出を行った。

また、防火・防災管理者講習から５年度目にあたる 2023年度に、名古屋市の防火・防災管

理再講習を同スタッフが受講し、今年度も継続して防火・防災管理者を務めている。 

⚫ 入居ビル管理会社が実施する消防訓練の第１回目の訓練が６月 25 日に実施され、EPO 中部

スタッフ１名が参加した。また、第２回目の総合防災訓練が 11月 21日に実施され、EPO中

部スタッフ２名が参加した。 

⚫ このほか、日常的な防火・防災対応として、身のまわりの防火・防災に関わるチェックを

定期的に（週２回程度）実施し、関係書類等を「防火管理台帳」で保管している。 

⚫ ビル内全テナントを対象にした防火・防災検査が７月23日に実施され、消防署に提出した

防火・防災点検結果報告書を中部地方環境事務所とも共有した。 

 

【防火・防災管理点検結果報告書】 
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(イ) 施設・設備の維持管理 

⚫ 来館者が快適に利用できるよう、オフィス内を常に整頓・整理し、施設・設備の維持管理

を行った。 

 

(ウ) その他オフィス運営に係る事務等 

⚫ オフィスの運営に必要な機材等を揃え、その使用料の支払等の維持管理に必要な事務を

行った。 

 

2024年 11月に、中部地方環境事務所から貸与されているパソコン７台のうち６台について、

Windows10サポート終了に伴い、廃棄処分を行うため、年度末までに事務所側へ返却するため

の手続きを行った（残りの貸与パソコン１台は Windows11であるため継続して使用）。 
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４ 協働取組の促進のための業務 

(1) 自治体・協働コーディネーターのネットワークを活用した環境教育の

推進 

ア 中間支援をテーマにしたセミナーの開催 

①イベント名 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援セミナー2024 

「環境とともに地域の経済(なりわい)･社会(人々の暮らし)をつなぐ地域循環共生圏づくり

とは」 

 

②日時 

⚫ 2025年１月 27日（月）13：45～16：15 

 

③会場 

⚫ ウインクあいち 会議室 1308(愛知県名古屋市) 

 

④参加者 

⚫ 参加 37名（登壇者５名、zoom参加４名、YouTubeライブ配信視聴者 28名） 

 

⑤プログラム 

〇あいさつ/地域循環共生圏とは 環境省中部地方環境事務所 

〇基調講演「地域循環共生圏づくりにおいて大切なこと」 

NPO持続可能な社会をつくる元気ネット理事長 鬼沢 良子 

〇講演/情報提供 地域経済循環分析について～地域循環共生圏づくりに向けて～ 

株式会社 価値総合研究所 ポリシーエンジニアリング事業部長 佐原 あきほ 

〇トークセッション「“地域循環共生圏になっている”とはどういうことか？」 

パネリスト 

NPO持続可能な社会をつくる元気ネット理事長 鬼沢 良子 

株式会社 価値総合研究所 ポリシーエンジニアリング事業部長 佐原 あきほ 

一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 常務理事/事務局長 堺 勇人 

中部大学国際 ESD･SDGsセンター 准教授 古澤 礼太 

アルマス･バイオコスモス研究所 代表 水上 聡子 

コーディネーター: EPO中部 原 理史 
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⑥開催案内チラシ 
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イ 協働コーディネーターによる意見交換会の開催 

①日時 

⚫ 2024年 8月 28日（水）13：20～16：20 

 

②会場 

⚫ ウインクあいち 会議室 1306（愛知県名古屋市） 

 

③出席者 

⚫ 協働コーディネーター７名 

茶木  勝 株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ 代表取締役 

堺 勇人 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま常務理事/事務局長 

中里  茂 環境カウンセラー 

三田村 佳政 合同会社ローカル SDクリエーション 社長 

山田  勇 特定非営利活動法人わおん 

吉田 喜美夫 特定非営利活動法人長野県 NPOセンター コーディネーター 

寺田  卓二 一般社団法人ネクストステップ研究会 代表 

⚫ オブザーバー、事務局等９名 

猪岡  貴光 環境省 中部地方環境事務所 環境対策課長 

縄野  正衡 環境省 中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

野田  武志 オブザーバー、一般財団法人セブン-イレブン記念財団 

武内  淳久 オブザーバー、一般財団法人セブン-イレブン記念財団 

尾山  優子 オブザーバー、地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） 

鈴木  良壽 オブザーバー、地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） 

清本  三郎 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

原   理史 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

富田  夏子 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

 

④協議項目 

○ 自己紹介と近況報告 

○ 話題提供１：中部地方環境事務所からの情報提供・共有等 

○ 話題提供２：協働コーディネーターから話題提供 

○ 話題提供３：EPO中部から話題提供 

○ 質問タイム及び意見交換 
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(2) 自治体・協働コーディネーターとの連携による実践的な取組（地域循

環共生圏フォーラムの開催） 

ア 企画段階の協働プロセス 

⚫ 富山県でそれぞれ活動している２名の協働コーディネーターに、本業務の富山県内での開

催への協力を依頼し、６月７日にオンライン打合せを実施し、富山県上市町で全２回の

「地域循環共生圏フォーラム」を開催した。 

⚫ ８月１日に会場確認を行いつつ、協力いただける協働コーディネーターと企画内容の詳細

について協議した。また、上市町の事業者を中心とした有志で構成されるハッピー上市会

の協力を得て開催することが決定した。 

⚫ ９月 26日に上市町役場を訪問するとともに、ハッピー上市会の９月会合に参加し、地域循

環共生圏の概説とフォーラム企画内容の説明を行い、フォーラムへの協力・参画等を呼び

かけた。 

⚫ 11 月１日に、上市町在住の協働コーディネーターと共に町役場を再度訪問し、地域循環共

生圏や本フォーラムについて説明し、副町長とハッピー上市会による挨拶登壇の依頼など

を行った。 

⚫ このほか、フォーラム開催までのプロセスの中で、中間支援の立場で参画する協働コー

ディネーター２名により、町やハッピー上市会との接見、打合せ等を行ったほか、第２回

フォーラムに登壇する地域住民４名（第１回フォーラムのグループディスカッションで提

案されたローカル SDGs事業のアイデアを第２回フォーラムで発表する「チーム上市」メン

バー）との打合せなどが地域側で自主的に行われた。 
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イ 第１回 地域循環共生圏フォーラムの開催 

①イベント名 

⚫ 地域循環共生圏フォーラム in 上市町「みんなで描く!〝つながる〟〝めぐる〟上市町」 

第１回 ワークショップ編：上市の〝つながる〟〝めぐる〟をみんなで描く！ 

 

②日時 

⚫ 2024年 12月７日（土）13：30～16：00 

 

③会場 

⚫ カミール大ホール（富山県上市町） 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 後援：上市町、上市町商工会 

⚫ 協力：ハッピー上市会 

⚫ EPO 中部・協働コーディネーター：株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ／一

般社団法人 環境市民プラットフォームとやま（PEC とやま） 

 

⑤参加者 

⚫ 28名 

 

⑥プログラム 

〇あいさつ 上市町 ハッピー上市会 

〇チェックイン 趣旨説明、自己紹介 

〇はじめに 環境省中部地方環境事務所課長補佐 縄野 正衡 

〇問題提起「〝つながる〟〝めぐる〟はなぜ必要？」PECとやま常務理事／事務局長 堺 勇人 氏 

〇上市町における構想(案)事例 

「地域の未利用材や地域課題を地域資源に転換する/つなげることから地域循環共生圏づくりへ」

株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ代表取締役 茶木 勝 氏 

〇グループ・ワークショップ 

「上市の〝つながる〟〝めぐる〟アイデアを考えてみよう！」 

ファシリテーター：PECとやま常務理事／事務局長 堺 勇人 氏 
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⑦開催案内チラシ 
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ウ 第２回 地域循環共生圏フォーラムの開催 

①イベント名 

⚫ 地域循環共生圏フォーラム in 上市町「みんなで描く!〝つながる〟〝めぐる〟上市町」 

第２回 発表＆ディスカッション編：住みつづけられる地域のあり方を〝つながる〟〝め

ぐる〟から考える！ 

 

②日時 

⚫ 2025年２月 22日（土）13：30～16：00 

 

③会場 

⚫ カミール大ホール（富山県上市町） 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 後援：上市町、上市町商工会 

⚫ 協力：ハッピー上市会 

⚫ EPO 中部・協働コーディネーター：株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ／一

般社団法人 環境市民プラットフォームとやま（PEC とやま） 

 

⑤参加者 

⚫ 34名 

 

⑥プログラム 

〇あいさつ 上市町 ハッピー上市会 

〇はじめに／地域循環共生圏とは 環境省中部地方環境事務所 課長補佐 縄野 正衡 

〇【①他地域の実践事例紹介】北信スマートテロワール ～自立(律)分散型の地域循環共生圏づくりの試み 

  勝亦達夫氏 信州大学キャリア教育・サポートセンター講師 

〇【②上市での構想(案)事例】上市アグリパーク構想（仮称）で地域循環共生圏を描く 

  茶木勝 氏 (株)ティー・ツリー・コミュニケーションズ代表取締役 

〇【③上市で検討したアイデア】 

 １.背景説明：PECとやま常務理事／事務局長 堺勇人氏 

 ２.グループ発表：チーム上市 

〇ディスカッション「みんなで描く〝つながる〟〝めぐる〟地域循環共生圏」 

  ナビゲーター：PECとやま 堺氏 

〇クロージング① EPO中部から「上市ローカル SDGsへの期待」 

〇クロージング② 講評・感想 

  



 

55 

 

⑦開催案内チラシ 

 
 

  



 

56 

 

(3) 自治体・協働コーディネーター間の情報・意見交換の促進、地域循環

共生圏への貢献についてのフィードバック 

ア 地域循環共生圏づくりの活動評価手法の検討 

(ア) 第１回活動評価手法検討ワーキングの実施 

①日時 

⚫ 2024年６月５日（水）13：00～15：30 

 

②会場／設営方法 

⚫ 富山県民会館 402号室（富山県富山市内） 

⚫ オンライン：Webexミーティング 

 

③出席者 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 事務局長 

原  理史 中部地方 ESD活動支援センター 

縄野 正衡 オブザーバー、環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 EPO中部統括 

 

④協議項目 

⚫ 評価対象事例候補について参考インプット（地域循環共生圏など） 

⚫ 評価に用いるツール、これまで（第 6期まで）の成果について 

⚫ 活動評価の枠組みについて 
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(イ) 第２回活動評価手法検討ワーキングの実施 

①日時 

⚫ 2024年 9月 18日（水）13：00～14：45 

 

②会場 

⚫ EPO中部（愛知県名古屋市） 

 

 

 

③出席者 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 事務局長 

原  理史 中部地方 ESD活動支援センター 

猪岡  貴光 オブザーバー、環境省 中部地方環境事務所 環境対策課長 

縄野 正衡 オブザーバー、環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 EPO中部統括 

 

④協議項目 

○ 活動評価の枠組みの整理について 

○ 評価方法の検討 

○ 評価に用いるツール活用について 
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(ウ) 第３回活動評価手法検討ワーキングの実施 

①日時 

⚫ 2024年 11月 12日（火）13：00～15：30 

 

②会場 

⚫ 高椋東部コミュニティセンター（福井県坂井市） 

 

③出席者 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PEC とやま）事務局長 

原  理史 中部地方 ESD 活動支援センター 

清本 三郎 事務局 EPO 中部統括 

 

④協議項目 

○ 活動評価の枠組みの整理について 

○ 評価方法の検討 

○ 評価に用いるツール活用について 
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イ 検討結果のフィードバック 

⚫ 活動評価手法検討ワーキングにおける検討結果として「活動評価チェックリスト」を作成

し、協働コーディネーターの茶木氏（株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ）

の取組２件で試行し、そのアウトプットを茶木氏にフィードバックした。 

 

①検討結果まとめ 
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②活動主体へのフィードバック（試行した評価チェックリストのフィードバック） 
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ウ 成果まとめ冊子の作成 

⚫ 活動評価手法検討ワーキングの委員３名に、「（１）ア 中間支援をテーマにしたセミナー

の開催」として実施した地域循環共生圏づくり支援セミナーのトークセッションに登壇い

ただき、それを記事として冊子にまとめた。冊子は EPO中部ウェブサイトで公開した。 

掲載 URL：https://www.epo-chubu.jp/epo-news/27663.html 

【作製・公開した冊子原稿】 

 

 

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/27663.html
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５ 地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

(1) 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業 

ア 中間支援機能の担い手育成業務 

(ア) 中間支援主体への支援 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業に選定された中部エリアの３地域・６団体に対し、

中間支援主体を通して地域循環共生圏づくりに関わる活動の加速化のための助言等の支援

を行った。 

 

団
体 

丹南 
（ローカル SD クリエーション／エコ・グ

リーンツーリズム水の里しらやま） 

長野 
（長野県 NPO センター／芋井地区住

民自治協議会） 

半田 
（半田市／半田市地域循環共生圏推

進協議会） 

4

月 

▪ 4/11 着手時打合せ・ヒアリングの日程調整について連絡メールを６団体へ送付し、日程が確定しだい各団体と個別

に連絡調整。 

▪ 4/30 キックオフミーティングの日程調整メールを６団体へ送付。 

▪ 4/26 に初回打合せ、中間支援主体

ヒアリングを白山地区の公民館で

実施。 

▪ 4/23 に初回打合せ、中間支援主体

ヒアリングを中間支援団体事務所

で実施。 

▪ 4/25 に初回打合せ、中間支援主体

ヒアリングを市役所施設で実施。 

5

月 

▪ 5/7 キックオフミーティングの日程確定のメール連絡を６団体へ送付。発表資料の共通書式を添付。 

▪ 5/21 活動団体の拠点予定施設で

打合せ、関係施設の視察。 

▪ WEB、SNS に 5/21 打合せ時の様

子の動画を投稿しつつ、団体の紹

介記事を掲載。 

▪ 活動団体から依頼のあった主催イ

ベントの記事を SNS でシェアし、広

報協力を実施。 

▪ 5/22 活動団体の拠点施設で打合

せ。 

▪ WEB、SNS に 5/22 打合せ時の様

子の動画を投稿しつつ、団体の紹

介記事を掲載。 

▪ 5/17 打合せと関係視察見学を実

施。 

▪ WEB、SNS に視察写真等を投稿し

つつ、団体の紹介記事を掲載。 

5/30 中間支援ギャザリング（全国） 

6

月 

▪ 6/26 キックオフの開催案内を送付、出席者について確認・連絡調整。 

▪ 5 月分の月次報告の提出について、各中間支援団体からの相談・確認連絡に対応。 

▪ エコツアープログラムの予約受付

開始について SNS でシェアして広

報協力。 

▪ 令和６年版白書に活動が掲載され

たことを SNS で発信。 

▪ 活動団体からキックオフ発表資料

を 6/17 に受け取り。 

▪ 活動団体からキックオフ発表資料

を 6/4 に受け取り。 

6/26 キックオフミーティング（中部ブロック） 

▪ キックオフミーティング実施後、撮影画像を各団体に共有。SNS に開催の様子を投稿。 

7

月 

▪ 中間支援主体へ連絡：８月打合せ

の日程調整連絡。 

▪ 中間支援主体及び 10/23 中間共有

会の会場との打合せの日程調整。 

▪ 7/16 中間支援主体と打合せ（キッ

クオフの振り返りなど）。 

▪ 同日に中間共有会の会場との打合

せを実施、中間支援主体同席。 

▪ 中間支援主体へ連絡：８月打合せ

の日程調整連絡。 

8

月 

▪ 中間支援主体が投稿したエコツ

アープログラム SNS 動画をシェア。 

▪ 8/19 中間支援主体と打合せ（取組

状況等の情報共有、広報手法の協

議など）。 

▪ 中間共有会のエクスカーションに

ついて中間支援主体と協議・確認

のための連絡のやり取り。 

▪ 8/26 中間支援主体と打合せ。学

校、農業者との関係構築、液肥のＰ

Ｒ方法や地域の認知度向上につい

てディスカッション。 

▪ 中間共有会の「開催案内」「参加者記入票」を送付。 

9

月 

▪ 中間共有会の出欠／送迎手配に

ついてのメール打合せ。 

▪ 白書を読む会の広報開始（会場：越

前市、三田村氏登壇等）→しらやま

Facebook グループに投稿。 

▪ 中間共有会の出欠者の確認、進行

方法・エクスカーション行程のメー

ル打合せ。 

▪ 中間共有会の出欠者の確認、宿泊

（夕食）に関する確認の連絡。 
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団
体 

丹南 
（ローカル SD クリエーション／エコ・グ

リーンツーリズム水の里しらやま） 

長野 
（長野県 NPO センター／芋井地区住

民自治協議会） 

半田 
（半田市／半田市地域循環共生圏推

進協議会） 

10

月 

▪ 中間共有会に関する確認連絡。 

▪ アウトドア関連企業との関係構築

の相談。過去事業で接触のあった

企業を紹介。関係構築依頼にあた

り、詳細確認の必要を連絡。 

▪ 中間共有会エクスカーションの調

整・確認連絡等。 

▪ 終了後に草刈りバスターズ動画の

送付あり。⇒ほか２地域等へ EPO

から共有、御礼メールを送信。 

▪ 中間共有会の出欠・支払関係の確

認連絡等。 

10/23-24 中間共有会（中部ブロック） 

11

月 

▪ 中間共有会の当日持参データを継

続審査資料として送付依頼。 

▪ 打合せの日程調整連絡。 

▪ 打合せの日程調整連絡。 

▪ 月次報告で、名刺に環境省事業選

定と記載したい旨の相談があり、

全国事務局に確認のうえ回答。 

▪ 中間支援主体の名称変更（「認定」

の追加）に関わる手続きの有無の

問合せ連絡があり、全国事務局に

確認のうえ回答。 

▪ 打合せの日程調整連絡。 

▪ 月次報告のファイルエラーを連絡し

て再提出を依頼。 

12

月 

▪ 12/12 打合せを実施。今年度の残

りの活動、次年度以降の取組計画

等を情報共有。 

▪ SH ミーティングの内容・実施方法

について確認連絡。 

▪ アウトドア事業者との協力連携に

ついて、詳細を活動団体・中間支

援主体で確認し、整理した内容で

EPO へ連絡いただくことを電話打

合せ。 

▪ 12/13 打合せを実施。今年度の残

りの活動、次年度以降の取組計画

等を情報共有。 

▪ ＳＨミーティングを2/1実施予定。内

部会合で確定後、ＥＰＯへも連絡。 

▪ 12/23ＳＨミーティングの会合イベン

ト（2/1 実施）について連絡。広報協

力も実施。 

▪ 12/10 打合せを実施。今年度の残

りの活動、次年度以降の取組計画

等を情報共有。 

▪ SH ミーティングの内容について確

認連絡。 

▪ 活動見える化プログラム作成に協

力依頼。入力方法、チャートの活用

方法についてメールで連絡調整。 

1

月 

▪ SHミーティングの内容・日程につい

て確認、連絡調整。 

▪ プラットフォームクローバーについ

て質問連絡に対し、登録・投稿方法

について回答。 

▪ 2/1 開催 SH ミーティングの案内連

絡があり、EPO スタッフも参加を申

込。 

▪ 一般参加可能のため EPO の web

サイト・SNS 等で広報協力。 

▪ SH ミーティングについて開催日等

の案内連絡に対し参加を返信。 

2

月 

▪ SH ミーティングの開催方法につい

て電話打合せ、連絡調整。 

▪ 2/12SH ミーティングに EPO 担当者

もオンライン参加。 

▪ 2/1 開催 SH ミーティング（いもいリ

ビングらぼ会合）に EPO 担当者オ

ンライン参加。 

▪ 2/7SH ミーティングに EPO 担当者

参加。 

▪ 提出物（チェックリスト）の回答方法

について問合せ、中間支援ギャザ

リングについて問合せに回答。 

2/27-28 成果報告会：中間支援ギャザリング（全国） 

 

(イ) 年度当初打合せ 

⚫ ４月に３地域（６団体）の年間支援計画・活動等についての打合せを行い、地域循環共生

圏づくり支援体制構築事業の年間計画、提出物等についての説明、今年度の活動内容・予

定等についての確認を行った。 

⚫ あわせて、打合せでは、全国事務局から提示された設問項目をもとに、中間支援主体を対

象にしたヒアリングも実施した。 

 

選定団体名 
①：活動団体、②中間支援主体 

実施日／場所 ヒアリング項目（共通設定項目） 

①エコ・グリーンツーリズム

水の里しらやま、②合同会社

ローカルSDクリエーション 

4月26日 

越前市白山公

民館 

Q.0：基本事項／中間支援主体の体制、活動概要等の確認（①組織の人

数、担当者の人数及び職位・年代等、②これまでにREO/EPOとの関わり

の有無、③過去5年間に受けた補助金や助成金（名称と金額）、④活動

テーマと活動地域、⑤活動発信web媒体） 

Q.1：本事業を通じて、地域循環共生圏づくりの中間支援主体としてどうな

りたいか？ 

Q.2：この事業を通じて、共生圏づくりの中間支援主体としてレベルアップ

したい点は？ 

①芋井地区住民自治協議

会、②特定非営利活動法人

長野県NPOセンター※1 

4月23日 

長野県NPOセ

ンター 
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選定団体名 
①：活動団体、②中間支援主体 

実施日／場所 ヒアリング項目（共通設定項目） 

①半田市地域循環共生圏推

進協議会（仮）※2、②半田市 

4月25日 

半田市リサイク

ルセンター 

Q.3：中間支援により、活動団体が1年後にどうなっていることを目指すか

（＝1年間の支援目標）と、そのための支援策とは？ 

Q.4：活動団体に中間支援を行っていくにあたっての不安要素は？ 

Q.5：地方支援事務局に希望・期待する支援は？ 

Q.6：その他 

団体の名称は打合せ時点のものである。 

※１：長野県 NPOセンターは、2024年 11月 7日付で『認定 NPO法人』に認定された。 

※２：半田市地域循環共生圏推進協議会は、打合せ時点では（仮称）だったが、その後正式に発足し

て（仮称）なしとなった。 

 

【各活動団体に提示した打合せ資料】 
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(ウ) ヒアリング結果シートの作成 

⚫ 年度当初打合せにおけるヒアリングの実施後、所定のヒアリングシート（GEOC 提示の

フォーマット）に聴取内容を整理・記入し、中部地方環境事務所と共有のうえ、GEOC に提

出した。 

 

(エ) 中間支援主体に対するフォローシートの作成・提出 

⚫ 地方環境事務所及び EPO による各選定団体への支援計画等を整理するフォローシート

（GEOC 提示のフォーマット）を作成し、４月～６月期シートを７月に、７月～９月期シー

トを 10月に、10月～12月期シートを１月に、それぞれ全国事務局へ提出した。 

 

(オ) ステークホルダーミーティングへの参加 

⚫ ３地域それぞれが実施したステークホルダーミーティングに下記の通り参加した。 

選定団体名 
①：活動団体、②中間支援主体 

実施日／場所 
EPOスタッフ

参加方法 
実施内容 

①エコ・グリーンツーリズム水

の里しらやま、②合同会社

ローカルSDクリエーション 

2月12日 

越前市白山公民館 

（福井県越前市） 

オンライン 

越前市白山地区周辺における地域資源を活用した体験活

動の取組の現状及び今後の連携構築に向けた意見交換

（協議内容：体験アクティビティの企画運営にあたり、必要な

プロモーション及び連携構築について） 

①芋井地区住民自治協議会、

②特定非営利活動法人長野

県NPOセンター 

2月1日 

アソビーバ 

（長野県長野市 

芋井地区） 

オンライン 

「来て・知って・話して いもいリビングらぼ」 

第１部 取組紹介 “やりたい”から、できたこと 

第２部 事例研究 週一回ひらく小谷村の商店小網 

①半田市地域循環共生圏推

進協議会、②半田市 

2月7日 

半田市 

リサイクルセンター 

（愛知県半田市） 

会場参加 

「地域内資源循環の拡大と地域課題の解決による持続可能

な社会の形成」 

・イントロ：自己紹介、事例紹介（ソーラーシェアリング等） 

・ワークショップ（「事業のタネ」のアイデア出し） 
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イ キックオフミーティングの開催 

①日時 

⚫ 2024年６月 26日（水）13：15～16：15 

 

②会場・運営方法 

⚫ 会場：ウインクあいち 1307会議室（愛知県名古屋市） 

⚫ オンライン：Webexミーティング 

 

③出席者 
区分 氏名 所属先 備考 

【丹南】活動団体 

岡山 秀昭 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

森 和恵 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

上野 和美 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

橋本 君代 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

横山 幸子 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

恒本 ひとみ エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

塚崎 絹子 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

堀江 浩美 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま  

【丹南】中間支援 三田村 佳政 合同会社ローカル SD クリエーション  

【長野】活動団体 

羽田 一郎 芋井地区住民自治協議会  

西澤 一幸 芋井地区住民自治協議会  

山口 廣人 芋井地区住民自治協議会  

【長野】中間支援 吉田 喜美夫 特定非営利活動法人 長野県 NPO センター  

【半田】活動団体 

市山 秀典 八洲建設株式会社  

服部 亜紀 八洲建設株式会社  

宮澤 賢治 半田・知多地域エネルギー株式会社  

猪飼 幸輝 株式会社ビオクラシックス半田  

【半田】中間支援 
山田 隆康 半田市市民経済部環境課  

片山 高也 半田市市民経済部環境課  

環境省 

佐々木 真二郎 環境省大臣官房地域政策課地域循環共生圏推進室  

横山 皓己 環境省大臣官房地域政策課地域循環共生圏推進室  

坪倉 陽平 環境省大臣官房地域政策課地域循環共生圏推進室  

猪岡 貴光 環境省中部地方環境事務所環境対策課  

縄野 正衡 環境省中部地方環境事務所環境対策課  

全国事務局  
益田 大輔 環境再生保全機構地球環境基金部基金管理課 オンライン参加 

江口 健介 地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） オンライン参加 

事務局 

清本 三郎 中部環境パートナーシップオフィス（EPO 中部）  

原 理史 中部環境パートナーシップオフィス（EPO 中部）  

富田 夏子 中部環境パートナーシップオフィス（EPO 中部）  
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④実施内容 

 

 
 

  



 

73 

 

ウ 中間共有会の開催 

①会議名 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業 

中部ブロック中間共有会 2024 in 長野・飯綱高原 

 

②日時 

⚫ 中間共有会：2024年 10月 23日（水）13：15～16：15 

⚫ エクスカーション：2024年 10月 24日（木）9：00～14：30 

 

③会場 

⚫ 中間共有会会場：アソビーバ 3階・会議室 

⚫ エクスカーション視察地：草刈りバスターズ現場、大谷地湿原、森の駅 Daizahoushi、い

いづなお山の発電所 

 

④出席者 

氏名 所属先 
1 日目 

共有会 

2 日目 

視察 

橋本 弥登志 エコグリーンツーリズム水の里しらやま 参加 - 

横山 幸子 エコグリーンツーリズム水の里しらやま 参加 - 

恒本 ひとみ エコグリーンツーリズム水の里しらやま 参加 - 

堀江 浩美 エコグリーンツーリズム水の里しらやま 参加 - 

三田村 佳政 合同会社ローカル SDクリエーション 参加 参加 

西澤 一幸 芋井地区住民自治協議会 参加 参加 

山口 廣人 芋井地区住民自治協議会 参加 - 

中澤 敬雄 芋井地区住民自治協議会 参加 参加 

羽田 一郎 芋井地区住民自治協議会 参加 参加 

岸  豊 いもいリビングらぼ 参加 参加 

村上 裕紀子 いもいリビングらぼ 参加 - 

村田 江美子 いもいリビングらぼ 参加 参加 

上島 ひとみ いもいリビングらぼ 参加 参加 

岡地 孝浩 地域おこし協力隊員 参加 参加 

金箱 孝史 長野市芋井支所長 - - 

亀垣 嘉明 長野県 NPOセンター 参加 参加 

阿部 今日子 長野県 NPOセンター 参加 参加 

吉田 喜美夫 長野県 NPOセンター 参加 参加 

服部 亜紀 半田市地域循環共生圏推進協議会 参加 参加 

白羽 佐千子 半田市地域循環共生圏推進協議会 参加 参加 

片山 高也 愛知県半田市 参加 参加 

勝亦 達夫 信州大学 キャリア教育・サポートセンター講師 参加 - 

鬼沢 良子 NPO持続可能な社会をつくる元気ネット 理事長 参加 - 

坪倉 陽平 環境省地域政策課 地域循環共生圏推進室 参加 参加 

清間 笑奈 環境省地域政策課 地域循環共生圏推進室 参加 参加 

鈴木 祥之 信越自然環境事務所 参加 - 

秋本 紘子 信越自然環境事務所 戸隠自然保護官事務所 参加 湿原同行 

井川 洋 信越自然環境事務所 戸隠自然保護官事務所 参加 湿原同行 

縄野 正衡 中部地方環境事務所 参加 参加 

大庭 みゆき 中部地方環境事務所 参加 参加 

比留間 美帆 GEOC 参加 参加 
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氏名 所属先 
1 日目 

共有会 

2 日目 

視察 

益田 大輔 ERCA 参加 参加 

永井 亮 ERCA 参加 参加 

清本 三郎 EPO中部 参加 参加 

原 理史 EPO中部 参加 参加 

富田 夏子 EPO中部 参加 参加 

 

⑤実施内容 
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⑥エクスカーション 
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エ GEOCが主催する事業関連会議等への参加 

⚫ 環境省、GEOC が主催する地域循環共生圏づくり支援体制構築事業に関連する会議・会合等

に、次表の通り、出席した。 

⚫ 中間支援ギャザリング（第１回、第２回ともに）では、第１回では中部エリアの３中間支

援主体によるブレイクアウトルーム（振り返りディスカッション）のファシリテーターを、

第２回では計４回のグループディスカッションのファシリテーターを EPOが務めた。 

 

※ 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業の関連会議以外の会合については、「７(2)全国

ネットワークの活用及び連携の確保・強化」に掲載。 

 

区分 開催日 開催方法 会場 実施内容等 （次第等から抜粋） 

（中間支援主体対

象キックオフＭ） 

第１回中間支援

ギャザリング 

5 月 30 日 

～31 日 

オンライ

ン 
― 

  中間支援主体の自己紹介 

  【インプット①】地域循環共生圏の考え方と本事業の目的 

  【インプット②】協働ガバナンスと中間支援機能 

  振り返りディスカッション 

  中間支援主体の活動紹介 

作業部会 

第１回 

9 月 4 日 
リアル 

GEOC 

（東京） 

  4～8 月までの振り返り、全国支援事務局視点の課題感

の共有 

  グループワーク：3 地方で 1 つのグループをつくり情報

を整理する 

  継続の可否を判断するための視点説明 

  次年度以降の業務運営改善ポイントについて意見交換 

  今後の会議について 

第２回 

1 月 30 日 

ハイブリッ

ド 

GEOC 

（東京） 

  全国26案件の現状（開始当初からの変化など）について 

  中間支援ギャザリングの企画ブラッシュアップについて 

  次年度フォーマットについて 

EPO 等共有会 5 月 15 日 
オンライ

ン 
― 

  【議題１】共生圏づくり支援体制構築事業の全体像 

  【議題 2】採択事業の情報共有 

  【議題 3】審査プロセス振り返り 

  【議題 4】今後の予定 

事業検討会議 12 月 18 日 
ハイブリッ

ド 

GEOC 

（東京） 

  【議題 1】本事業として目指す姿 

  【議題 2】次年度の実施内容（参加団体向け） 

  【議題 3】次年度の実施内容（EPO 等向け） 

  【議題 4】今年度中の予定 

（成果共有会） 

第２回中間支援

ギャザリング 

2 月 27 日 

～28 日 
リアル 

TKP 新橋

カンファレ

ンスセン

ター 

（東京） 

１日目：1 年間の取組（中間支援）を振り返る 

  オリエンテーション（導入） 

  1 年間の活動、中間支援主体としての取組発表 

  意見交換 

  テーマ別交流 

２日目：今後の地域づくりのために必要な中間支援機能を

考える 

  オリエンテーション 

  今後に向けたディスカッション 

  今後、取り組みたいこと宣言！！ 

  有識者からのコメント 

 

オ 卒業団体のフォローアップ調査 

⚫ 12月 24日に PF尾鷲（おわせ SEAモデル協議会）を対象にしたオンラインヒアリングによ

るフォローアップ調査を実施した。 

⚫ ヒアリング結果をヒアリングシート（共通フォーマットあり）に整理・記入し、GEOC へ提

出した。 
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(2) 身近な自然資本活用に関する意見交換会等の開催 

ア 「SDGs AICHI EXPO 2024」ステージイベントとブース出展 

①日時 

⚫ ステージ企画：2024年 10月 10日（木）10：15～11：45 

⚫ ブース出展：2024年 10月 10日（木）・11日（金）・12日（土）10：00～17：00 

 

②会場 

⚫ 愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」（愛知県常滑市） 

 

③ステージ企画（中部地方環境事務所主催企画）での実施内容 

〇「地球を救うアカデミー」WoW キツネザル  

〇「ネイチャーポジティブの取り組み」 

亀山市産業環境部 生物多様性・獣害対策室 上野 篤史 

三栄林産株式会社 代表取締役社長 坂 成哉  

愛知県環境局環境政策部 自然環境課 大島 孝士  

加山興業株式会社 経営企画室 マネージャー 井上 智博  

環境省中部地方環境事務所  野村 環  

司会：EPO中部 富田 夏子  

 

④出展ブースでの実施内容 

⚫ 中部地方環境事務所の出展ブースにおいて、ネイチャーポジティブが温暖化対策と同様に

重要であることを来場者に説明するとともに、生物多様性を向上させる活動の結果として

生産される食品などを私たちが選択（購入）することで、ネイチャーポジティブに貢献で

きることを伝える展示販売を行った。３日間で計 86品が購入された。 

  

 

【展示販売産品一覧】 
 地域 内容、商品名 内容 提供元 数量 価格 

01 
愛知県

岡崎市 

自然共生サイト「鳥川ホタルの里」で生態系を保全する農

法で栽培「鳥川ホタルの米」 
米 片岡喜幸 

300g パッ

ク 40 袋 
350 

02 
愛知県

美浜町 

砂浜の生態系を構成し、潮干狩りの重要な資源でもある

アサリを捕食してしまうツメタガイを使ったカレー「海音貝

（うんね）カレー」 

カレー

の缶詰 

美浜町地域ブランド化

推進協議会 
缶詰 48 個 760 

03 
福井県

越前市 

コウノトリを呼び戻すために、田んぼの生態系を保全する

無農薬農法米を栽培し、それを酒米にした純米吟醸の酒

粕 無農薬純米吟醸「かたかた」の酒粕 

酒粕 
まっきーの杜(農事組合

法人) 森 

パック詰め

6 個 
550 

04 
富山県

上市町 

放置竹林の幼竹を使って生態系の保全に貢献する国産メ

ンマ「つるぎ竹菜」メンマ 
メンマ 

株式会社ティー・ツリー・

コミュニケーションズ 
50 個 500 
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 地域 内容、商品名 内容 提供元 数量 価格 

05 
三重県

亀山市 

山林と同じく地域の大切な資源である田んぼを守る活動

から生まれたお米 低農薬・低化学肥料の特別栽培米 

※かめやま生物多様性共生区域認定「かぶとのおこめ」 

米 
三栄林産（株）かぶとの

森テラス 

300ｇパッ

ク 22 個 
500 

06 
三重県

亀山市 

低農薬、有機肥料で栽培 水生生物を育み、自然体験を

通じて小さな子どもから大人までが、地域コミュニティの場

として活用している 

※かめやま生物多様性共生区域認定 里のにぎわい「大

地のおへそ」でとれたお米 

米 
里のにぎわい『大地の

おへそ』 

300ｇパッ

ク 30 個 
500 

 

イ 白山エリアの交流人口増加を考えるシンポジウムの開催 

①イベント名 

⚫ 白山エリアの交流人口増加を考えるシンポジウム 

～白山の魅力を伝えるインタープリテーションを語る～ 

 

②日時 

⚫ 2025年２月９日（日）13：30～16：00 

 

③会場 

⚫ 野々市市交遊舎(石川県野々市市) 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省白山自然保護官事務所、中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 共催：白山手取川ジオパーク推進協議会、白山ユネスコエコパーク協議会 

⚫ 後援：石川県、白山市、野々市市 

 

⑤参加者 

⚫ 41名 

 

⑥プログラム 

〇開会挨拶 中部地方環境事務所 

〇「白山国立公園の魅力」 白山自然保護官事務所 自然保護官 綾部 芳秀 

〇「白山手取川ユネスコ世界ジオパークの資源」 

  白山手取川ジオパーク推進協議会 専門員 日比野 剛 

〇基調講演「インタープリテーションは何の役に立つのか」 

 金沢大学 融合研究域 准教授 山田 菜緒子 

〇話題提供 

「国内のインタープリテーション事例」 株式会社自然教育研究センター 村上 友和 

「アメリカの国立公園とインタープリテーション」 獨協大学 講師 増田 由香子 

〇パネルディスカッション「インタープリテーションの白山エリアへの活用方法、課題」 
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⑦開催案内チラシ 
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(3) グリーン社会実現に向けたステークホルダー連携促進事業 

ア 愛知県環境局主催「Let’s エコアクション in AICHI」ブース出展 

①日時 

⚫ 2024年 11月２日（土）10：00～16：00 

 

②会場 

⚫ 鶴舞公園（名古屋市昭和区） 

 

③参加者 

⚫ （ワークショップ参加者）42名 

 

④実施内容 

⚫ 一般社団法人リデザインプロジェクトと協力し、端布によるリース作成ワークショップを

中部地方環境事務所のブース内にて実施した。 

⚫ 同時にプロジェクトで製作した作品、活動紹介パネル及び資源循環に関する啓発パネルを

展示するなどにより来場者にサーキュラーエコノミーの普及啓発を行った。 

 

  

 

2
,7
0
0

3,600

通路(正面)イーゼルによる
パネル展示

ワークショップ入口

リデザイン

パネル吊り下
げ展示、幕等

環境省中部地方
環境事務所パネ
ル吊り下げ展示

リデザイン

パネル吊り下
げ展示、幕等

長机上展示

吊り下げ展示

ワークショッ
プスペース

環境省中部
地方環境事
務所パネル

吊り下げ展示
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イ 環境へのアプローチを活かした鳥羽エリア創発ミーティングの開催 

①催事名 

⚫ 環境へのアプローチを活かした鳥羽エリア創発ミーティング 

「鳥羽エリアの未来を彩る私たちの環境アクション for2050を考える」 

 

②日時 

⚫ 2025年１月 15日（水）13：30～16：00 

 

③会場 

⚫ 鳥羽商工会議所 かもめホール（三重県鳥羽市） 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 協力：鳥羽市 

 

⑤出席者 

氏 名 所属先等 

上村 渡 鳥羽市環境課 

大串 浩暉 鳥羽市農林水産課 

岡田 彩瞳 鳥羽市企画財政課 

小久保 怜美 鳥羽市農林水産課 

後藤 洸 鳥羽市観光商工課 

榊原 友喜 鳥羽市農林水産課 

勢力 正太 鳥羽市観光商工課 

恒吉  美智子 海島遊民くらぶ 

中井 理江 鳥羽市環境課 

中村 成太 鳥羽市環境課 

村田 直 鳥羽市企画財政課 

山田 純也 鳥羽市農林水産課 

佐藤 大知 映像ディレクター 

中村 欣一郎 鳥羽市長 

縄野 正衡 環境省 中部地方環境事務所 課長補佐 

山内 正照 環境省 中部地方環境事務所 環境影響審査調査官 

小泉 大樹 環境省 中部地方環境事務所 資源循環課 

柘植 規江 伊勢志摩国立公園管理事務所 

朝緑 高太 株式会社ピリカ 

小浦 嘉門 22 世紀奈佐の浜プロジェクト 

岩尾 豊紀 鳥羽市水産研究所 

清本 三郎 EPO 中部 

富田 夏子 EPO 中部 
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⑥実施内容 

〇あいさつ 鳥羽市長 中村 欣一郎 

〇あいさつ/本日の趣旨 環境省 中部地方環境事務所 

〇環境省/国立公園の取組 伊勢志摩国立公園における｢ゼロカーボンパーク」の取組について 

伊勢志摩国立公園管理事務所 

〇地域の取組事例 

海洋プラスチック問題解決に向けた取組 株式会社ピリカ 朝緑 高太 

鳥羽市における海ゴミ問題について 22世紀奈佐の浜プロジェクト 代表 小浦 嘉門 

鳥羽市のブルーカーボン(藻場再生)の取組について 鳥羽市水産研究所 岩尾 豊紀 

〇グループ・ディスカッション 

鳥羽エリアの「環境アクション for2050」を考えてみる！ 

 

 

 

⑦開催案内資料 
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ウ 地域脱炭素の実現に向けた事業者・金融機関向けセミナーの開催 

①イベント名 

⚫ 地域脱炭素の実現に向けた事業者・金融機関向けセミナーin 北陸 

 

②日時 

⚫ 2025年 1月 29日（水）13：30～16：30 

 

③会場・運営方法 

⚫ 会場：福井銀行本店ビル２階ホール(福井県福井市) 

⚫ オンライン：webexミーティング 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省中部地方環境事務所、経済産業省近畿経済産業局、財務省北陸財務局、 

中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部）、株式会社福井銀行、 

株式会社福邦銀行 

⚫ 共催：福井県 

 

⑤参加者 

⚫ 228名（会場参加 88名、Webex 140名） 

 

⑥プログラム 

〇開会挨拶 環境省中部地方環境事務所、財務省北陸財務局福井財務事務所 

〇第一部 施策紹介等 

経済産業省近畿経済産業局 

環境省中部地方環境事務所 

福井県 

株式会社福井銀行 

〇第二部 取組紹介 

「地域脱炭素に向けた再エネ事業と人づくり」井上小水力発電株式会社 

「自社およびサプライチェーンにおける脱炭素の取組み」福井鋲螺株式会社 

「脱炭素先行地域事業における地域課題解決事例」敦賀市 

「重点対策加速化事業における地域課題解決事例」越前市 

〇第三部 パネルディスカッション テーマ「北陸における地域脱炭素の実現に向けて」 

パネリスト：井上小水力発電株式会社 

福井鋲螺株式会社 

敦賀市 

越前市 

株式会社福井銀行 

環境省中部地方環境事務所 

ファシリテーター：福井県 

〇閉会挨拶 環境省中部地方環境事務所 
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⑦開催案内チラシ 
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エ 中部共進化座談会の開催 

①会議名 

⚫ 中部共進化座談会「中部からはじめる『共進化』の動きに向けて」 

 

②日時 

⚫ 2025年３月７日（金）13：30～16：40 

 

③会場 

⚫ ウインクあいち 1304会議室（愛知県名古屋市） 

 

④出席者 

〇総括コメンテーター 

・中部大学副学長 中部高等学術研究所長 国際 GISセンター長 教授 福井弘道 

〇話題提供・ディスカッション 

<1>環境を起点とする地域政策、地域経済社会の活性化の取組について 

・中部大学 国際 ESD・SDGsセンター准教授 中部 ESD拠点事務局長 古澤礼太 

・愛知学院大学教授 日本環境共生学会副会長・常務理事 森下英治 

・名古屋大学教授 日本環境共生学会常務理事 林希一郎 

・名古屋大学 附属持続的共発展教育研究センター教授 高野雅夫 

・名古屋大学大学院環境学研究科特任教授 東海学園大学教授 杉山範子 

<2>経済成長・経済発展、ビジネス、イノベーションの取組と環境課題の解決について 

・名古屋市立大学大学院経済学研究科・経済学部教授 地域活性学会 鵜飼宏成 

・中部圏社会経済研究所 企画調査部長 松田直己 

 

⑤主催、事務局 

・環境省中部地方環境事務所、中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

 

⑥実施内容 

開会趣旨説明 環境省中部地方環境事務所 

環境政策の動向と

「地域×共進化」 

中部地方環境事務所 所長 小森 繁 

話題提供① 

話題提供（5 題）と質

疑応答 

●論点説明 進行：中部大学副学長 福井弘道 

●話題提供 

テーマ：環境を起点とする地域政策、地域経済社会の活性化 

・持続可能な地域のための人づくり：中部大学 古澤礼太 

・持続可能な社会づくりへの合意形成：愛知学院大学 森下英治 

・生態系サービスへの理解醸成：名古屋大学 林希一郎 

・再生可能エネルギー、持続可能な地域：名古屋大学 高野雅夫 

・自治体の取組支援：東海学園大学 杉山範子 

●質疑応答、その他補足的話題の提供 

話 題 提 供 と デ ィ ス

カッション② 

話題提供（2 題）と

ディスカッション 

●話題提供 進行：中部大学副学長 福井弘道 

テーマ：経済成長・経済発展、ビジネス、イノベーションの取組と環境課題の解

決について 

・脱炭素社会のアントレプレナーシップ教育：名古屋市立大学 鵜飼宏成 

・地域経済と環境エネルギー課題：中部圏社会経済研究所 松田直己 

●座談形式によるディスカッション 司会：中部大学副学長 福井弘道 

とりまとめ 「中部地域における共進化推進の今後の方向性について」の確認・共有 

講評・終了挨拶  
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(4) 地域循環共生圏創造事業の担い手の把握（地域循環共生圏づくり支援

体制構築事業の選定団体について） 

(ア) 丹南 

①中間支援主体：合同会社ローカル SDクリエーション 

団体名 合同会社ローカル SDクリエーション 

所在地 福井県越前市南小山町 5－19 

活動地域 福井県全域 

設立 令和 2年 4月 24日 

団体の目的 

自然環境を基軸に多様な地域資源を発掘・創造・活用することで地域内外の 

人と人をつなぎ、地域の持続的発展を創造する多様な事業を展開し、持続可 

能な開発目標（SDGs）の実現を目指す。 

 

②活動団体：エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま 

活動団体名 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま 

所在地 福井県越前市安養寺町 5-3 越前市みどりと自然の村 

活動地域 福井県丹南地域（越前市、鯖江市、越前町、南越前町） 

設立 平成 27年 3月 8日 

団体の目的 

白山地区内に存在する美しい自然、伝統文化、伝統産業や多様な農林業生産

活動を活かした農山村滞在型余暇活動の推進を通して、地域の農林業や伝統

産業の振興と活性化を図ることを目的とする。 

 

③目指す“地域プラットフォーム”のイメージ 
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(イ) 長野 

①中間支援主体：認定特定非営利活動法人長野県 NPOセンター 

団体名 認定特定非営利活動法人長野県 NPOセンター 

所在地 長野県長野市大字高田 1029-1 

活動地域 長野県全域 

設立 平成 11年 4月 22日 

団体の目的 

（定款より） 

この法人は、長野県における市民社会の発展を目指し、民間非営利組織が地

域や分野を越え幅広く活動するための基盤づくりを進めるとともに、企業や

行政等多様な主体とのパートナーシップの形成促進と持続可能な地域づくり

の推進を目的とする。 

 

②活動団体：芋井地区住民自治協議会 

活動団体名 芋井地区住民自治協議会 

所在地 長野市大字桜 824番地 3(仮設庁舎：大字桜 600番地 6) 

活動地域 

長野市芋井地区 

※「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」（令和３年法律第１９号）に基づく

過疎地域（第２条、第３条、第 41 条～第 43 条に規定する過疎地域）に該当 

設立 平成 20年 3月 15日 

団体の目的 
芋井地区の住民相互の交流と親睦を図り、共通の利益の増進、生活環境の保

持・改善に努力し、文化・福祉の向上と豊かで住みやすい地域づくりに寄与

することを目的とする。 

 

③目指す“地域プラットフォーム”のイメージ 
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(ウ) 半田 

①中間支援主体：半田市 

団体名 愛知県半田市 

所在地 半田市東洋町 2 丁目 1 番地 

活動地域 愛知県半田市 

設立 昭和 12年 10月 1日 

 

②活動団体：半田市地域循環共生圏推進協議会 

活動団体名 半田市地域循環共生圏推進協議会 

所在地 愛知県半田市吉田町１丁目 60番地 

活動地域 愛知県半田市及びその周辺地域 

設立 令和６年５月 17日 

団体の目的 
半田市及び周辺地域における人材、資源・エネルギー、資金の地域内循環の
拡大と同時に地域課題の解決を図り、持続可能な社会を形成する。 

 

③目指す“地域プラットフォーム”のイメージ 
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６ 中部地方 ESD活動支援センター業務 

(1) 自然資本等の活用による ESD促進（ESDダイアログの開催） 

①イベント名 

⚫ ESDダイアログ 2024「山と水と人間と～飛騨高山からの ESD発信～」 

 

②日時 

⚫ １日目 ESDダイアログ：2024年 11月 22日（金）10：30～15：15 

⚫ ２日目 エクスカーション：2024年 11月 23日（土）8：30～15：30 

 

③会場等 

⚫ １日目会場：飛騨高山まちの博物館 研修室（岐阜県高山市） 

⚫ ２日目視察地：中部山岳国立公園の見学 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 後援：高山市 高山市教育委員会 

 

⑤参加者 

⚫ １日目 ESDダイアログ：32名、２日目 エクスカーション：８名 

 

⑥プログラム 

１日目 ESDダイアログ 

〇あいさつ 高山市 教育長 見山 政克、環境省中部地方環境事務所 課長補佐 縄野 正衡  

〇第一部 自然資産と ESD 

基調講演 ①「中部山岳国立公園 ～自然の保全と活用～」 

環境省平湯管理官事務所 国立公園管理官 島 充明 

話題提供 一般財団法人飛騨山脈ジオパーク推進協会 常務理事 田中 裕 

NPO法人飛騨高山わらべうたの会 理事長 岩塚 久案子 

一般社団法人ふるさと体験飛騨高山 事務局長 鈴村 仁孝 

基調講演 ②「自然資源を活かした ESDと地域づくり」 

信州大学教育学部 准教授 水谷 瑞希 

〇第二部 ESD活動報告 

高山市立三枝小学校 ４年生のみなさん 

高山市立朝日中学校 １年生のみなさん 

岐阜県立高山工業高等学校 建築インテリア工学科主任 梶井 真也 

〇第三部 パネルディスカッション 

パネリスト：高山市教育委員会 安井 慶一 

環境省平湯管理官事務所 国立公園管理官 島 充明 

一般財団法人飛騨山脈ジオパーク推進協会 常務理事 田中 裕  

NPO法人飛騨高山わらべうたの会 理事長 岩塚 久案子 

一般社団法人ふるさと体験飛騨高山 事務局長 鈴村 仁孝 

コメンテーター：信州大学教育学部 准教授 水谷 瑞希  

コーディネーター：中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 
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⑦エクスカーション 
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⑧開催案内チラシ 
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(2) 多様な主体の連携促進、交流機会の提供（学び合いプロジェクト） 

ア 活動計画の作成 

⚫ 中部エリアの「ESD for 2030学び合いプロジェクト」の今年度の企画資料として、学び合

いプロジェクト有識者検討会（全３回）、学び合いの場（全２回）、実践活動（全１回）を

実施するための活動計画を作成した。 

⚫ 活動計画は、有識者検討会で協議を行ったうえで確定とした。 

【作成した活動計画】 
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イ ノウハウ共有と推進に関する方策の検討 

⚫ 学び合いプロジェクトにおけるノウハウ共有と推進に関する方策を検討する場として、全

国センターが開催する次表の会合に出席した。 

区分 開催日 開催方法 会場 実施内容等 

作
業
部
会 

第１回 

7 月 25 日 
リアル 

青山ブック

センター 

（東京） 

  話題提供：気候変動教育に関する最新動向（白井先生） 

  話題提供：気候変動教育に関する最新動向（遠藤先生） 

  学び合いプロジェクト説明 

  意見交換：R6、R7 学び合いプロジェクトの成果のまとめ方について 

第２回 

2 月 25 日 

ハイブリッ

ド 

GEOC 

（東京） 

  第 2 回作業部会のスケジュール等の説明 

  学び合いプロジェクトの説明 

  意見交換：学び合いプロジェクトの今後の進め方について 

 

ウ 学び合い（勉強会・意見交換会、ワークショップ等）の実施 

(ア) 第１回 学び合いプロジェクト有識者検討会 

①日時 

⚫ 2024年６月５日（水）15：30～17：00 

 

②会場 

⚫ 富山県民会館 402号室（富山県富山市） 

 

③出席者 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 事務局長 

原  理史 中部地方 ESD活動支援センター 

縄野 正衡 オブザーバー、環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 EPO中部統括 

 

④協議項目 

⚫ 学び合いプロジェクト計画について 

⚫ 学び合いの場づくりワークショップの構成について 
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(イ) 第２回 学び合いプロジェクト有識者検討会 

①日時 

⚫ 2024年９月 18日（水）13：00～14：45 

 

②会場 

⚫ EPO中部（愛知県名古屋市） 

 

③出席者 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 事務局長 

原  理史 中部地方 ESD活動支援センター 

猪岡  貴光 オブザーバー、環境省 中部地方環境事務所 環境対策課長 

縄野 正衡 オブザーバー、環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 EPO中部統括 

 

④協議項目 

○ 学び合いの場①についての報告 

○ 学び合いの場づくりワークショップの構成の再検討 
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(ウ) 第３回 学び合いプロジェクト有識者検討会 

①日時 

⚫ 2024年 11月 12日（火）10：00～12：00 

 

②会場 

⚫ 高椋東部コミュニティセンター（福井県坂井市） 

 

③出席者 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上 聡子 アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）事務局長 

原  理史 中部地方 ESD活動支援センター 

清本 三郎 事務局 EPO中部統括 

 

④協議項目 

○ 学び合いの場②、実践セミナーについての報告 

○ 学び合いの場づくりワークショップのブラッシュアップ 

○ 学び合いの場づくりワークショップの手引き案の作成について 
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(エ) 学び合いの場①の開催 

①イベント名 

⚫ 地域づくりのための気候変動社会教育 ～学び合いの場① 

 

②日時 

⚫ 2024年８月 23日（金）14：00～15：30 

 

③会場 

⚫ 愛知教育大学 116サイエンスアクティビティルーム（愛知県刈谷市） 

 

④参加者 

⚫ 18名（愛知教育大学大鹿ゼミ生 16名、EPO中部のインターン高校生２名） 

 

⑤プログラム 

〇ごあいさつ 

〇インプット「ESDは人づくり、学び合いの場を創る」  

〇ワークショップ① 立場の違いから「学び合いの場」の役割を考える 

〇ワークショップ② ワークシートを用いて「学び合いの場」を企画する 

〇成果共有と相互評価 

〇事後アンケート 

〇振り返りディスカッション 
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(オ) 学び合いの場②の開催 

①イベント名 

⚫ 環境省 EPO中部・中部地方 ESD活動支援センター連携講座 ～学び合いの場② 

（※地球温暖化防止活動推進センター中部ブロック合同検討会内で実施） 

 

②日時 

⚫ 2024年 11月７日（木）10：10～12：00 

 

③会場 

⚫ ウインクあいち 1303会議室(愛知県名古屋市) 

 

④参加者 

⚫ 24名（中部各県の地球温暖化防止活動推進センター職員、推進員） 

 

⑤プログラム 

〇開会・導入 

〇学び合いの場の企画づくり 

〇発表 

〇まとめ 
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エ 実践活動（実践セミナーの開催） 

①イベント名 

⚫ 実践セミナー「学び合いの場づくり」実務者研修 

 

②日時 

⚫ 2024年 11月 11日（月）15：00～16：30 

 

③会場 

⚫ 坂井市役所 3F大ホール(福井県坂井市) 

 

④参加者 

⚫ 39名（坂井市職員等、EPO・環境省除く） 

 

⑤プログラム 

〇ESD for SDGsとしての「学び合いの場」づくりについて 

〇ディスカッション 企画づくりテーマ設定 

〇企画づくりワークショップ（企画した学び合いの場についての SDGs チェック、学び合いの

場の企画づくり、ペルソナワークショップによる企画のブラッシュアップ） 

〇議論した内容を発表 

  

 

⑥開催案内資料（水上氏・坂井市が作成） 
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オ 冊子・動画の作成・公表・配布（ESD ワークブックの活用方法のとり

まとめ） 

⚫ 有識者検討会では、学び合いの場①②、実践活動の実施結果等をもとに、第６期に作成し

た「現場から学ぶ ESD学びの場づくりワークブック」の活用方法についてとりまとめた。 

⚫ また、その活用方法の周知・普及を目的に、冊子（ワークショップ用ツール資料）と動画

を作成し、中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイトで公開するとともに、関係者への

配布等を行った。 

冊子・動画等の掲載 URL：https://www.epo-chubu.jp/tool/esdworkbook 

 

①作成した冊子（ワークショップ用ツール資料） 

  

  

  

https://www.epo-chubu.jp/tool/esdworkbook
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②作成動画とその公開 

公開した動画の URL：https://www.youtube.com/watch?v=NQapUl4dz7M 

 

https://www.youtube.com/watch?v=NQapUl4dz7M
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【ワークショップパッケージスライドと動画をウェブサイト上で公開】 
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カ 報告（全国フォーラムでの活動結果報告） 

⚫ 12 月１日開催「ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 2024」に、中部地方 ESD 活動支援セ

ンターによる学び合いプロジェクトの有識者検討会メンバーである水上氏とともに参加し、

会場内の出展ブースで、今年度実施した学び合いプロジェクトについて報告・紹介した。 

  

【作成した全国フォーラム掲示資料】 
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(3) ESDに関するネットワークの構築、地域 ESD拠点への支援 

ア ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

①イベント名 

中部地方 ESD推進ネットワーク地域フォーラム「ESD：地域・学校と大学連携」 

 

②日時 

⚫ 2024年９月 19日（木）13：00～16：30 

 

③会場・設営方法 

⚫ 会場：ウインクあいち 907会議室（愛知県名古屋市） 

※登壇者、地域 ESD拠点登録団体のみ 

⚫ オンライン：zoom  ※一般参加は zoom参加のみ 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター 

 

⑤参加者 

⚫ 27名（地域 ESD拠点：会場参加４名、一般・地域 ESD拠点等オンライン参加 23名） 

 

⑥プログラム 

挨拶・趣旨説明 

第 1部 

○ 基調講演「地域・学校・大学で ESDインフラを創る」 

白梅学園大学特任教授 朝岡 幸彦 氏 

○ 話題提供「学輪 IIDAによる大学連携について」 

飯田市企画部大学誘致連携推進室室長 原  勝美 氏 

○ 話題提供「飛騨高山における大学連携の取組」 

飛騨高山大学連携センター長 六角 裕治 氏 

第２部 

○ 地域 ESD拠点活動紹介 

○ 交流ディスカッション 

コーディネーター： 

中部大学国際 ESD・SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点事務局長 古澤 礼太 氏 

○ 総括 金沢大学人間社会研究域学校教育系准教授 加藤 隆弘 氏 
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⑦作成・配布したポスター／開催案内チラシ 
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イ 地域 ESD拠点等の ESD活動の支援 

(ア) 地域 ESD拠点登録団体への広報協力 

⚫ 拠点登録団体が主催するイベント等について、中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイ

ト等で下記の通り、広報協力を行った。 
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(イ) 拠点登録申請対応・後援申請対応 

⚫ 地域 ESD 拠点登録団体や、ESD 活動支援主体が主催するイベントについて、次表の後援申

請があり、主催からの後援依頼や問合せへの対応、全国センターからの照会対応などを

行った。 

⚫ 地域 ESD拠点登録の今年度の新規申請はなかった。 

【後援申請】 

申請主体 承認日 
申請行事 

名称 開催日 場所／方法 

名古屋市環境局環境企画課 5 月 2 日 SDGs まちづくり事業 
2024 年 6 月 1 日～

2025 年 3 月 31 日 

名古屋市内／対

面・オンライン 

公益財団法人こども教育支援

財団※ 
5 月 8 日 第 16 回環境教育ポスターコンクール 

2024 年 8 月 20 日

～2025 年 3 月 31

日 

東京都内他 

アサヒ飲料株式会社 

中部北陸本部 
5 月 16 日 SDGs 将来世代創造フォーラム 2024 2024 年 8 月 21 日 

名古屋市内 

（吹上ホール） 

東北地方 ESD 活動支援セン

ター※ 
9 月 10 日 

東北 ESDSDGs フォーラム 2024in 福

島只見 

2024 年 11 月 14 日

～11 月 15 日 

季の郷湯ら里他

／ハイブリッド 

信州 ESD コンソーシアム 10 月 2 日 
令和 6 年度信州 ESD/SDGs 成果発

表＆交流会 

2025 年 2 月 2 日～

2 月 3 日 
オンライン 

北陸ESD 推進コンソーシアム 11 月 12 日 
2024 年度北陸ユネスコスクール教育

実践交流会 
2024 年 12 月 7 日 

対面・オンライン

併用 

北陸ESD 推進コンソーシアム 12 月 5 日 
北陸 SDGs 未来都市人材育成・教育

フォーラム 2025 
2025 年 1 月 25 日 オンライン 

北陸ESD 推進コンソーシアム 12 月 23 日 
2024 年度北陸 ESD 推進コンソーシ

アム成果報告会 
2025 年 2 月 1 日 

対面・オンライン

併用 

※：全ての地方センターに後援申請があった催事 
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(4) SDGs学生サミットの開催 

①イベント名 

⚫ SDGs学生サミット 

 

②日時 

⚫ 2025年２月１日（土）13：00～17：30 

 

③開催方法 

⚫ 登壇者：会場または zoom登壇 

⚫ 一般参加（視聴）：YouTubeを自由視聴（ライブ配信、アーカイブ配信） 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 協力：中部大学中部高等学術研究所、国際 GIS センター問題複合体を対象とするデジタル

アース共同利用・共同研究拠点 

 

⑤参加者 

⚫ 111名（登壇大学生・高校生 23名、その他登壇者等 14名、開催日の視聴者 74名） 

 

⑥プログラム 

〇あいさつ 

環境省中部地方環境事務所  

名古屋市立大学副学長 伊藤 恭彦  

〇団体発表「ユースと地域が連携するローカル SDGs」 

金沢星稜大学、中部大学 ESDエコマネーチーム、富山大学、松本大学 

第一学院高等学校 富山キャンパス 

〇話題提供「地域の SDGsの取組～地域社会における SDGsの取組～」 

岐阜県高山市 総合政策課、八洲グループ代表企業 八洲建設株式会社、 

NPO法人イナミライデザイン 

〇ディスカッション 

「ローカル SDGsのために。連携して協働取組を進めよう！」 

進行：原 理史（中部地方 ESD活動支援センター） 

総括：伊藤 恭彦（名古屋市立大学副学長） 
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⑦開催案内 
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(5) 全国センターとの連携協力推進等 

(ア) 全国センター主催会議等への出席 

⚫ 全国 ESDセンターから招聘された全ての会議等に出席し、資料提供などを行った。 

⚫ 中部センターのスタッフは、全国センターの企画運営委員に地方センター代表として選任

されており、企画運営委員会会議（計２回）にも出席した。 

区分 回/開催日 開催方法 会場 実施内容（次第等から抜粋） 

作業部会 

（再掲） 

第１回 

7 月 25 日 

ハイブ

リッド 

青山ブック

センター 

（東京） 

▪ R6 作業部会のスケジュール及びねらいの説明及び質疑応答 

▪ 話題提供：気候変動教育に関する最新動向 

▪ 話題提供：気候変動教育に関する最新動向 

▪ 学び合いプロジェクト説明 

▪ 意見交換：R6 及び R7 学び合いプロジェクトの成果まとめ方につ

いて 

第２回 

2 月 25 日 

ハイブ

リッド 

GEOC 

（東京） 

  第 2 回作業部会のスケジュール等の説明 

  学び合いプロジェクトの説明 

▪ 意見交換：学び合いプロジェクトの今後の進め方について 

全国・地方 

連絡会 

第 1 回 

6 月 27 日 

ハイブ

リッド 

GEOC 

（東京） 

▪ ESD に関する最新動向（文科省） 

▪ ESD に関する最新動向（環境省） 

▪ R6 全国センター活動内容説明  

▪ 地方センター活動内容説明 

▪ 行政レビューに対する進捗・結果報告及び意見交換 

▪ ふりかえり・まとめ 

第 2 回 

1 月 17 日 

ハイブ

リッド 

GEOC 

（東京） 

▪ 令和 6 年度全国センター活動報告 

▪ 令和 6 年度地方センター活動報告① 

▪ 令和 6 年度地方センター活動報告② 

▪ 令和 7 年度 ESD 活動支援センター新規事業についての説明及

び意見交換 

▪ ESD 活動支援センターにおける評価指標の説明及び意見交換 

▪ ふりかえり・まとめ 

全国 

協力団体 

意見交換

会 

第１回 

7 月 24 日 
リアル 

ビジョンセ

ンター 

東京日本

橋 

（東京） 

▪ ESD に関する最新動向（奈良教育大学 教育連携講座/ESD・

SDGs センター 准教授 及川幸彦さん） 

▪ ESD 活動支援センターの紹介 

▪ 全国協力団体から最新の取り組み紹介 

▪ ネットワーキング・名刺交換タイム 

第２回 

12 月１日 

兼催 
ハイブ

リッド 

国立オリン

ピック記念

青少年総

合センター 

（東京） 

▪ 環境教育・ESD 実践動画 100 選認定証授与式 

▪ ポスターセッション 

▪ 基調講演：堅達京子（NHK エンタープライズ エグゼクティブ・プ

ロデューサー）  

▪ パネルディスカッション 

全国 

フォーラム 12 月 1 日 

企画運営 

委員会 

第 1 回 

6 月 27 日 

ハイブ

リッド 

GEOC 

（東京） 

▪ 運営委員自己紹介 

▪ 令和 5 年度地域 ESD 拠点年次アンケート結果報告及び意見交

換 

▪ 令和 6 年度全国センター活動内容の説明及び意見交換 

▪ 行政事業レビュー結果報告及び意見交換 

第 2 回 

2 月 28 日 

ハイブ

リッド 

GEOC 

（東京） 

▪ 令和6 年度ESD 活動支援センター活動報告、質疑応答・意見交

換 

▪ 令和 7 年度 ESD 活動支援センター活動計画、質疑応答・意見

交換 

行政レ

ビュー意

見交換会 

7 月 25 日 
ハイブ

リッド 

青山ブック

センター

（東京） 

▪ 各センター発表 

▪ フィードバック 

 

(イ) ESD推進ネットワークの活動状況調査等への協力・対応 

⚫ 全国センターが地域 ESD 拠点を対象に実施した年次アンケートについて、協力の呼びかけ

等を中部エリアの地域 ESD拠点団体に対して行った。 
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(6) ESD推進のための教育現場等の実態把握と連携強化 

(ア) 専門家への包括ヒアリング 

ヒアリング対象 白梅学園大学 朝岡幸彦 特任教授 

実施日 2025年 1月 25日 9:00～11:00 

○専門領域における現在の ESD/SDGsの取組について 

⚫ 専門は環境教育と言って良い。元々北海道大学で社会教育の特に農民教育の研究をしてい

た。1995年に東京農工大に着任し環境教育の専門課程の研究を担当することになった。 

⚫ 環境教育は 1990 年代に飛躍的に発展している。環境教育学会が 1990 年に設立されたのが

その大きな原動力となった。その発展の過程において環境教育の研究を行ってきた。 

⚫ 最近では長野県飯田市遠山郷における実践研究がそれに当たる。今年度から来年度にかけ

ては新しく高校生 ESD塾の運営に関わっている。 

⚫ ESD の概念自体は特別なものではなく、日本で言うなら例えば環境教育の他に、平和教育、

民主化教育、公害教育、農村教育などは概念的に ESDの要素を含んでいる。 

⚫ 環境教育の発展は、地球環境問題の深刻さについて日本の政府や自治体、各地の実践者が

重要性を認識したことによっており、これらの間でのパートナーシップを促進した側面が

ある。また 1992 年の地球サミットで環境教育に ESD（Education for Sustainable 

Development）という概念が導入されたことは、その後の環境教育と ESDに大きな影響を与

えた。 

⚫ 2002年ヨハネスブルグ・サミットにおいて、我が国より ESDの 10年が提案され、持続可能

な開発に関する世界首脳会議実施計画に盛り込まれた。このような過程の中で環境教育の

視点から ESD がより広範囲に影響を与えており、環境教育が ESD の一翼を大きく担ってい

るという認識でいる。 

○ESDfor2030と「実施計画（第２期 ESD国内実施計画）（案）」についてのお考え 

⚫ 国内実施計画に関しては、策定された時点ではその通りだと思うし、それなりに適切な計

画だったと思う。 

⚫ ただ 2025年現段階においては、コロナパンデミックの影響と社会の急激な変化、そしてト

ランプ政権の復活による世界的な政策の SDGsとの矛盾が世界に及ぼす影響、などについて

の対応が、あたりまえだが、取り入れられていない。 

⚫ すなわち以前からの気候変動等に加えて、ここ数年の世界情勢の変化も加えて地球文明の

リスクが高くなってきており、ESDもこれらに対応しなければならない。 

⚫ これらの要素が計画に反映されていないことから、ESD の実施や実践のあり方を見直す必

要性があると言える。これらの変化に対応し、前向きに取り組むことが新しい ESD の課題

であると考えられる。 

⚫ また、ESD の国民への定着状況が問題だと感じている。例えば SDGs の認識はゴール個別バ

ラバラで、統合的につながりを整理して課題を可視化するような視点での記述が必要なの

かもしれない。 

○学習指導要領における ESDとその推進についてのお考え 

⚫ 学習指導要領には持続可能性に言及はあるが ESD は実はちゃんと記載されていない。これ

は大きな問題だと考えている。これでは現場での ESDへの対応は現実的には促進しない。 

⚫ 具体的な指導資料の整備が必要である。例えば環境教育指導資料のような具体的なガイド

ラインが ESD の実践に不可欠で、その際にそれぞれの地域に根ざしたアプローチが重要と

考える。 
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⚫ 飯田市での ESD 塾の取組はその一つの例で、地域の特性を生かした教育の実践が ESD 促進

の可能性を示唆していると考える。 

○我が国の ESD推進全般についての現状の課題と将来についての考え 

⚫ コロナ渦で実は社会は劇的に変化した。例えば学校にはタブレット端末が一人一台整備さ

れた訳だが、通常ではあり得ない整備速度と言って良い。つまり大きな社会影響は教育現

場にその転換を促進する効果があると言える。 

⚫ そうした意味では教育現場を ESD に向けて推進する重要な社会的影響が二つ考えられる。

それは気候変動影響と南海トラフ地震の社会リスクの増大である。 

⚫ これらのリスクによる地域の課題解決について議論し、気候変動や災害の教育を入口とし

た ESDの推進を図ることは、地域の持続可能性と強靱性を高めるためにも重要と考える。 

⚫ 地域特有の状況を考慮しながら、避難所の運営シミュレーションや地域のリスクマップ作

成など、具体的な防災活動の教育は社会の関連性、将来予測、計画性、コミュニケーショ

ンなどを学ぶ機会として ESDの推進の契機になるのではないか。 

⚫ 例えば避難所を使うということはどういうことなのか。その災害の種類による使い方や地

域での課題を学ぶというのはまさに ESD であり、避難所を実際に見ながら学べるというこ

とでは ESDインフラと位置づけてもいいのではないか。 

⚫ ある意味で地域の課題として身近な、これらのわかりやすく問題が限定されている課題か

らアプローチすることがこれまでの ESDの弱点を補うことになると考える。 

⚫ ESD というとグローバルな問題が提示されて上から降りてくるという、やらされ感がある

と思うのだが、そうではなくて地域の課題を模索する学びを行うことが結果的にグローバ

ルな課題に繋がるという形で ESDを推進することが有効なのではないかと考えている。 

○環境省 EPO中部・中部地方 ESD活動支援センターなど中間支援組織への期待 

⚫ 中部地方は東海側と北陸側とでは地域の認識に大きな差があるかもしれない。気候変動の

影響一つとっても東海地域は暑熱や台風、北陸側では大雪の影響が気になるだろう。 

⚫ また名古屋市のような都市部とそれこそ飯田市遠山郷のような中山間地では、まったく地

域社会の課題が違う。こうした多様な地域特性を踏まえて ESD 支援を行うことが重要だと

考えられる。 

⚫ 特に東海地方の地域にとって、暑熱異常や、豪雨災害、南海トラフなど実感がわくので、

中部地方 ESD活動支援センターには防災など地域特性からのアプローチを期待している。 

 

(イ) 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング① 

ヒアリング対象 富山県立上市高校 石黒友一 教諭（農業科） 

実施日 2025年 2月 22日 11:00～13:00 

○学校の特色と担当内容 

⚫ 富山県立上市高校は総合科として教育を行っており、多様な進路に対応するため進路学習

を重視し、植物バイオテクノロジー、簿記、スポーツⅣ（ダンス）、ペン習字、生活と福

祉など、多彩な科目を開設している。資格に直結する実技系の科目や進学に対応する演習

は、５～20名と少人数による学習できめこまやかな指導が行われている。 

⚫ 自分は農業科目が専門で、前任校では農産品パッケージ開発にも携わってきた。当校に赴

任してからは単元「農業と環境」を担当し授業を実施している。 

〇SDGs教育（ESD）について 

⚫ 以前から国土交通省のボランティアプログラムを活用した河川敷の外来種駆除活動を行っ
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てきた。関連して環境教育として河川生物や河川水の調査を行ってきた。 

⚫ 学校レベルの ESDということで言えば学習内容について 2年生学年全体で SDGsとの紐づけ

を行っている。 

⚫ 担当する授業から発生した環境教育的な生徒の活動として、グリーン同好会がある。生徒

を公募して、特産の里芋やキャベツなどの農業に関する研究、トマトの病気の要因にカビ

の成分が効果があるとの研究、竹林の有効活用としてのチップを活用したキノコ作りなど

の研究を行ってきた。これらは地域と連携しなければならずまた地球環境を見据えて行う

という意味でも ESDと言える。 

⚫ こうした活動は同好会であるため、その継続は教員の資質による。活動が好きな先生がい

れば続いていくが、そうでなければ難しい。 

○学習指導要領について 

⚫ 持続可能性の重要性などは、農業科目ではある意味当たり前で、学習指導要領が後から

乗ってきたという印象。 

○地域との連携 

⚫ 学校レベルとしての地域との連携ではキャリバイトという枠組みがある。これは社会と連

携したキャリア教育としての要素が強く、学校のマッチングで生徒が様々な地元企業にア

ルバイトしにいくことで研鑽を積むものとなっている。意識はしていないが地域と連携し

た ESDと言えなくもない。 

○今後の課題 

⚫ 生徒たちが自分事になりにくいことが問題と感じている。地球環境問題を深刻に捉えるこ

とが難しい。例えば畜産の CO2 排出量を取り上げたりしているが、だからといって CO2 排

出量の多い牛肉パテのハンバーガーをやめて鶏肉の唐揚げにしようという話にはならない。 

⚫ 様々な産業の関連性で循環することが本当に良いのかということについて、多面的に見て

教育しているか疑問なところもある。例えばオーガニックが良いというのはどういうこと

なのか、牛糞をリサイクルして作物を育てる場合、その畜牛は抗生物質は使われていない

のか、安全性は担保されているのかまで考えられる必要があるのではないか。 

○中間支援組織に期待されること 

⚫ 補助金など様々な支援を使って課外活動を行っている。これらの支援制度は学校で使える

ものもたくさんあるのだが、なかなか使われていない。チラシなどを各校に配布してア

ピールするだけでも違うのではないか。 

⚫ 実業系の科目のある高校は実技が伴う部分でいつもお金に困っている。少額でも良いので

申請が簡単で成果を求めすぎない学校向けの支援制度があるとありがたい。 

 

(ウ) 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング② 

ヒアリング対象 愛知県Ａ市立Ｂ小学校 校長、教諭（ESD担当） 

実施日 2025年 1月 30日 13:00～15:00 

○学校の特色 

⚫ 本市は人権教育が盛んで、研究会やその成果としての市教委による冊子の作成など、特徴

ある地域教育が行われてきた。 

⚫ 小学校としての教育目標は「善く生きる子」であり、総合的な学習ではそのために地域と

の連携や、特色ある学校づくりを大切にし、例えば 3 年生「わたしたちのまちをまもるた



 

118 

 

めに」、4 年生「未来の環境を考えよう」、5 年生「くらしを支える産業」、6 年生「20 年後

もすみたいまち」をテーマとして学習活動を行っている。 

⚫ これらの総合的な学習はふるさと学習であると同時に、ESD として位置づけられており、

相手を思いやるソーシャルスキルの習得を目的としている。 

〇SDGs教育（ESD）について 

⚫ ESD は SDGs を達成するための教育と認識している。全学年で ESDの要素を取り入れている。

学習計画の中に ESD カレンダーを取り入れたり、学習成果の進捗を廊下に掲示する ESD す

ごろくに取り組むなどしている。 

⚫ 当校では平成 29、30年度に地方教育事務協議会の委嘱で ESD実践研究を行ってきており、

ユネスコスクールにも登録した（令和 6年度時点では登録解除している）。 

⚫ この研究活動は当時としては先進的であり、例えば一年生の道徳の授業でも「つながりを

尊重する態度」を養うための授業研究が行われている。 

○学習指導要領について 

⚫ 現場レベルでは ESD について学習指導要領を十分読み込んで反映させているとは必ずしも

言えない。 

○地域との連携 

⚫ ふるさと学習の一環で JAや病院関係者の出張授業をお願いしたり、お寺や商店街などを探

索するなどの地域と連携した学習を行っている。 

⚫ 地元特産の野菜の栽培から、地域に広めるためにマルシェやスーパーマーケットに出荷す

る活動なども行っている。 

⚫ その他消防活動や伝統産業など、地域社会と繋がった学習活動を実施している。 

○今後の課題 

⚫ かつての ESD 研究成果が根付いているかとなると疑問が残る。どうすればその成果を継続

定着できるかを問題意識として持っている。 

⚫ 様々な行事が ESD として取り組まれてきていたが、現在は行事そのものが目的化して形骸

化してきている。学習計画として記載できても行事をなぞっているだけになっているので

はと心配している。 

⚫ ESD の研修会を行って先生方に気をつけてもらってはいるが、プログラムをなぞっている

状態で魂が込められていないのではないか。実際にはプログラムや行事を行うのが精一杯

な状態なので、いかに先生方の納得と理解が得られるかが問題となる。 

⚫ これらの行事で子供たちのモチベーションが上がってくるのかが気になるところである。 

⚫ 地域とのつながり方にも問題がある。地域のニーズに合わなくなってきている。カウン

ターパートの高齢化で、前例踏襲では難しくなってきている面もある。またつながり方が

担当の先生によって違う。共有する方法が必要。 

⚫ やはり先生方が忙しすぎる。保護者対応の時間も多く、教師に欠員が出ても迅速な補充と

はいかない。講師に手伝ってもらっているが、常にぎりぎりな状況にある。 

○中間支援組織に期待されること 

⚫ 地域と学校の連携の様々な事例の紹介があるとありがたい。 

⚫ 教員は異動があり、学校レベルでの取組の継承の仕組みが必要と考えられる。そのための

ツールや仕組みがあるとよい。 

⚫ 例えば ESD 専門のアドバイザーに継続的に見てもらい、取り組んでいる ESD が適切かの

チェックや相談をできるとありがたい。 



 

119 

 

 

(エ) 中小企業経営者等を対象にしたヒアリング① 

ヒアリング対象 
株式会社こいけやクリエイト（「とよた SDGsパートナー」登録団体） 

代表取締役 西村新 

実施日 2025年 2月 20日 13：00～15：00 

○現在の SDGsの取組について 

⚫ 学生時代から情報発信に興味があり、2011 年に今の会社を立ち上げた。もともとの本業は

ベースデザイン、グラフィックデザイン、Web デザインの会社。情報発信を生業としてい

る。その中で持続可能な社会に役立つ地域情報が重要だと感じ、CSR 的に「耕 Life」とい

う地域情報イベント発信のフリーペーパーを作成配布する活動をしており、それが SDGsの

取組と言える。 

⚫ この取組は地域の置いてくれる事業者の広告料でまかなわれており、年 4 回の季刊発行で

50号を超える実績がある。すべての号一セット全部ほしいという方もいる。 

⚫ 養蜂家の記事の作成の過程、自分で興味を持ち、現在養蜂事業を行い蜂蜜の販売も行って

いる。 

⚫ 様々な取材やお付き合いの中でつながりが形成され、イベントで出会った男女がこの価値

観に共感して結婚し Uターン、Iターンの田舎暮らしを求めて地域に定着した例もある。 

⚫ 豊田市の地域支援課とも連携しており、フリーペーパーの設置箇所の協力や、豊田市博物

館のカフェの指定管理を引き受けるなどの協働も生まれている。 

⚫ もともと「耕 Life」の発行や千年委員会の活動など、個人的には持続可能社会について前

から活動していたところに、後から SDGs といういい言葉ができたと思っている。「とよた

SDGs パートナー」への登録もその流れで行ったもので、特別に SDGs のための取組を行っ

ているという意識ではない。言われれば SDGsかなというところ。 

⚫ 直接的な営業をしている訳ではなく、波風立てず自然体で仲間作りをしているのが無理し

ない活動に繋がっている。これらの活動で生産と消費が直につながったり、地域の有り様

を可視化できているというところがフリーペーパーの特徴で、地域での様々な種まきを

担っていると考えている。 

○SDGsを推進するにあたっての ESDについて 

⚫ 毎号の「耕 Life」の目次のページに、持続可能性のコンセプトが示されており、それに

沿った記事が掲載されている。それが対外的な ESDと言えるかもしれない。（以下引用） 

⚫ （～前略）自分の生活の周りで起きていること、成り立ちにちょっと目を向ける、そんな

ことから自分の人生を耕すことは始まっていくと思います。読者のみなさんと共に

「食」・「農」・「暮らし」・「環境」・「文化」について考え学んでいきたいと思います。「耕

Life」では地域に根ざした食や農、暮らしや環境、文化に関するイベントや様々な取り組

みをしている方々の情報を発信していきます。この「耕 Life」をきっかけに、皆さんのラ

イフスタイルが、人生を育てる『耕』に取り入れられますように・・・ 

⚫ 読者のお便りもよくいただくが、一方向でないこうしたやりとりは教育的と思える。 

⚫ またこのコンセプトを始終目にしている社員は自然とそのような発想をするようになって

いる。 

⚫ 子供たちの職場体験も積極的に受け入れており、そうした場所として ESD の場となってい

ると言える。 
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○SDGs/ESDの取組の課題 

⚫ あまり課題として深刻に考えていない。できる範囲で豊田市外にも広げており、ニーズが

あれば外部でのことに手伝うことも考えたい。バランスが大事だと思う。 

⚫ （お金ではなくて）豊かさとは何かということを考えながらの取組が大切だと思う。

Wellbeingはその結果として評価されるべきものかもしれない。 

○SDGs/ESDの取組の支援 

⚫ 補助金とか、人の手当てとかはもちろんあるが、個人的にはプラットフォームを維持する

ことが大切だと考えている。例えばみんなで職場体験などのネットワークができたらいい。 

 

(オ) 中小企業経営者等を対象にしたヒアリング② 

ヒアリング対象 
株式会社スズマサ（「とよた SDGsパートナー」登録団体） 

代表取締役 鈴木崇義 

実施日 2025年 2月 20日 10:00～12:00 

○現在の SDGsの取組について 

⚫ 本業は土木業と不動産業で、土地を通して地域づくりを行っている。とよた SDGs パート

ナー登録、愛知県の SDGs登録など世の流れで行っている。 

⚫ SDGs の取組として、特別なこととしては豊田環境ビジョン協議会という関係業者 13 社の

地域の土木組合があり、災害倉庫の設置などを行っている。 

⚫ SDGs の取組というのは何かを新しく行うというよりは、社会の一員としてやってはいけな

いことをやらない、ということではないかと考えている。例えば悪いことをしない、地域

社会で必要なことはやるということではないか。 

⚫ 逆に言うと今の仕事はすべて SDGsに繋がっている。地面を扱っているので、人が暮らしや

すい土地づくりを目指している。困っている人の相談を受けて、地域にお金が残るように、

その人たちが暮らしやすいようにという活動は SDGsではないか。 

○SDGs取組のきっかけについて 

⚫ 岐阜県の三承工業株式会社の社長さんの講演を聴いたのがきっかけ。講演の中で外国人に

不動産を借りてもらった時にすごく感謝されたという話が出てきた。彼らはコンビニでた

むろしていたり、野外パーティで迷惑がられているが、好きでそこでたむろしている訳で

はない。そういう場を借りられず、用意することができなかったからだ、との話を聞いて

すごく刺激になった。世のため人のための仕事の仕方が SDGsかと納得した。 

⚫ 外国人にも目を向けなければと、ネパールの人を社員として入れてみた。ただその人はと

てもシャイで営業がまったくできず、うちのような小さな会社に向いていなかった。今は

大きな企業で働いている。 

○SDGsを推進するにあたって、社内教育（ESD）や外部への発信について 

⚫ 社内教育の必要性はよくわかっているが十分勉強しているとは言えない。現在は社長個人

のラインでの情報発信程度。 

⚫ ただ地域のお祭りに参画している関係で、社員が一人入ってくれて頑張っている。地域の

祭りは住民だけでは維持できず地元企業の参加が不可欠な状況になっている。豊田青年会

議所の後輩たちにも声をかけている。 

⚫ こうした地域貢献の様々なつながりは、いろいろなところに波及している。そうしたこと

が SDGsの学び（ESD）と言えるかもしれない。 

⚫ 経営としてのメリットは大きくない。けれど人の縁は大きい。いろいろなつながりが最後
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にはもどってくるのではないか。社会活動すなわち人の縁すなわち SDGs の学び（ESD）の

取組と言える。 

○SDGs/ESDの取組の課題 

⚫ 教育ということで言えば、その陰の部分を見るべき。例えばいじめとか、不登校とか、引

きこもりとか。その一部でも社会にちゃんと参加したら重要なプレイヤーになるはず。 

⚫ 例えば教育の委員会に参加しているが、報告を見るといじめ問題は必ず解決されるという

ことになっている。「そんなことあるかい」と常識的には思える。きれい事にして隠され

ていることは大きな問題なのではないか。 

○課題の解決に向けて、SDGs/ESDの取組の支援の方法 

⚫ 人の縁をつなぐ人、相談できる人、そういうところに手当することが少ないのではないか。 

⚫ 社会活動、スポーツや文化や環境などの分野では「縁」が大切だが、こうしたつながりを

作る仕事が評価されていない。必要なところには投資を行い、できる人がその場所で働け

る仕組みを作ることが重要なのではないか。 

○SDGs/ESDの取組の今後の期待 

⚫ 弱者に対する愛がほしい。稼いでいる企業ほど SDGsの思想が足りない。正直者が馬鹿を見

る構造になっている。 

⚫ SDGs が選ばれる社会になってほしい。そのためには消費者へのうまい発信の仕方が必要。

一つ間違うと SDGsの偽善者（SDGsウォッシュ）になる。 

○その他 

⚫ 気候変動は身近な問題になっている。特に屋外での仕事が多いので熱中症問題に関心を

もっている。 
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(7) ESD/EPOの行事等を通じた意識や行動の変容の把握 

1 

行事名 
2025年 1月 15日開催 

環境へのアプローチを活かした鳥羽創発ミーティング 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 鳥羽市環境課 中井氏 

方法 メールヒアリング 

内容 

・ 

結果 

• ご参加いただいた皆様には、とても楽しい時間を過ごしていただいたのではな

いか。 

• 今回のミーティングを開催し、鳥羽市の環境問題について皆で考えるよい機会

となった。とりわけ、この鳥羽の美しい海を豊かな海とすべく、子ども達に託

せるよう、自分たちの身近なことから行動をおこしていきたいと考えるように

なった。 

• 来年度も実施できることを期待したい。 

2 

行事名 
2024年 12月７日、2025年２月 22日開催 

地域循環共生圏フォーラム in上市町（全２回） 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 
一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま） 堺氏 

※EPO中部・協働コーディネーター 

方法 オンラインヒアリング 

内容 

・ 

結果 

• 富山県上市町で２回開催した「地域循環共生圏フォーラム in 上市」において、

参加者から「ここで終わらせずにしっかりやっていきたい」という声があっ

た。具体的には、ハーブの提案をした古野さんは具体化するためのイメージが

できている様子であった。 

• 柿のプロジェクトも、アイデアベースであってもフォーラムの中でしっかり考

えたことで、単に柿が余っていてもったいない、あるいは、クマの被害が出る

から伐採すればよいといった短絡的でない発想が得られたという変容があっ

た。 

• 上市高校との関係構築もできた。上市高校の職員研修への協力を依頼されてお

り、今回のフォーラムにより、SDGs や循環・共生といった概念を教師へ浸透さ

せる必要があるという高校側の気づきにつながったようだ。 

• フォーラムで茶木さんの取組を上市の人たちに伝えることができた意義も大き

い。茶木さんのところでキャリア・バイトをしていた高校生は、高校で竹の循

環プロジェクトに取り組んでいるが、今回のフォーラムによって、竹の循環の

みならず、経済循環や人のつながりについても考える必要があることへの理解

につながっていた。 

• 今年度のフォーラムで種まきはきちんとできたのではないかと感じている。今

後の展開について、個人的なアイデアはあるが、ハッピー上市会で地域づくり

に取り組んでいる人のところを上市会の人が相互訪問を行ったり、学生が訪問

するなどのエクスカーション（視察旅行）を実施してもよいのでは。 

• 具体的には PEC とやまが毎年請け負っている大学のフィールドワークを、次年

度は上市町で実施するというアイデアもある。若者、学生たちが上市町を訪問

することで、地域の人々を勇気づけ、マスコミの注目も集められる可能性があ

る。 
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3 

行事名 
2024年 12月７日、2025年２月 22日開催 

地域循環共生圏フォーラム in上市町（全２回） 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 
株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ 茶木氏 

※EPO中部・協働コーディネーター 

方法 オンラインヒアリング 

内容 

・ 

結果 

• フォーラムに参加して「自分にも何かできるのではないか」と考えて自社(店

舗)を訪問してくださった方や、発表したローカル SDGs アイデアの具体化の相

談などが寄せられており、フォーラム開催によってこんなに人が動いてくれる

のかと大変驚いた。 

• 今後の活動として、フォーラムで発表されたアイデア実現に向けて進めていき

たい。具体的には、地域の方々や若い世代を巻き込んだプラットフォームか同

好会、協議会などのグループ立ち上げが必要と考えている。 

• まずは緩やかなつながりで、組織や会合を発足させた上でローカル SDGs アイデ

アを実現していく方法を、集まったメンバーで考えていきたい。また、自社で

は特産品づくりを行っているため、それに関連する部分でお手伝いできること

があれば協力していきたい。 

• フォーラムで出たローカル SDGs 事業のアイデアを具体的に準備・企画等して進

めていくことは、地域側の役割と考えている。また、EPO 中部とも連携し、

フォーラムで生まれたアイデアを形にするために、先進事例情報の提供やス

タートアップ・イベント等の開催など、何らかの形で協力も期待したい。 

4 

行事名 

2024年 11月 22日、23日開催 

自然資産を活かした地域・人づくり ESDダイアログ 

山と水と人間と ESDダイアログ 2024～飛騨高山からの ESD発信 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 岐阜県高山市 環境政策課長 清水氏 

方法 電話によるヒアリング 

内容 

・ 

結果 

• 高山市の環境政策課が所管する「乗鞍山麓 五色ヶ原の森案内センター」の案内

人がダイアログに参加しており、大きな刺激を受けたとのこと。 

• 五色ヶ原の地域は散策道が設けられ市外からの来訪者に対する案内を行ってい

たが、ESD・環境教育の観点での話も重要であることが理解でき、そのような話

し方をしていこうと考えている。 

• 市外からだけでなく市内の住民に対してのアピールも重要で、ふるさと教育と

しての意義が大きいので積極的にシビックプライド醸成のために活動したいと

のこと。 

5 

行事名 

2024年 11月 11日開催  

学び合いプロジェクト実践活動 

2024 ESD for SDGs実践セミナー「学び合いの場づくり」実務者研修 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 富山県坂井市役所 環境推進課長 北川氏 

方法 電話によるヒアリング 

内容 

・ 

結果 

• 参加者の内、環境推進課の職員については、「学び合いの場」の実際の企画の

議論を行う過程で、様々な施策アイデアが出てきており、他の担当の各部署に

アイデアを提供している。例えば脱炭素を進めるために木質バイオマスを使う

にしても域外から導入するのではなく、県内産で薪ボイラーを使えないか森林

担当部局に提案するなどの波及効果が出ている。 

• 市民協働課の参加者が、各地区で幸福実感ワークショップ「まち未来トーク」

を並行して開催しており、企画ノウハウの習得のモチベーションも高く、本イ

ベントでの気づきやノウハウを以降のワークショップに反映している。 
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6 

行事名 
2025年 2月 1日開催 

2024年度 SDGs学生サミット 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 都留文科大学准教授 田開先生（前 松本大学専任講師） 

方法 電話によるヒアリング 

内容 

・ 

結果 

• エントリーした松本大学の田開ゼミの学生は前年度の同イベントで構想段階の

活動発表を行った後、本イベントでの発表も目標にして活動してきた、という

意味で非常に大きな学びと行動変容があったと考えている。 

• 特に活動において行政やフィールドとした動物園との連携に齟齬が生じた段階

で、中部地方 ESD 活動支援センターにオンライン相談ができたことは非常に大

きな助けになったと考えられる。 

• 本イベントでの活動発表に向けて活動をとりまとめ、報告書にも反映できると

いう点でも効果的で、オンラインプラットフォームとしてゼミ学生の ESD に大

いに役立った。 

 

 



 

125 

 

７ 関係主体との連携及び協働に関する業務 

(1) 中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

ア 定期的な打合せと日々の業務報告の提出 

(ア) 定期打合せ 

⚫ 中部地方環境事務所の担当官との定期的な打合せを月１回頻度で実施し、業務の進捗状況、

方向性などについて協議を行った。９月以降はオンライン打合せを週１回程度行った。 

 実施日等 主な打合せ協議事項 

第１回 4 月 5 日 
１．｢第７期業務事業計画」「令和６年度業務実施計画」案について 

２．地域循環共生圏事業の採択団体への連絡（業務着手）について 

３．ESD/EPO 運営委員会について 

第２回 4 月 17 日 
１．「令和６年度業務実施計画」案について 

２．地域循環共生圏事業の参加団体との打合せヒアリングの日程調整について 

３．ESD/EPO 運営委員会について 

第３回 5 月 14 日 
１．ESD/EPO 運営委員会について 

２．イベント／会合業務について 

３．地域循環共生圏事業支援について 

第４回 6 月 19 日 
１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業支援について 

第５回 7 月 10 日 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．第１四半期報告書について 

４．その他（高校生インターン、アサヒ飲料主催 SDGs フォーラム出展について等） 

第６回 8 月 26 日 
１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．三つ折りリーフレットの改訂について 

第７回 
9 月 2 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．その他（三つ折りリーフレット、高校生インターンについて等） 

第８回 
9 月 9 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

第９回 
9 月 17 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

第 10 回 
9 月 24 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

第 11 回 10 月 8 日 
１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．第２四半期報告書について 

第 12 回 
10 月 16 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．第２四半期報告書について 

第 13 回 
10 月 21 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

第 14 回 
11 月 5 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

第 15 回 
11 月 18 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．第２回運営委員会について 

第 16 回 
11 月 25 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．外部評価対応について 

４．12/22 ユース大会について 

第 17 回 
12 月 2 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．外部評価対応について 

４．その他（12/22 ユース大会等） 

第 18 回 
12 月 16 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．外部評価対応について 

４．第２回運営委員会について 
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 実施日等 主な打合せ協議事項 

第 19 回 
12 月 23 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．第２回運営委員会について 

第 20 回 
1 月 6 日 

オンライン 

１．業務全体の実施状況の確認 

２．イベント／会合業務について 

３．地域循環共生圏事業について 

４．第２回運営委員会について 

第 21 回 
1 月 20 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．第２回運営委員会について 

４．第３四半期報告書について 

第 22 回 
2 月 3 日 

オンライン 

１．業務実施状況の確認 

２．イベント／会合業務について 

３．地域循環共生圏事業について 

４．第２回運営委員会 2/12 について 

５．外部評価 3/4 について 

６．年間報告書について 

第 23 回 
2 月 10 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．第２回運営委員会 2/12 について 

４．外部評価 3/4 について 

５．年間報告書について 

第 24 回 
2 月 17 日 

オンライン 

１．イベント／会合業務について 

２．地域循環共生圏事業について 

３．外部評価 3/4 について 

４．その他業務について業務実施状況表で確認 

第 25 回 3 月 12 日 
１．残り業務の実施状況の確認 

２．年間報告書原稿案の確認 

 

(イ) 日々の業務報告提出 

⚫ 日々の業務についての「月次報告書」を作成し、業務内容等を記入したものを毎月（月初

めに）、中部地方環境事務所へ提出した。 

⚫ 施設の運営・利用状況（次表）、相談対応票  、EPO 中部が関わった審議会・委員会・検

討会・会議等（他団体主催のもの）  について、月次で報告資料を作成、提出した。（※

  ：本報告書該当ページへリンクあり。） 

⚫ EPO 中部施設の運営状況（業務実施日数・開館日数）、来館件数とメール・電話による問合

せ件数等は、次の通りであった。 

 

【施設の運用状況・使用状況等】 

 
業務実施

日数・計

（日） 

開館日数・

計（日） 

来館者数・計（人） 来館件数・計 
メール・電話による問

合せ件数（件） 
スタッフ体制・計 

 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（件/日） 
 日平均 

（人/日） 

4月 22 21 29 1.4 16 0.8 20 1.0 67 3.0 

5月 21 21 12 0.6 8 0.4 13 0.6 67 3.2 

6月 20 20 7 0.4 5 0.3 3 0.2 64 3.2 

7月 23 22 12 0.5 8 0.4 29 1.3 67 2.9 

8月 17 16 10 0.6 4 0.3 21 1.4 56 3.3 

9月 20 19 8 0.4 3 0.2 5 0.3 63 3.2 

10月 24 22 7 0.3 4 0.2 12 0.5 85 3.5 

11月 23 20 1 0.1 1 0.1 6 0.3 73 3.2 

12月 21 19 10 0.5 5 0.3 9 0.5 56 2.7 

1月 20 19 6 0.3 3 0.2 11 0.6 62 3.1 

2月 21 18 7 0.4 6 0.3 4 0.2 72 3.4 

3月 13 11 4 0.4 3 0.3 6 0.5 41 3.2 

計 245 228 113 0.5 66 0.3 139 0.6 773 3.4 
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イ 中部地方環境事務所が開催する会議（外部評価委員会）への対応 

⚫ 中部地方環境事務所が実施した外部評価委員会に提示する資料として、自己評価シート、

令和６年度（2024年度）の業務実施報告資料を作成し、中部地方環境事務所へ提出した。 

⚫ ３月４日に実施された外部評価委員会に EPO中部も出席し、資料説明等を行った。 

 

【作成・提出した業務実施報告資料】 
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ウ 環境白書を読む会への企画・運営支援 

①イベント名 

⚫ 令和６年版環境白書を読む会「それぞれの地域でそれぞれの活動」 

 

②日時 

⚫ 2024年９月 25日（水）18：00～20：00 

 

③会場・運営方法 

⚫ 会場：越前市生涯学習センターｅホール（福井県越前市） 

⚫ オンライン：webexミーティング 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省中部地方環境事務所 

⚫ 共催：越前市 

 

⑤参加者 

⚫ 57名（会場参加 18名、webex参加 39名） 

 

⑥プログラム 

第１部 環境本省から、白書の概要説明 

〇環境白書… 環境省 大臣官房総合政策課 環境計画室 

〇循環型社会白書… 環境省 環境再生・資源循環局総務課 循環型社会推進室 

〇生物多様性白書… 環境省 自然環境局自然環境計画課 生物多様性戦略推進室 

〇質疑応答 

第２部 地域の団体等からの活動紹介 

〇合同会社 ローカル SDクリエーション 代表 三田村 佳政 氏 

〇NPO法人 日本ホタル再生ねっと 理事 松田 元栄 氏 

〇越前市 環境農林部環境政策課 

〇意見交換 
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⑦開催案内チラシ 
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エ 全国ユース環境活動発表大会への参加・協力 

①審査委員の推薦 

⚫ 全国ユース環境活動発表大会実行委員会（環境省／独立行政法人環境再生保全機構／国連

大学サステイナビリティ高等研究所）が主催する「全国ユース環境活動発表大会」中部大

会の審査委員として、EPO 中部から、特定非営利活動法人長野県 NPO センター・事務局長

の阿部今日子氏を推薦した。 

 

②中部大会への参加 

⚫ 12月 22日に開催された中部大会に、EPO中部スタッフがオブザーバー参加し、出場校や関

係者との情報収集・情報交換を行った。 

 

③参加団体の情報発信 

⚫ 全国ユース環境活動発表大会の出場校の募集について、EPO 中部ウェブサイトで広報協力

を行った。 

⚫ また、中部大会、全国大会の様子を EPO中部ウェブサイトで紹介した。 

掲載 URL：https://www.epo-chubu.jp/epo-news/28140.html 

 

 

 

  

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/28140.html
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(2) 全国ネットワークの活用及び連携の確保・強化 

⚫ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター等のネットワーク活用と連携の確保・強化を

図るため、GEOC等が実施する会議に出席した。 

 

①検討会議・全国 EPO連絡会等への出席 

⚫ 第２回全国 EPO 連絡会は中部での開催となったため、中部地方環境事務所と協議のうえ、

富山県富山市で開催することが決定し、本会議の会場の確保、会議終了後のエクスカー

ション実施など、開催・運営のための支援を行った。 

⚫ エクスカーションについては、富山県の２名の協働コーディネーターと、運営委員の協力

を得て、地域側の受け入れ等について協議・調整等を行った。 

 

※ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業に関連する会合、及び ESD 業務の関連

会合は、各該当章に記載。 

区分 開催日 開催方法 場所 実施内容等（次第等から抜粋） 

協働取組の効果最大化

に関する検討会議 

EPO のミッション捉え

直しタスクフォース 

9 月 20 日 ハイブリッド 
GEOC 

（東京） 

▪ 地域での協働のプロセス実践とその伴走支援につ

いて 

▪ 地域での協働のプロセス実践の共有ネットワーク

について 

▪ ディスカッション 

全国 EPO 

連絡会議 

第１回 

6 月 12 日 

-13 日 

ハイブリッド 
GEOC 

（東京） 

▪ 【議題 1】改訂された促進法の基本方針に則った今

年度の EPO 事業の概要 

▪ 【議題 2】SH 連携促進事業の今年度の方向性 

▪ 【議題 3】自然資本活用に関する意見交換会の今年

度の方向性 

▪ 【議題 4】地球環境基金との連携に関する今年度見

通し 

第２回 

10 月 1 日-

3 日 

ハイブリッド 

富山県民

会館 

（富山県

富山市） 

▪ 【議題 1】地域における活動主体と EPO の協働につ

いて 

▪ 【議題 2】地方における地方事務所と EPO 受託団体

の協働について 

▪ 【議題3】地球環境基金との連携における EPO の活

用について 

▪ EPO 受託者会議 

 

※エクスカーション：EPO 中部による開催支援で実施 

▪ エクスカーション①：協働コーディネーターによる昼

食弁当提供、ブラとやま 

▪ エクスカーション②：南砺市井波地区、南砺市エコ

ビレッジ推進事業関連施設の視察エクスカーション 

第３回 

1 月 16 日-

17 日 

ハイブリッド 
GEOC 

（東京） 

▪ 【議題 1】今年度の議論まとめと事務所内での協働

取組事例の共有 

▪ 【議題 2】令和 7 年度に向けた各事業の確認 

▪ 【議題 3】令和 7 年度に向けた基金連携の確認 

▪ EPO 受託者会議 

 

②EPOネットワーク強化等に関するミーティングへの参加 
区分 開催日 開催方法 場所 実施内容等（次第等から抜粋） 

EPO ネットワーク勉強会 

情報交換会 
12 月 20 日 ハイブリッド 

GEOC 

（東京） 

  話題提供①「静動脈連携」：見山 謙一郎（昭和女子

大学 人間社会学部 現代教養学科 教授） 

  話題提供②「ネイチャーポジティブ-生物多様性保

全を巡る議論の軌跡-」：橋本 禅（東京大学大学院

農学生命科学研究科 准教授） 

  意見交換・質疑応答 
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③その他会合／催事等の出席・協力等 
区分 開催日 開催方法 場所 実施内容等（次第等から抜粋） 

ERCA 連絡会議 7 月 22 日 
ハイブリッ

ド 

ERCA 

（神奈川県 

川崎市） 

▪ 2025 年度地球環境基金募集案内及び地域課題調

査等のパイロット事業について 

▪ 2025 年度地球環境基金助成金の募集、説明会実

施概要について 

地域脱炭素ネットワー

キングイベント 
8 月 30 日 リアル 

東京国際 

フォーラム 

（東京） 

※マッチングの場のファシリテーターとして協力 

▪ イベントのグランドルール説明 

▪ 地方公共団体プレゼンテーション 

▪ 地方公共団体と企業のマッチング 

▪ 名刺交換等交流会・企業によるピッチ/ブース出展 

 

【第２回全国 EPO連絡会の終了後に実施した富山開催エクスカーション】 

※EPO中部が企画・運営 

 

 

 





 

137 

 

８ 外部資金を活用した事業 

(1) 環境再生保全機構への協力 

⚫ 年間予算：329,532円 

 

①地球環境基金 EPO連絡会への出席 

⚫ 第 1回全国 EPO連絡会（６月 12日・13日開催）において、環境再生保全機構及び全国の地

方 EPO を交えた今年度の業務についての協議・確認を行う会合が併催され、EPO 中部も出

席した。 

⚫ ７月 22 日に開催された環境再生保全機構・EPO 連絡会議に出席し、機構と EPO の今後の連

携展開について協議を行った。 

 

②地球環境基金の次年度募集に関わる説明会等の開催 

⚫ 来期（2025年度）募集分の地球環境基金の中部説明会を、主催：環境再生保全機構、協

力：EPO中部により10月18日に開催した。 

⚫ 説明会の開催後、実施報告書を作成し、環境再生保全機構へ提出した。 

 

【提出した地球環境基金説明会の実施報告書】 
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【地球環境基金説明会の開催案内チラシ】 
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(2) 環境研究総合推進費委託事業への協力 

⚫ 支払額：現地調査先 1か所につき 200,000円（税抜） 

 

①依頼内容 

⚫ 現地調査先及び研究チーム担当者との、現地ヒアリング日程調整及び場所の調整 

⚫ 現地ヒアリングへの同席（１か所あたり１回程度、２名） 

⚫ 現地ヒアリングに当たっての補足情報の提供（メール等） 

 

②現地調査 

⚫ 一般社団法人スマート・テロワール協会：7月 30日・31日実施 

⚫ おわせ SEAモデル協議会：8月 8日・9日実施 

 

(3) 愛知県環境学習コーディネート業務 

⚫ 年間予算：668,800円  

⚫ 環境学習に関する愛知県内の学校・企業等からの相談、照会依頼に対し、相談業務６件、

コーディネート業務 10件を実施した。 

№ 受付日 
依頼先

区分 
分野 依頼内容 

相
談 

コーディネート 

 実施日 参加人数 

1 4月8日 行政 
地球温暖化、消費生活・衣食住、ごみ・

資源循環、3R 
環境講座の講師の紹介。 ① ― 

5月11日 

(中止） 
― 

2 4月16日 中学校 
SDGs⑦（エネルギーをみんなに、そし

てクリーンに） 
環境講座の講師の紹介。 ― ① 6月10日 745名 

3 4月30日 民間 SDGs⑬（気候変動） 
地球温暖化をテーマとする学習会（5

回）の講師の紹介。 
② ― 

8～10月（5回）  

（中止） 
― 

4 5月2日 民間 
ごみ、資源、リサイクル、環境全般、

SDGs 
環境講座の講師としての登録希望。 ③ ― ― ― 

5 5月17日 行政 
地球温暖化・エネルギー・自然への愛

着 
緑のカーテン教室の講師の紹介。 ― ② 

6月3日・ 

11日 
210名 

6 6月3日 民間 

SDGs⑦（エネルギーをみんなにそして

クリーンに）、⑭（海の豊かさを守ろ

う）、⑮（陸の豊かさも守ろう） 

環境学習の企画および講師の紹介。 ― ③ 8月18日 30名 

7 6月27日 民間 地球温暖化 
温暖化による自然災害の学習会の講

師の紹介。 
― ④ 8月3日 15名 

8 7月2日 行政 SDGｓ⑬（気候変動） 
市職員を対象とする環境セミナーの講

師の紹介。 
― ⑤ 10月4日 50名 

9 7月4日 民間 
SDGs⑮（陸の豊かさも守ろう）、⑭（海

の豊かさを守ろう）、⑬（気候変動） 
環境教室の講師のサポート ― ⑥ 8月18日 92名 

10 7月16日 小学校 干潟について 

干潟や干潟に生きる生き物と、海のご

みが生き物に与える影響について学

ぶ授業の講師の紹介。 

― ⑦ 9月17日 46名 

11 7月26日 小学校 地球温暖化、ごみ問題 
地球温暖化やごみ問題を学ぶ総合学

習の講師の紹介。 
― ⑧ 10月8日 80名 

12 9月3日 民間 

SDGs④(質の高い教育)、⑰(パート

ナーシップ)、⑬（気候変動)、⑭(海の豊

かさ)、⑮（陸の豊かさ） 

動物の専門学校における環境教育に

ついて検討する会議への参加。 
④ ― ― ― 

13 9月5日 行政 環境、ごみ問題・4R 
環境フェスティバルへの出展者の紹

介。 
⑤ ― ― ― 

14 9月12日 行政 
SDGs⑫（つくる責任、つかう責任）、④

(質の高い教育）、⑬（気候変動） 

食品ロスをテーマとする環境講座の講

師の紹介。 
― ⑨ 2月9日 27名 

15 10月28日 行政 
川に親しみ、川を理解し、川を守り、川

の水質を良くする 

小学生を対象とする水生生物調査の

講師の紹介。 
⑥ ― 

令和7年 

5月末～6月 
― 

16 12月20日 行政 
ごみ処理・リサイクル、地球温暖化、自

然 
環境学習の企画内容と講師の紹介。 ― ⑩ 3月1日 8名 

合     計 6 10  1,303名 
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９ 今後に向けて 

ア 現状・課題の整理と今後の展開 

(ア) 基本業務について 

①現状・課題の整理 

⚫ EPO 中部への相談件数、来館者数、メール・電話での対応件数等は、ここ数年、微増減を

繰り返しており、ほぼ横ばいに推移している。 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターのリーフレットについて、第７期の目標・役割

を掲載する改訂を行ったうえで印刷・配布し、２月末までに主催イベントや地域からの招

聘イベントなどで計 460 部を配布した。そのほか、EPO 紹介スライドを用いて、イベント

等では EPOの紹介を行うようにしている。 

⚫ EPO を紹介した際の反応から、受け手の多くが初めて EPO について知ったと考えられるこ

とから、EPO 中部及びその役割については引き続き周知に努め、認知度向上が課題になっ

ていると考えられる。 

⚫ EPO 中部による情報の受発信では、今年度新たに EPO 中部ウェブサイトの「お役立ちツー

ル」コーナーにおいて、「地域の環境学習・環境イベントのお役立ちリンク集」ページと、

EPO 中部のワークショップ・プログラムとして「環境アクション for2050 を考える｣グルー

プディスカッションのプログラム（及びツール）を新設した。また、「地域循環共生圏づ

くり支援セミナー」の動画と冊子も公開し、「地域循環共生圏」コーナーでも活用ツール

として紹介・掲載した。 

 

②今後の展開 

⚫ ウェブサイトで新たに公開したページ、ツールの周知を図りつつ、EPO のほかの業務、地

域からの招聘イベントなど、機会を得る都度に紹介、活用していく必要がある。 

⚫ 情報発信とその他イベント業務等を連動して展開し、EPO中部の認知度向上と共に、EPOの

役割として EPO が「できること／行っていること／支援すること」の内容について周知を

図っていく必要がある。また、その際には EPO の役割が具体的に想起できるよう、公開し

たツールを紹介しつつ、その活用を呼びかける。 

⚫ 特に、今年度作成した「地域循環共生圏づくり支援セミナー冊子」や「活動評価チェック

リスト」については、ほかの業務の事例等でも活用し、その試行・実践結果について公開

しつつ、事例としての蓄積も行う。さらに、その事例に対する EPO による次の支援のあり

方を検討・確認等するツールとしても活用することが可能である。 

 

(イ) EPO業務について 

①現状・課題の整理 

⚫ 協働コーディネーターとの連携業務として、地域循環共生圏フォーラムを富山県上市町で

開催し、富山県の協働コーディネーターである堺氏（PEC とやま）と茶木氏（(株)

ティー・ツリー・コミュニケーションズ）の協力を得て、上市町における地域循環共生圏

づくりの実践に向けた仕掛けづくりに取り組んだ。 

⚫ 協働コーディネーターとの意見交換会では、地域活動の課題感や、地域循環共生圏づくり

における中間支援の重要性や課題についての意見交換を行い、ここで提示・抽出された地

域実践者の声や地域活動における課題等を、EPO のほかの業務のイベント企画やワーク

ショップ・プログラムの検討等において活用・反映することができた。 
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⚫ 地域循環共生圏づくりの活動評価手法の検討業務では、有識者検討ワーキングを実施し、

ワーキング委員に地域循環共生圏づくり支援セミナーに登壇いただくトークセッションを

実施する連動企画とした。また、トークセッションの内容を記事にした成果冊子を作成し、

セミナー動画と共に公開した。 

⚫ 富山県上市町でのフォーラム開催など、地域循環共生圏づくりの実践事例や案件創出を目

指した取組支援を展開しているが、連携・支援先が特定地域のみの対象とならざるを得な

い側面もあり、多様なイベントの企画・実施と、より幅広い主体との連携強化が重要と

なっている。 

 

②今後の展開 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援セミナー動画や冊子をツールとして活用を図る。地域循環共生

圏づくり支援体制構築事業の選定団体をはじめとする地域づくり活動主体に活用されるよ

う紹介しつつ、EPO自身の主催行事等でも活用・紹介する。 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援セミナーの企画として、次年度以降においては、中間支援に焦

点をあてるなど、３カ年度のシリーズ企画（ステップアップ企画）の展開を想定している。 

⚫ 富山県上市町における協働コーディネーターと連携した地域循環共生圏づくりの取組では、

2024 年度開催フォーラムをうけて、具体のプラットフォーム（或いはローカル SDGs 実践

グループ）を発足する機運・意向が地域側に生じていることから、中部エリアの新たな地

域循環共生圏づくり事例創出に向けて、EPO としての適切な支援・協力展開が考えられる。 

⚫ また、上市における地域循環共生圏づくりの事例化、中間支援のあり方などについては、

活動評価検討ワーキング等において実事例として検証対象とすることが可能であり（あわ

せて地域側へ検討結果のフィードバックも行う）、さらには協働コーディネーター等を介

した他地域への横展開の可能性についても期待できる。 

⚫ 事例の横展開と合わせて、中間支援主体や機能の育成と、協働コーディネーターをはじめ

とする EPO と地域（地方）の現場をつなぐアンテナ機能を持った主体との新たな形のネッ

トワーク構築にも取り組む必要がある。 
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(ウ) ESD業務について 

①現状・課題の整理 

⚫ 学び合いプロジェクトでは、昨年度作成した「中部版 ESD ワークブック」を活用した学び

合いの場づくりを実践した。また、有識者検討会で「ESD ワークブック」の活用方法につ

いて検討し、ワークショップ用パッケージツールを作成した。 

⚫ 学び合いプロジェクトの成果であるワークブックの活用や、学び合いの場の企画運営にお

いて地域課題と SDGs を結びつける視点などを深化させるとともに、ESD の実践を創出し、

広く普及していくことが重要となっている。 

⚫ ESD ダイアログなど主催イベントについては、地域との連携構築や参加者の裾野拡大とと

もに、その成果の発信方法をいかに行うかが課題となっている。 

 

②今後の展開 

⚫ ESD ワークブックの活用方法を普及させるため、今年度作成したワークショップ用パッ

ケージツールや動画について次年度業務で活用・検証することにより、より使いやすく効

果的なパッケージの社会実装を目指す。 

⚫ 地域特性を踏まえた ESDの推進のため、GXも活用した SDGs学生サミットなどの交流やイベ

ントを通じて、地域の自然や文化、産業などを踏まえた効果的な ESD プログラムの開発や

普及に取り組む。ESD ダイアログなどの地域的テーマを設定した ESD イベントでは、より

地域に根ざしたテーマを設定し、地域住民や関係団体との連携を強化し、成果の発信とと

もに、継続的な ESDの取組へとつなげる支援のあり方を検討する。 

⚫ 気候変動教育に関する実践的な学びの機会創出を通じ、次年度以降に予定されている「地

域脱炭素に資する ESD 推進事業の拡充」業務を踏まえ、高校における探究学習による自ら

学ぶ能力の育成を目指した実証事業に参画する。 
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イ 主催イベントの参加者アンケート結果 

⚫ EPO業務、ESD業務の全ての主催イベントのうち、クローズ会合以外のイベントにおいては、

参加者アンケートを実施しており、イベント終了後、アンケートの集計結果を中部地方環

境事務所担当者へ報告、情報共有を行った。 

⚫ 全体的にアンケート回答数が少ないことから、本項では、共通設問を用いたアンケートの

回答について、全イベントの回答をまとめて集計する全数での集計を行い、参考値として

整理した。 

⚫ 「250222 上市フォーラム」（地域循環共生圏フォーラム in 上市）は、第１回と第２回の回

答を合計して集計した数となっている。 

⚫ 学び合いプロジェクト関連イベントなどの一部イベントについては、アンケート結果を有

識者ワーキングによる検討材料等として活用するため独自のアンケートを実施しており、

本項の全数集計に含まれていない。 

⚫ 中部地方環境事務所が企画した「身近な自然資本活用に関する意見交換会」「グリーン社

会実現に向けたステークホルダー連携促進事業」では、事務所の意向により独自の設問設

定が行われたため、それらの設問は全数集計に含まれていない。 

 

①イベントの評価について 

 

 

たいへん良
かった

良かった ふつう
あまり良くな
かった

良くなかった 無回答

240925白書を読む会
(n=4)

1 3 0 0 0 0

250127共生圏セミナー
（n=3)

1 2 0 0 0 0

250207白山シンポジウム
(n=30)

10 14 6 0 0 3

250222上市フォーラム
(n=8)

4 3 1 0 0 1

240919ＮＷフォーラム
(n=9)

3 6 0 0 0 0

241122ESDダイアログ
(n=6)

2 4 0 0 0 0

EPO業務・計(n=49) 16 22 7 0 0 4

ESD業務・計(n=15) 5 10 0 0 0 0

全体(n=64) 21 32 7 0 0 4

●今回の催事はいかがでしたか（５段階評価）

ESD
業務

EPO
業務
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②役立つ情報や事例の有無について 

 
 

③（※上の②で「あった」と回答した情報・事例の内容） 

240925 白書

を読む会 

循環白書でプラ新法等について有益な話が聞けました。 

大規模圃場整備を実施するにあたっても、ビオトープにホタルを退避させて再生させるチャレンジング

な取り組みを聞くことができた。 

地域の会社や市が取り組んでいる、地域の状況に合わせた独創的な取り組み。特にローカル SD クリ

エーションさんの観光業と里山・里海の保全を両立に向けたコンソーシアムの構築は大変興味深かっ

た。 

250127 共生

圏セミナー 

各団体・個人の得意と強みを持ち寄って集まる機会を作りたいと思いました 

違う分野の人が交流すること 

250207 白山

シンポジウ

ム 

・インタープリテーションの意味、役割（基本情報） ・「白山手取川ジオパーク」 

・ストーリーとその価値を共有する（知識、情報を伝えることではない）・プログラム→教えるのではなく、

ヒント、刺激を与え 考えてもらう、仕向けること 刺激、触発 ・お客様（体験者）のものである→例、公

園、自然 

アメリカでここから音はだめ！という部分です。町中がさわがしすぎると思っています しかし、観光に

いらした方が自分で自分から感じる様な雰囲気を作り、ガイドでしゃべりすぎない様にしたいと思いまし

た。 

アメリカの国立公園の特ちょう、高尾山のビジターセンターについての情報 

インタープリターの役割、重要さ、関わり方 

インタープリターのミッションについて 

インタープリテーション ガイドとはちがうかな 

インタープリテーションということを知らなかった！！非常におもしろかったです 

インタープリテーションについて。ガイドの育成プログラムに組み込んでほしい。 

インタープリテーションには、目的とする行動を誘導する手法がある。 

インタープリテーションの活用方法 

インタープリテーションの基調講演と話題提供 

インタープリテーションの考え方は、全てにつながる 

インタープリテーションの認識が変わった。 

インタープリテーションを初めて知りました。私自身も旅行をしてガイドさんの話に触発したことがありま

す。意図的に出来ることはもっと学びたいです。 

ガイド等活動でのインタープリテーションの重要性 

ストーリー性 

まずはインタープリテーションとは何ぞや？という状態だったところが、少しずつですが理解が深まって

きた感覚です。今後、白山手取川ジオパーク公認観光ガイドを目指すにあたり、その手法を十分に活

用しながら行動していきたいと思います。 

あった なかった
どちらともい
えない

無回答

240925白書を読む会
(n=4)

3 0 1 0

250127共生圏セミナー
（n=3)

3 0 0 0

250207白山シンポジウム
(n=30)

30 0 2 1

250222上市フォーラム
(n=8)

6 1 2 0

240919ＮＷフォーラム
(n=9)

6 1 2 0

241122ESDダイアログ
(n=6)

5 1 0 0

EPO業務・計(n=49) 42 1 5 1

ESD業務・計(n=15) 11 2 2 0

全体(n=64) 53 3 7 1

●今後のあなたの活動や取組で役立つ情
報や事例などがありましたか

EPO
業務

ESD
業務
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気づきの大切さを知りました。 

具体的なツアー 体験活動の事例紹介。 

国内及びアメリカにおける具体的事例を知ることが出来た！今後、インタープリテーションの必要性、重

要性を認識することが出来た！ 

最後の体験型イベントにおいてその手法と目的をしっかり学ぶことができた 

石川県にインタープリテーションが入ってきて 20 年くらいだと思います。現状や課題が何となくわかっ

た気がしました。次のレベルに行けるか自分も含め考えたい 

知らない活動を知れた 

伝える事の大切さ 

伝える側の意識やしかけの重要さを再認識しました。 

白山（麓）で実際に実施しているガイドやインタープリテーション活動 

白山で活動されている方で今までご存知ない方を知った。 

250222 上市

フォーラム 

まちづくりや地域貢献活動の考え方や継続のしかた。 

やりたい事柄の進め方 

勝亦先生の事例 

地元密着の情報 

米農家さんから出た籾殻や藁を有効活用する為に上市町の LINE を使って必要とする方に伝えて有効

活用してもらう。畑で使ってもらいまた野菜などの作物を作ってもらう。 

朴葉の葉がアルミホイルの代わりになるとグループで聞いた点 

240919ＮＷ

フォーラム 

ESD インフラ、飯田市の大学連携の考え方や取組み 

ESD インフラという捉え方：これで問題の捉え方が変わるかをこれから考えてみようと思いました。ま

た、飯田市、高山氏の具体的な事例からは、社会的共有資本としての地域の人間関係（文化）の今後

の展開を再考してみたいと思いました。ありがとうございました。 

大学連携の事例、様々な角度からの地域活性化の方法 

朝岡先生のご講演：ESD インフラ概念の提案、ソーシャル・キャピタルとのつながり 

朝岡先生の講演「ESD インフラ」が素敵なとても興味深い概念です。社会関係資本と考える考え方が素

晴らしいです。公民館、学校、給食センターのお話も石川でも考えたいことでした。ESD インフラとして

の公民館・学校の重要性を感じました。新たな地域づくりの核になると思います。 

飯田市の公民館活動が ESD につながっていること 

飛騨高山大学連携センターの事例が参考になりました。他地域の大学を呼び込みさまざまな取組・連

携をしていること。 

241122ESD

ダイアログ 

・高山～松本ビックブリッジ、ロングトレイル。・「間伐材」選ぶ→切り倒す→活用・工作の体験、子供たち

の期待「木は活きている」「命かつるかってしょ」・都心部からの受入れ、体験学習、地域との交流→効

果と考察 

国立公園の視点で広く捉えることができ参考になりました。特に松本高山 BigBridge 構想での動きが分

かり嬉しく思います。今後も多くの人が知ってもらえる様 PR 願います。 

施設活用や他県の実践例 

小から中 中から高へと継続してつながり（かかわり）をもって教育していくことの重要性を再認識※

ESD の観点を大切にして 

木育、グリーンツーリズム、ユネスコエコパーク、ユネスコスクール 
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④イベント参加による積極性の喚起について 

 
 

⑤イベント開催のテーマや分野に対するニーズについて 

240925 白書

を読む会 

このように地域の具体的な取り組みについて理解できるセミナーを増やしていただきたいと感じた。 

環境と教育：国民・消費者としての行動変容、自然への働きかけなど、個人に任せるだけではなく、教育

としての取組みが必要ではないか 

災害廃棄物に関するフォーラム 

250127 共生

圏セミナー 

小さな集落単位で地域経済循環できている事例があれば知りたいです 

ESD 関連テーマ 

250207 白山

シンポジウ

ム 

・白山市の食文化セミナー・とっておきの白山市風景、写真セミナー、発信のやり方 

TORE 手法について 

インタープリテーションを活用した観光ガイドの具体的な手法についてなど 

インタープリテーションの研修など 

シンポジウムが入口としたら、1 泊 2 日くらいのワークショップを開催し、気付きや発表による内面的レ

ベルアップも必要か 

各団体の交流、総会、お互い似たことをして、似たことで悩みがあると思う 

古道ツアー 身体の健康と文化・歴史 海外の人との合同ツアー 

国立公園の利用（関わり）をテーマにしたセミナーやワークショップ 

手取川扇状地の住民の伝統的くらしや工夫、LIFESTYLE の理解 

情報発進について 

人材育成、ユース育成、教育観光と環境教育 

世界の様々な先進的取組みの事例について知りたい。 

石川の食文化、伝統の器などを紹介して欲しいです。（歴史も含めて。） 

白山について 知りたい 

米国パークレンジャー（ガイドではない）のあり方、すすめ方（ストーリー、考えさせること？）を考えるこ

と 

250222 上市

フォーラム 

まちづくりについてのワークショップ 

耕作放棄地の活用の仕方、耕作の第一歩、上市にふさわしい農産物とは。 

森づくり（竹林徐代・災害対策・特産物創出・獣害対策など）、空家活用 

240919ＮＷ

フォーラム 

環境教育を学校現場に普及させるには？環境問題か ESD を考えてもらう時に子どもたちに明るい未

来を描いてもらうには？ 

後半の初めの各拠点活動紹介で的確に時間内で説明できず、失礼しました。簡単なメモを先に提出す

るようにしてください。（石川ユネスコ協会）やはり交流ディスカッションが興味深かった。閉校寸前の学

校のことや飯田モデルの背後のしくみなど。 

集団（地域）としての課題解決能力の向上のために必要な仕掛け等 

森林資源の保全を活用 

生物多様性の確保、温暖化防止、サーキュラーエコノミーの連携への取組みについての紹介 

もっと積極的
に取り組みた
いと感じられ
る内容だった

これまでの取
組で充分と思
える内容だっ
た

取り組む必要
性を感じられ
ない内容だっ
た

よくわからな
い

設問なし※ 無回答

240925白書を読む会
(n=4)

4 0 0 0 0 0

250127共生圏セミナー
（n=3)

3 0 0 0 0 0

250207白山シンポジウム
(n=30)

0 0 0 0 33 0

250222上市フォーラム
(n=8)

8 0 0 0 0 1

240919ＮＷフォーラム
(n=9)

0 0 0 0 9 0

241122ESDダイアログ
(n=6)

4 1 0 0 0 1

EPO業務・計(n=49) 15 0 0 0 33 1

ESD業務・計(n=15) 4 1 0 0 9 1

全体(n=64) 19 1 0 0 42 2

EPO
業務

ESD
業務

●催事テーマに今後も積極的に取り組む必要がある感じさせる内
容でしたか　※一部催事で設問設定なし
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241122ESD

ダイアログ 

サイクルツーリズム、ツアー（e バイク） 

奥飛騨ビジターセンターの体験プロは魅力的、参加したい。木遊館で孫と遊び楽しみたいです。 

 

⑥末尾・自由記入欄の感想等 

240925 白書

を読む会 

WEB は地方に住む者にとってありがたいです。 

地域それぞれに特徴的な取り組みがあることを知ることができた。 

白書の話が大変大きな話だったので、一方で地域に根づいた活動がされていることに心強く感じた。 

漠然と環境省の仕事に興味があって参加したが、もっと具体的な仕事について知りたいと思った。環境

政策という地域での個別具体的な対応が必要な問題に対し、環境省という大きな枠組みがどのような

役割を果たしているのか、さらに深く理解したいと思う。 

250127 共生

圏セミナー 

WKG 議事資料のダウンロードを希望します 

カメラとマイクがよく配置できていて、映像も音声も鮮明に届いていると思いました 

250207 白山

シンポジウ

ム 

”過去を知ることで未来を考える”という日比野さんの言葉が印象的で学びになりました。水の旅・石の

旅や人や物とのつながりも面白かったです。インタープリテーションは学校以外でおこっているのも意

外でした。講演時間は少し長いと思いました。 

・インタープリテーションの手法を深く学ぶ必要性を感じた、目的をもった手法を駆使できるようになりた

い。・サンセットツアーや古道のトレッキングなど、白山ならではのアクティビティが興味深い・手軽に参

加できるインタープリテーションを扱うプラットフォーム（ビジターセンターの役割か？）があると、自然に

詳しくない人の入り口になる。（おもい立ったときに、そこにいけば、何かに参加できる※アメリカの国立

公園のように。）  (裏面記載分)金沢に観光に来る人と、白山に来る人は目的がちがってくるとではな

いか。どちらかというと、白山郷や五箇山に訪れるインバウンドの方々を誘致する意味があるのではな

いか。昔の日本のくらしや信仰と密接にかかわる白山と共に知ることができる。ホワイトロードを介せば

移動もしやすい。県を超えてはむずかしいか・・・ 

アメリカでは自然の大切さをジュニア体験で多くしているはずなのに何故アメリカ人はトランプを選ぶ？

話さないガイド 興味をストーリー性を持って伝える方法を考える必要性 知られていない白山の良さを

いかに発信できるか？インターネットでの調査しやすくない 

ありがとうございました、先日白峰雪だるままつりに行ったところだったのでお話が良く入ってきました。

観光において、インタープリテーションが大事だという事を感じました。サムさんの本買ってみます！国

立公園は行った事がないので行ってみたくなりました。参加してとても良かったです。 

いかに続けていくか 本音のつながりが大事 

インタープリテーションの場を具体的にもっとつくる→自治体、民間団体？ ⇒ビジターセンター、展示

館、スポットの説明書きなど ⇒プログラム、企画を多くすること ⇒どうして、企画、プログラムを伝える

のか（参加者をどう増やすか） 

インタープリテーションを軸にした構成でとても分かりやすかったです。仕事の仕方を改めて組み直そう

と思いました 

とても興味深く楽しく聞かせていただきました。講演者の方々の話をもっと詳しく聞いてみたいと思いま

した。 

とても有意義でしたありがとうございました 

ビジターセンターの価値、活用 今昔体験で、心豊かな人間にと。地元、地域のこと知ること。 

もっと深い話まで入って行けるとよかったが時間の都合でしかたないかな でも参考になる話を多岐に

渡って聞けたのがとてもよかった ふだん聞けない観点でのいくつもあってよかった ありがとうござい

ました 

横文字が多く、理解度 50％以下でしたが、白山の魅力をしっかりと感じとりました。白山への見方が変

わり、興味を持ちました。 

観光と教育のバランスや質、やり方など 持続可能な方法をもっと研さん研究する必要があるか？  

金沢へのインバウンドを「白山エリア」へについての意見 IR いしかわ線や北鉄石川線の各駅付近に

「水、温泉、お酒、発酵食品、等々」の魅力的な誘引ポイント戦略的に配置する。「鉄道線の利用が有

効」 

具体的な取組例をもっと詳しく知りたかった。 

交流人口の話は？ 発信を受ける情報がない 国立公園、ジオパーク、エコパーク、観光協会など情報

がバラバラすぎて、欲しい情報にたどりつけない 総合サイト！ 小、中、高、地元教育が必須 

交流人口増加とインタープリテーションの関連性が全く話されなかった。 

石川県民にもっともっと白山に来てほしい 白山登山を県民にすすめてほしい（インタープリテーション

してほしい） 

白山手取川ジオパークの魅力を伝えていく上で、インタープリテーションの果たす役割の重要性を改め

て考えるきっかけとなりました。 

話が高度すぎる 抽象的すぎる ディスカッションになっているのか？ 

とても有意義なイベントでした。 
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250222 上市

フォーラム 

自由に妄想できる事が楽しかった。色々な年代の方がいらして多様な意見が出て良い刺激になった。

魅力ある上市の町作り、アグリパーク構想は更に進んでいくと思う。上市町の玄関である上市駅を竹や

杉などの資材を使った建物にしてアグリパークの入場口にしたら上市全体がアグリテーマパークのよう

になると思う。柿の収穫体験、里芋や季節の野菜の収穫体験などが上市町役場の LINE で予約できた

ら良い。手に入れた食材を手軽に自分で料理して食べられる町中キッチンを作る。 

誰と誰がつながること意図しているのか？EPO はそれらのつながりにどのような支援を考えているの

か。 

240919ＮＷ

フォーラム 

もう少し交流ディスカッションの時間を増やして頂きたい。準備等が難しそうですが、うまく話し合えれば

とても為になります。ご検討ください。 

可能でしたら本日の資料を共有いただきたいです。 

新たな考え方や先進的取組を知ることができ、大変有益なフォーラムでした。ネットワークづくりにもなり

ました。ありがとうございました。 

飯田市出身で名古屋在住ですが、SDGs,・ESD 活動に数年前から興味を持って取組んでいます。学輪

IIDA にも２，３年前から参加しています。長野県の企業と名古屋の企業が SDGｓパートナーシップで連

携し地域課題を解決していくお手伝いをしています。飯田市の公民館活動について知っているようで知

らないことを今日教えていただきました。中部大学の福井副学長殿。古澤先生殿には大変お世話に

なっています。これからも微力ながらお手伝いしていこうと思っています。 

普段あまり意識していない問題に触れられて良かったです。 

241122ESD

ダイアログ 

・「ESD」に関わっていない、携わっていない人だとまず ESD って？？意味・意義がわからない。SDGs と

は違う・貴重な機会を企画、高山にて開催ありがとうございます・「山と小と」ジオが高山・飛騨の「礎」で

あることがもっと伝わると良いですね 

それぞれの立場で取り組んでみえる方との交流ができてよかったです。 

午前の内容が盛りだくさん過ぎと感じた。焦点をしぼって発表の数を減らすことが大切。（※貴重講演は

ひとつでいいですね）子どもたちの発表をメインに、それが一番皆さんの心に伝わります。 

三枝小と朝日中の子たちの発表に希望を感じました。ヒットネットで紹介して欲しい内容です。お願いし

ます。理想のみでは受け入れてもらえない時流。着実な取組ありがとうございます。進めていきましょ

う。 

 

⑦回答者の属性について 

 

 

●年齢　　※一部催事で設問設定なし

１０代以下 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 設問なし※ 不明
240925白書を読む会
(n=4)

0 1 0 1 1 1 0 0 0

250127共生圏セミナー
（n=3)

0 0 0 0 1 2 0 0 0

250207白山シンポジウム
(n=30)

0 0 0 2 13 8 8 0 2

250222上市フォーラム
(n=8)

0 1 2 0 3 1 1 0 0

240919ＮＷフォーラム
(n=9)

0 0 0 0 0 0 0 9 0

241122ESDダイアログ
(n=6)

0 0 0 0 2 3 1 0 0

EPO業務・計(n=49) 0 2 2 3 18 12 9 0 2

ESD業務・計(n=15) 0 0 0 0 2 3 1 9 0

全体(n=64) 0 2 2 3 20 15 10 9 2

EPO
業務

ESD
業務

●所属先　　※一部催事で設問設定なし

NPO・NGO・
任意団体

企業・事業
者

行政機関
学校・教育
関係

学生 その他 設問なし※ 不明

240925白書を読む会
(n=4)

0 2 1 0 1 0 0 0

250127共生圏セミナー
（n=3)

1 0 1 0 0 1 0 0

250207白山シンポジウム
(n=30)

4 4 6 3 0 14 0 2

250222上市フォーラム
(n=8)

2 2 1 0 0 4 0 0

240919ＮＷフォーラム
(n=9)

0 0 0 0 0 0 9 0

241122ESDダイアログ
(n=6)

0 1 0 2 0 2 0 1

EPO業務・計(n=49) 7 8 9 3 1 19 0 2

ESD業務・計(n=15) 0 1 0 2 0 2 9 1

全体(n=64) 7 9 9 5 1 21 9 3

EPO
業務

ESD
業務
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●活動分野のSDGs　　※一部催事で設問設定なし

1. 貧困をなく
そう

2. 飢餓をゼ
ロに

3. すべての
人に健康と
福祉を

4. 質の高い
教育をみん
なに

5. ジェンダー
平等を実現
しよう

6. 安全な水
とトイレを世
界中に

7. エネル
ギーをみん
なに、そして
クリーンに

8. 働きが
いも経済
成長も

9. 産業と技
術革新の基
礎をつくろう

10. 人や国
の不平等を
なくそう

240925白書を読む会
(n=4)

0 0 0 0 0 1 1 2 1 1

250127共生圏セミナー
（n=3)

0 0 1 0 1 0 0 1 0 1

250207白山シンポジウム
(n=30)

2 1 6 9 1 3 4 3 1 2

250222上市フォーラム
(n=8)

2 3 3 2 1 1 1 2 1 2

240919ＮＷフォーラム
(n=9)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

241122ESDダイアログ
(n=6)

0 0 1 3 2 0 1 1 0 1

EPO業務・計(n=49) 4 4 10 11 3 5 6 8 3 6

ESD業務・計(n=15) 0 0 1 3 2 0 1 1 0 1

全体(n=64) 4 4 11 14 5 5 7 9 3 7

EPO
業務

ESD
業務

11. 住み続
けられるまち
づくりを

12. つくる責
任、つかう責
任

13. 気候変
動に具体的
な対策を

14. 海の豊
かさを守ろう

15. 陸の豊
かさも守ろう

16. 平和を
公正をす
べての人
に

17. パート
ナーシップで
目標を達成
しよう

設問なし※ 無回答

240925白書を読む会
(n=4)

3 1 1 1 2 1 1 0 0

250127共生圏セミナー
（n=3)

1 2 1 0 1 1 1 0 1

250207白山シンポジウム
(n=30)

10 5 3 6 12 4 5 0 15

250222上市フォーラム
(n=8)

4 2 2 1 3 1 2 0 2

240919ＮＷフォーラム
(n=9)

0 0 0 0 0 0 0 9 0

241122ESDダイアログ
(n=6)

2 1 0 0 1 2 1 0 1

EPO業務・計(n=49) 18 10 7 8 18 7 9 0 18

ESD業務・計(n=15) 2 1 0 0 1 2 1 9 1

全体(n=64) 20 11 7 8 19 9 10 9 19

EPO
業務

ESD
業務
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